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財団法人観光資源保護財団（愛称：日本ナショナルトラスト） は、 市民参加で美しい自然や貴重な文化

遺産の保存・活用を推進する目的で、 イギリスの環境保全団体であるナショナルトラストを模範に設立さ

れた。

現在までに調査、保護、 普及の三本の事業を柱に、 歴史的町並みや民家、 庭園、 自然地など多くの対象

の保存、 活用をすすめている。

昨年度からは、 鉄道を文化財の視点から見直し、 下記の専門委員のもと、 ナショナルトラスト会員のサ
ー クル活動である 「鉄道文化財を考える会」を中心に歴史的、 技術的等から見て価値のある車両や施設の

リストアップ調査をおこなった。

この結果、 日本における保存、 活用の特徴として、 日本国有鉄道がおこなっている鉄道記念物指定制度

を筆頭に、 鉄道企業体自身が独自に保存、 活用をすすめている場合が大部分をしめていることが判った。

本報告書は、 この調査をもとに、 何んらかのかたちで、 保存措置のとられている対象及び、 今後、 保存

が望ましい対象を事例として紹介する一方、 保存の歴史や現状、 そして問題点について考察している。

さらに、 今後日本における保存、 活用のありかたとして、 専門委員会で出されたいくつかの提言を盛り

込んでいる。

鉄道文化財の適切な保存、 活用をめざす上で、 基礎資料としてこ活用いただければ幸いである。

なお、 このような調査報告は、 はじめての試みであり、 必ずしも完璧な内容とはなっていない。 お気付

の点は、 ご教示戴ければ幸いである。

また、 本調査報告の執筆は、 第1章、 第 4章を青木栄一（東京学芸大学教授）、 第2章を中川浩一（茨

城大学教授）、 第 3章、 付表1~ 4他を日 本ナショナルトラスト鉄道文化財を考える会がそれぞれ分担し

ておこなった。

記
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竹 島 紀 プ （株式会社鉄道ジャ ーナル社取締役社長）
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第1章 鉄道文化財とその保存の意義

世界最初の公共用鉄道であるストックトン・ アン

ド・ダーリントン鉄道 (Stockton and Darling

ton Railway) が開業した 1825 年から数えて、 す

でに16呻、 日本でも新橋一横浜間の鉄道開業から

113年の歳月が経過している。 鉄道はそれまでまっ

た＜貧弱であった陸上交通の輸送力を飛躍的に向上

させ、 ほぼ1世紀以上にわたって、 陸上交通の王者

の地位にあった。 一国の経済発展においても、 地域

社会の開発においても鉄道の果たした役割は極めて

大きい。

しかし、 近年は自動車交通や航空交通の進歩によ

って、 鉄道の活躍すべき場は縮小されつつある。 現

西ヨ ー クシャ ーの保存鉄道の一つKeighley & 
W erth Valley Rail way 保存鉄道は小説「嵐ケ丘」
の著者プロンテ姉妹の居館とともに、 この地方の重要な
観光資源になっている。 ここに動態保存されている

在の鉄道は中距離の都市間交通や大都市圏交通に広

く用いられているが、 すでに全国的な交通ネットワ

ー クのなかでの中心的な交通機関の地位を失なって

いると考えてよい。

とはいえ、 近代史のなかで鉄道が果たしてきた役

割は高 く評価しなくてはならないし、 そこに用いら

れた車両や施設は私たちのごく近い先祖から伝えら

れた貴重な文化財の一種である。 単なるノスタ 1レジ

アではなく、 これを近代史にかかわる文化財として

研究し、 その一部を保存して後世に遺すことが、 わ

れわれの世代の義務ではないだろうか。

鉄道を含め、 産業革命以後に現われた近代的な機

34092 (City of Wells号）は Southern Rail way 
の 2Cl 形機で 1945 年製 、 West County クラスと
呼ばれる '84. 7. 25 Oxenhope 駅にて

撮影 青木栄一
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械を一つの文化財とする見方は近年急速に普及、 定

着しつつある。 産業考古学(Industrial Archae— 

ology) と称する一つの学問体系が成立し、 文化史、

経済史などと並んで、 近代史研究の重要な一翼をに

なうようになった。 産業考古学は、 技術革新によっ

て消えてゆく過去の工業施設や機械などの調査、 記

録、 保存などをあつかう新しい学問体系で、 第二次

世界大戦後、 イギリスを中心として盛んとなった。

日本では昭和51年に産業考古学会が設立され、 活発

な活動を展開しているが、 鉄道の研究もそのなかで

重要な部門となっている。

日本では昭和47年(1972)に鉄道100周年を迎え

たが、 この前後の時期に蒸気機関車の保存が積極的

に進められた。 これは国鉄における蒸気機関車の運

転をやめるスケジュ ー ルが発表され、 その消滅の時

期が近づいて、 いわゆるSLブームが起きたことと

も関係している。 しかし、 保存の対象は蒸気機関車

のみでなく、 広く鉄道車両、 諸施設全体に及ぼすこ

とが望ましいし、 従来の保存ではそのための管理や

費用負担の哲学、 あるいは保存の意義が十分論議さ

れることがなかった。 近年ようやく、 鉄道車両や施

設の歴史的な価値を評価し、 価値あるものの恒久的

な保存とそのための具体的方法をまじめに考えるこ

とがはじめられた。

また、 車両や施設を特定の場所に展示する「静態

保存」 から、 鉄道のシステム全体を保存し、 実際に

列車を運転する「動態保存」に対する要望が強くな

ってきた。 動態保存は静態保存以上に保存のための

管理や経費負担の増加が著しく、 この点でも保存の

ための哲学やノウハウの再検討が進められねばなら

ない時期にさしかかっている。

この報告書では、 鉄道文化財のまず保存の歴史を

概観し、 さらに現存する保存物 、 および保存すべき

対象を具体的に選定し、 それぞれの文化財としての

位置づけ、 価値について記した。 そして最後に現状

における保存上の問題点を指摘し、 将来の保存のあ

り方についてまとめてみた。 なお、 現在の鉄道史各

部門の研究レベルの差や報告書作成の時間の制約な

どのため、 この報告書ではもっぱら鉄道車両の保存

を中心として記述されている。 このことは報告者が

鉄道車両だけを文化財としてみていることを意味し

ない。 今後、 さらに研究の機会を得て、 鉄道の諸施

設の保存について研究を深めてゆきたいと考えてい

る。
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第2章 鉄道文化財保存の略史

ノ ー フォ ー ク出身の著名建築家として知られる Iレ

ィス・ キュ ー ビット (Lewis Cubit )が1852年に

完成させた正 面建屋が今日なお古さを感じさせずに

使われているキングズ・クロス(Kings 'Cross )か

ら、 大ブリテン島の東海 岸に沿って北上するイギリ

ス国鉄で約370キロ 、 イングランドも北東部にあた

る位置に、 ダー リントン (D a r l i ngto n)と名乗る

地方都市がある。 イギリス国鉄が、 主要都市間の高

速連絡列車として「新幹線」の対抗馬をめざすHS

T ( High S peed Train 125)（最高時速2 00キ

ロ） を利用すると、 約2時 間半でそこへは達しうる。

198 0 年代初めには、 ダー リントンと表記されて

いたが、 開業以来、 長期にわたってバンク・トップ

(Bank To p)とよばれていたこの駅は、 プラットホ
ー ムがすっぽりと半円形の天蓋でおおわれる構造を

持っている。 197 0年代の初め にこの駅を訪ねた人

は、 プラット ホ ー ムの中でもいちばん眼をひく位置

に、 古風な蒸気機関車が 、 保存 ・ 展示されている姿

を眼にすることができた。 数ある鉄道文化財の中で

も、 鉄道創業史の第1 ペー ジを飾る「ロコモ ー ショ

ン」 Lo com otio n号は 、 このようにして公衆が眼に

ふれうる存在だったのである。

バンク ・トップ駅に展示されていた「ロコモ ー ション」
号 三谷烈文撮影 ］975年8月30日ダー リントン駅構内
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1 鉄道文化財保存のル ー ツ

ペニン山脈の東麓に位置し、 ティ ー ズ川中流部に

広がる炭田から産出する石炭を、 北海にのぞむ港湾

都市ストックトンSto ckt o nに搬出する目的で、 世

界最初の公共用鉄道と称されるストックトン＝ダーリ

ントン鉄道Sto ck t o n  & Darlingt o n  R ail way 

は、 1825年9月27日に開業した。 晴れの開業式当

日、 1 両の客車を含む33両をけん引し、 処女列車を

成功裡に運転した立役者が、 「ロコモ ー ション」号

であった。

「ロコモ ー ション」号は、 蒸気機関車発明の父と

称されるジョー ジ・スチ ー ブンソンGeor geSte ph 

e ns o n  (1781 ~ 1848 )の経営するニュ ー カッス

1レ所在の工場で製作された経歴を有している。 蒸気

機関車の発明には、 多くの発明家がか かわりあい、

ジョー ジ・スチ ー ブンソン以外にも、 実用的な製品

を仕上げた発明家がいるけれども、 「ロコモ ー ショ

ン」号の名が高 いのは、 それが公共に益する最初の

存在であった事実に加えて、 5年後の18 3 0年、 リ

バプ ー 1レ東郊のレインヒ 1レRa i nh i  IIで行われた機

関車性能競争に勝利した「ロケット」R o cket号が、

ノ ー ス ・ ロ ー ド ・ ステー ション鉄道博物館に展示される
ロコモ ー ション号 中川浩一撮影 1979年9月



同じくジョ ー ジ・スチ ー プンソンによって設計・製

作された史実を、 背におうからであろう。

鉄道が陸上交通新式化の立役者として、 馬車を駆

逐し、 内陸水路の隆盛をもつき崩すきっかけが、「ロ

コモ ー ション」号登場によってつけられた以上、 そ

れが鉄道文化財の原点となり、 保存・展示されるの

は、 当然すぎる措置といわなければならない。

とはいえ、 近代交通史の第1ペ ー ジを飾るべき存

在も、 早くからその歴史的意義が着目され、 保存の

対 象となっていたわけではない。 今日なお、 開発途

上国では鉄道輸送に広く用いられていると伝えられ

る蒸気機関車は、 基本的な構造を 「ロケット」号に

発する存在である。 「ロコモ ー ション」号は、 技術

開発の急速な進歩の前に、 いち早く旧式な存在と化

していた。

歴史的な価値に気付かれぬまま、 「ロコモ ー ショ

ン」号は、 1 850 年代前半の段階で機関車としての

用途を失い、 炭鉱でのポンプ揚水用据置ボイラーと

して、 貸出されてしまう。 1856 年には不要品とし

て、 競売公告が行われるまでになった。

幸いなことに、 この時点で、 鉄道会社の中から、

「ロコモ ー ション」号は歴史的価値のゆえに記念物

として保存されるべきだ との声がでたわけである。

競売は取りやめられ、 機関車修繕工場に送ってオ ー

バ ー ホ ー ルを 行い 、 記 念 物として展示公開する措

置が、 1857年に実施の運びとなった。 鉄道文化財

保存の意義は、 鉄道の母国 イギリスで、 鉄道開業か

ら30年あまりを経過した時点で、 第一歩をふみだし

たことになる。

「 ロ コモ ー ション」号は、 ノ ー ス・ ロ ー ドN orth

R oad 駅とよばれていたストックトン＝ダ ー リント

ン鉄道ゆかりの（旧） ダ ー リントン駅の駅前広場に、

長らく露天示されていた。 もっと正 確に表現 する

と、 （旧） ダ ー リントン駅は当初から現在位置にあ

ったわけではなく、 1842 年 に移築されたものであ

り、 その駅舎が以後140年あまりも使い続けられて

きたのである。
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露天展示は、 1892 年まで続けられ、 ついでバン

ク ・ トップ駅のプラット・ホ ー ムに移され、 ド ー ム

の下に収まるようになった。 1 862 年にストックト

ン＝ダ ー リントン鉄道を合併したノ ー ス・イ ー スタ

ン（北東） 鉄道N or th E a stern Ra ilwayも、 「ロ

コモ ー ション」号のもつ歴史的意義に着目したわけ

だし、 「鉄道法」T h e Ra il way Act の成立に伴

い、 ロ ンドン ＝ ノ ー ス・イー スタ ン鉄道L on d on & 

N or th Ea st er n Ra i ! way が1 9 2 3 年に発足してか

らも、 鉄道文化財としての保存に意を用いていた。

1 925年、 鉄道創業 100年祭には、 「 ロ コモ ー ショ

ン」号は記念列車をけん引し、 バン ク・トップ駅の

北約1 キロの地点に存在した平面交差で、 LNE Rが

誇る特急列車「 フライング・スコッツマン」Flymg

Sc otsman号と対 面した写真が残っている。

1842年建築の駅舎を転用した ノ ース・ロ ー ド ・ステー シ
ョン鉄道博物館 中川浩一撮影 1 979年9月

「ロコモ ー ション」号は、 1 876 年開催の フィ ラ

デ 1レフィア万国博覧会を皮切りに、 いくつもの展覧

会に出品されており、 1975年9月27日（鉄道創業

i50年記念日） 以後は、 1 842 年に建設の駅建屋を

転用したノ ー ス・ロ ー ド・ ステー ション鉄道博物館

N or th R oad Sta tion Ra il way Mu seu mの屋内に

展示し、 公開されている。

2 鉄道博物館と車輌保存

日本における鉄道文化財保存運動の始祖は、 とき

の鉄道院総裁後藤新平(1 8 57~1 929 )であった



といえるだろう。 後藤新平は「大風呂敷」 と仇名さ

れ、 スケー 1レの大きな発言と実行力で知られた明冶

・大正の有力政治家であった。 岩手県に生まれ、 内

務官僚から転じて台湾総督府に入 り、 植民地経営に

らつ腕を振った実績を買われ、 明治 3 8( 1 905 ) 年

に、 初代の南満州鉄道総裁に推されたことが、 鉄道

経営にの りだすきっかけであった。 その後、 明冶 41

年には第二次桂内閣へ逓信大臣として入閣し、 同時

に鉄道院総裁をかねたために、 彼は鉄道文化財保存

運動の先駆者となるのである。

明冶44 年5月 、 鉄道院総裁後藤新平は、 鉄道博物

館を設置し、 鉄道関係の資料に対し、 収集と保管の

業務を行なうべく構想した。 そのため鉄道院 内に、

鉄道博物館掛が設けられる 。(1)

このときに後藤新平が、 鉄道史上で特箪に値する

鉄道文化財の保存を、 具体的に指示したわけではな

い。 だが、 鉄道博物館設置決定に伴って、 各種の参

考品を物色する中から、 蒸気機関車の保存がクロ ー

ズアップするのである。

ところで、 鉄道博物館掛の活動の一端は、 『鉄道

院年報』の記述からそれを明らかにしうるのだが、

大正元( 1 912)年度においては、 年報の第1 8款とし

で｀ 鉄道博物館” の項があ り、 ’' 本年度二於ケル鉄

道博物館二関ス1レ事務ノ主ナルモノハ 鉄道二関ス1レ

参考品ノ蒐集是レナリ’' と記した後に、 ＂ 本年度ニ

於テ蒐集シタ1レ陳列品資料ハ総計八一七 点（内写真

二三三葉、 絵葉書八組三五枚ヲ含ム）ニシテ之ヲ分

類セハ左ノ如シ’' と説明されている。 さらに、 ｀｀ 左

記車輌ハ将来使用ノ見込ナキニ依リ大正二 年二月二

十七 日車輌台帳ヨリ削除シ参考品トシテ鉄道博物館

二陳列ス1レコトト為セリ但シ博物館建築マテハ 当該

管理局ヲシテ之力保管ヲ為サシム” と記して、 四輪

御料車第 一号、 四輪御料車第二号の保存を定めてい

た。 この2両については、 廃車に至るまでの配置は、

それぞれ元中部・九州の両鉄道管理局であった。 ま

たこの決定が、 今もなお「交通博物館」に展示され、

「鉄道記念物」に指定されている2両の四輪御料車
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が保存されるきっかけになった。

3 蒸気機関車保存の発端

すでに記したところからも判るように、 日本 にお

ける鉄道文化財、 と りわけ車両保存の動きは、 皇室

の事蹟と結びついてなされてきた。 そのことは、 蒸

気機関車の場合にも例外ではあ り得ない。 だが客車

には御料車があっても、 蒸気機関車の場合には、 宮

廷列車専用の車両は、 長らく存在しなかった。 その

ため、 皇室と関連づけて蒸気機関車を保存するとき

には、 数 ある該当車両のうち、 史上で最も価値あ

ると考えられる蒸気機関車を選ぼうとしたわけであ

る。 かくして探索のうえ、 保存が決定した車両のひ

とつが、 7100形蒸気機関車であった。 明 治14

(1 881)年 8月 30 日、 明冶天皇の北海道行幸に際し

て、 手宮から札幌までお召車「開拓使」号をけん引

した史実が、 知られていたからである。

開拓使(2)が経営した幌内鉄道は、 明冶1 3年の開業

であった。 当初は2両の蒸気機関車が使用され、 そ

れぞれに「義経」 「弁慶」という名称が付けられて

いる。 ( 3)

幌内鉄道において御召車をけん引したと信じられ

る7101号は、 大正12(1 923)年5月29 日、 研甲第

289号通牒をもってこれを札幌鉄道局から鉄道大臣

官房研究所長の管轄に移し、 現車を東京に回送すべ

く指令が発せられた。 7101号が選ばれたのは、7100

号が明冶 22(1 889 )年の製造で該当せず、そのうえ幌

内鉄道をうけ継いだ北海道炭破鉄道から北海道官設

鉄道に譲渡され、 鉄道国有後に7100号となった事

実が知られていたためと考えられる。 7101号は、

「義経」と想定されていた。(4)

ところが、 札幌鉄道局から発送された7101号は、

途中で関東大震災によって行く手を妨げられ、 やむ

なく東北本線黒磯駅構内の廃止機関車庫に収容され、

以後十数年も冬眠する結果となった。 (5)

お召列車けん引に当たった蒸気機関車に対する保

存措置は、 7101号のみにとどまらなかった。 明治



5 年 9月12日(1872）、 東京 ー横浜間において 、 日

本最初の鉄道が開業式をあげた際、 お召列車をけん

引したと信じられてきた 5 000 号は、 大正10年11月

に廃車のうえ、 以後は汐留駅溝内の御料車庫に保管

されていた。けれども 、 ついで関東大震災で焼損し、

後に解体の運命をたどることになった。( 6)

もっともその後、 皇室に関連深い機関車であるが

ために保存の対象になったのは、 現在は、 梅小路蒸

気機関車館に所属しているC 51239号のみである。

4 鉄道博物館設置と車両保存

すでに記したように、 車両保存のきっかけとなっ

たのは、 鉄道博物館の設置決定であった。しかし予

算措置・用地取得に手間どり、 一般公開が実施され

たのは、 大正10 (1921)年10月14日、 鉄道50周年記

念日以降であった。(7)東京駅北口に設けられた最初

の博物誼は、 8000点にのほる陳列品を20室に展示し

た。けれども残念なから、 保存してきた車両を展示

するには至らな かった。

鉄道50周年 記念事業としての博物館開設計画には 、

これとは別に 、 予算50万円をもってする新築が予定

されていた。(8)それゆえ東京釈でのそれは、 あくま

でも仮住いなのである。ところで、 この臨時施設は 、

関東大震災によって多くの資料を焼失してしまい、

閉館のやむなきに至ったが、 当 局はただちにその再

建に着手し、 2 年後の大正14年4月 、 場所を東京一

神田 間の高架線下に移して、 再開されることになっ

た。(9)

鉄道博物館の再開と関 連して、 特筆されるのは、

車両保存の対象が皇室の事蹟とは関係なく、 鉄道発

達史と関連深い分野に及んだことである。

有力な私設鉄道会社としての日本鉄道における、

最初の機関車として知られてきた1 290 号は 「善光」

と付されたその名称によって、 存在を広く知られて

いたのだが、 大正12年 に廃車された後は、 東京鉄道

教習所に保管され、 ついで鉄道博物館（現・交通博

物館） に移されることになった。

またこれとは別に、 京浜 間の開業時から引続いて

使用され、 鉄道50周年記念出版物のひとつ である

『鉄道一 瞥』(1921年）に 、 最古機関！hとして紹介さ

れた110 号は、 その経歴の故に保存が決定し、 大正

11年12月 にはそのための措置がとられることになっ

た。00）しかし、 現車は鉄道博物館には収容されず、

大宮工場の参考館に移され、 部内教育資料として、

また工場見学者への参考とする目的で展示が行なわ

れた。この際に、 蒸気機関車の内部構造を紹介する

目的で、 要部が切開されている。現在は青海鉄道公

固に移され 、 「鉄道記念物」の指定を受けている。

5 教材としての保存車両

皇室の事蹟顕彰に限定して始められた車両保存が、

次には鉄道発達史の上で特筆すべき役割をもち、 し

かも他にかけがえのない車両を保存しようという動

きに拡大すると、 今度は鉄道博物館の設獨実現がき

っかけになって第三の展開が実現した。社会教育へ

の教材とする目的で、 現役として活躍してきた車両

の中 から実物見本を選びだし、 これを常時展示する

措置がそれである。

ところで最後にあげた事例では、 該当する車両を

永久に保存しようという目的があるわけではない。

他になお秀れた教材があれば、 それと交換してもよ

いのである。だが展示している限りでは、 これを保

存車両と称しても、 差支えはないであろう。そうし

てこの例に当る第1 号が、 現在も 「交通博物館」に

展示されている98 5 6 号である。

鉄道博物館当時の9 856号
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98 56 号は、 幹線の勾配線区において、 重量列車

けん引にあてる目的で明冶末に輸人されたマレ ー 式

蒸気機関車（動軸配置C +C 形） であり、 使用開始

からわずか10数年を経 ただけであった。(11)しかし大

正年間における機関車製造技術の急速な進歩、 とり

わけ勾配線区の重量列車用としても、 絶大な効果を

発揮した9900形（ 後のD50形）の新製によって、 前記

のマレ ー 式は大正 末には第二線級の存在となってい

た。

「鉄道博物館」入りが決定したマレ ー 式蒸気機関

車は、 今日もその姿を交通博物舘のホ ー ルに横たえ

ている。 要所を切開され、 蒸気機関車とはどのよう

な構造をもつ車両であるかを例示するのがその目的

であった。 展示の目的がすでに述べた保存蒸気機関

車とは全く異なっていただけに、 98 56 号は 、 東海

道本線の箱恨趣えをはじめ、 信越本線長野 一直江津

間で僚機とともに活躍した功績を 、 一般にば知られ

ることなく、 今日に至っている。

こうした経過をふまえながら 「鉄道博物館」にお

いては、 官設鉄道第一号蒸気機関車 ( 150形）、 弁慶

号(7 100形） 、 善光号( 1290形）の 3両が、 その歴史的

な価値のゆえに保存展示されていたのだが、 最も早

くから収容されていたのは文化t！オではなく、 一般的

教材の扱いの98 56 号である。 長らく東京一神田間

の高架線下に設置され、 場所の狭隣に苦しんでいた

「鉄道博物館」が、 神田区須田町に移転し、 かつ新

築の本館を主とする展示場を設けたのは、 昭相1 1年

4 月 のことであった。 かっては中央線電車の起点と

なり、 東京市内のタ ー ミナルでもあった万世橋駅が

規漠を縮小したのにかんがみ、 その本屋撤去による

用地を活用して本館を新築し、 併せて駅施設として

は不要になった高架下をも利用して、 業務を開始し

たのである。 そうして以来今日まで 、 太平洋戦争の

激化に伴って昭相20年4 月 に閉館のやむなきに至り、

戦後は経営管理を運輸通信省（鉄道省） から日本交

通公社に委託して再開（昭和2 1年1月 25日）するま

での空白期間を除くと、 98 56 号はその姿を三階ま

で吹抜けのホ ー ルに横たえて、 入館者の注目を集め

てきた。(12)

当初は一般的教材であったにしても、 展示期間が

長びくにつれて、 9856 号は、 鉄道文化財の価値を

生じてきた。 とはいえ 、 一般的教材の中には、 陳腐

化を理由とする廃棄処分によって一 片の鉄屑もしく

は産業廃棄物と化す事例が含まれている。 そうして

処分されてしまってから、 早まった或は不注意だっ

た措置がくやまれるという、 後海先にたたぬ失敗が

鉄道博物館当時の 電車運転装置

いくつも体験されてきた。 具体的な事例を、 次にあ

げてみよう。

万世橋に設置された鉄道博物舘には、 電車の機械

部分の実物見本として50馬力主電動機を取りつけた

駆動装置ー式が長らく展示され、 運転操作の実演も

行われていた。 けれども、 戦後 、 電車の新式化が急

速に進行すると、 展示の意義なしとの判断によって 、

取替えが行われ、 廃棄処分が実施された。

そうして、 昭和40年代になってから、 国鉄電車の

1レ ー ツともいうべき50馬力主電動磯付電車の復元・

保存が話題となったときには、 電車線電圧1 5 00 V 

化に際して陶汰の対象となった後にも、 約30年を吐

会教育教材として活用された実績をもつ貴重な鉄道

文化財は、 形骸をとどめていなかった。 保存物に対

する歴史的価値の認定が、 いかに大切な措置である

かを示すこれは痛恨の事例であるだろう。
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6 現業教育用の保存車両

教材として保存の対象になった車両の中では、 博

物館・学校において展示された場合は、 設置場所が

公開されているだけに、 人の目につきやすい。 これ

に対して、 鉄道教習所（鉄道学園） の構内に、 現業

教育のための教材として保存された場合には、 思い

もかけない車両が後世に残される結果となる。 この

例に属する最大の収穫はC 53 4 5 であった。 三気筒

の急行用として製造されたC53形は、 保守の手問が

かかること、 性能的にみてC59形とさして変わりが

ないことに加えて、 貨物列車用機関車の余剰に伴う

ボイラ転用車としてのC62形の新製などの影響で、

昭和23-25(1948~50)年 に急速な淘汰をうけた

のだが、 C 5345 • C535'i1の2 両は教材として吹田鉄

道教習所と浜松工場にそれぞれ保管され、 後にC53

45が 歴史的価値に着目され、 鉄道文化財として自

走可能の状態に整備されたうえ、 本線上で試運転を

行ない、 大阪の交通科学館で展示車両となったので

ある。

現業教育用の教材が、 たまたま長年 の使用に耐え

たがために、 思いがけず鉄道文化財として認識され

た事例として、 熱海鉄道（大日本軌道小田原支社）

で使用された軽便蒸気機関車が存在する。

鷹取工場技能者養成 所が、 軌道内蒸気機関車とし

て製造され、 大日本軌道を経て鉄道省の所有に帰し

た 7号機関車( 762ミリ軌間 ） を保有したのは、 偶然

熱海駅前に展示される熱海鉄道7号機 中川浩一撮影
1 983年1月

のしぐさであった。 そうして昭和12(193乃年以来 、

先に記した110 号・ 9856 号と同じく、 要部を切開

され、 標本として展示されていたが、 熱海市の要請

によって昭和44年 4月 、 外形を原型に近い形に復元

して払い下げられている。 (13)この場合も、 技能者養

成 所としては、 たまたま手近にあった機材の中から、

この機関車を選定したのだが、 要請した熱海市の場

合には、 温泉都市熱海の開発史をかざる重要な文化

財として、 この小蒸気機関車を意識したのである。

今日では、 熱海駅前広場にその歴史的意義を記した

説明板を付して、 展示がなされている。

7 蒸気機関車保存に果たす部外者の役割

車輌の保存史を考える場合、 無視することができ

ないのは 、 部外者の努力である。当 初は稼動地に 、

次いで梅小路蒸気機関車館で保存されるC51239 の

場合には、 鉄道友の会新潟支部によってなされたキ

ャンペーンが効果的であったし、 青梅鉄道公園に展

示中の8620 号の保存に際しても、鉄道友の会四国支

部の払った努力は大きかった。

この種の努力での最初のケ ー スとしては、 青木愧

三による第一号機関車の保存提唱があげられる。 明

治5(1872)年 に京浜間で鉄道が開業したとき、 これ

に使用した蒸気機関車の保存は、 すでに述べたよう

に110 号の選定によって実現し、 5000 号の保存も

計画されていた。これに対して青木愧三か主張した

のは、 官設鉄道として最初に1 号の車番を与えられ

た蒸気機関車の保存であった。

鉄道国有後、 150 形の形式称号を付されたこの蒸

気機関車は、 形式整理の目的で、 明治44(1911)年4

月、 これも京浜間開業時の蒸気機関車ではるか後年

の発見であるにしても開業当 日、 お召列車を け

ん引した史実が明らかになった160 形 とともに、 島

原鉄道に払い下げられていた。 当時は鉄道発達史の

貴重な資料として、 この種の蒸気機関車に注目する

という姿勢が定まっていなかったからである。 とき

すでに 「鉄道博物館」設置の方針が決っていたのだ
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が、 当時は保存の対象が皇室関係にとどまっていたの

である。 1 60 形の場合には、 前記の史実が判ってい

たならば、 払い下げの対象にはならなかったろう。

昭和の始めになされた＂ 最初の機関車を保存しよ

ぅ ’' という鉄道記者のキャンペ ー ンは 、 そ の実現ま

でにいく多の曲折があり、 数年 の日時を要したもの

の、 昭和5 (193 0)年7 月 に実現の運びとなった。

所有者の島原鉄道とは 600形1 両と交換というこ

とで話し合いがつき、 「惜別感無量昭和 5年6月

為紀合、 島原鉄道社長植木元太郎記」という銘板を

取付け、 「送国宝1 号機関車」という旗指物まで飾

られて東上した第 1 号は、 品111駅構内に留置のうえ、

大宮工場参考館にひとまずひきとられた。 「鉄道1専

物館lに収められたのは、 新築移転時の昭和l1 年 4

月のことであった。(14)

このほ か、「義経号」と想定されて保存準備中の7 1

01号を、 「弁慶号」（幌内鉄道 2 号蒸気機関車）と断

定した部外者の考址などは無視し、 これを「義経号」

として保存せよという一部の関係者を説得のうえ 、

今に残る「弁慶号」となし得たのは 、 直接的には井原

豊明や札幌鉄道局の当事者の努力ではあるものの、

その基底には事実認定に当たった川上幸義、 島埼英

ーの努力が存在したのである。(15)

今日、 各池に鉄道文化財として保存されている鉄

道車両の中には、 部外者がその歴史的価値に気付き、

関係方面へのアッピ ー ルをなした結果と意義づけう

る事例が、 いくつも含まれている。そうした活動の

一時保管当時の松本電気鉄道ハニフ 1 （旧甲武鉄道電車）
中川浩一撮影 1 95 1年7月

博物館明治村に展示される尾西鉄道→名古屋鉄道1号
（左） 中川浩一撮彩 1 965年12月

中で、 先駆的な役割を果たしたのは、 小林宇一郎

（当時•長野電鉄勤務） であった。

地域鉄道史の研究を手がけていた小林宇一郎は、

昭和20年代半ばの段階で、 鉄道電化のパイオニア、

国鉄壌垣の草分けとして位置づけうる甲武鉄遺四輪

電動車が、 電装撤去 、 車（本改装の措置をうけている

とはいえ、 往時を充分しのびうる状態で、 車庫内に

放置されている事実を発見した。 そうして、 歴史的

価値に対する関係者間での認識の高 まりに伴って、

鉄道文化財としての保管がなされている。

信越本線二本木駅の専用側線で用いられていた蒸

気機関車が廃車処分をうけたおり、 それが名古屋鉄

道の企業史にかかわる貴重な文化財である事実を通

報し 、 最終的には博物館明治村での保存を実現させ

たのも、 小林宇一郎の業績であった。

8 鉄道文化財保存の経緯

鉄道文化財の保存に対して、 重要な役割を果たし

たのが、 日本国有鉄道による「鉄道記念物」指定制

度であった事実は、 特記に 値する， 鉄灌文化財の保

存史において、 部外者が積極的な役割を果たし、 鉄

道事業者を啓蒙してきた事実はあるけれども 、 部外

者の関心は鉄道車両に偏在し、 施設面には及ばなか

った。

例外が存在しなかったわけではない。 「鉄道記念

物」第14 号としての野辺地防雪原林の保存に尽力し、

敗戦直後の資材難、 財政難によって伐採の危機にた
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ち至った存在を、 懸命の説得で守 り ぬい たのは 、 林

学界の先達として知 ら れた本多静六であった。(16)

昭和33 (1958 )年10月 14 日、 第一回 、 計5 点の指

定が行われて以来 、 昭和47(1972 )年10月14 日の 第

11回まで、 あわせて35点に達した 「鉄道記念物」 指

定制度は、 鉄道文化財の範囲を拡大し、 車両 以外に

も世人の注意をむ けさせる手がかりになったと評 し

えよう。

「鉄道記念物l の指定に際 し ても、 3 5点の中に御

料車が7 両も含まれる皇室中心主義、 国有鉄道に偏

在し、 民営鉄道関係は思 い つき的に取り上げた感の

ある一点のみという事大主義が介在する。 鉄道利用

者としての庶民は、 存在無視に近い片手落ちが、 批

判の対象になるだろう。 とはいえ、 この制度が果た

した歴史的な役割に対しては、 眼をむ ける必要が強

く感じられる。

「鉄道記念物」35点のうち 、 当初から歴史的意義、

文化財としての価値に着目されて保存された事例は

いくらもない。 世俗的にいうならば、 丈夫で永もち

したために、 たまたま記念物となった、 いわば偶然

の 所産というべき存在がめ につきすぎる。 それゆ え、

鉄道文化財として保存されるのが当然でありながら 、

当事者の無知によ っ て 、 処分されてしまった場合 も

多いわけである。

最もひどい事例は、 「大阪駅時鐘」であり、 いつ

しか行月不明 になり、 再発見された時には手洗鉢に

な っ ていたと伝えられている。 「蒸気動車」 「 ナ デ

9..→ 

復元保存された京浜急行電鉄デ 1 形

-1 3  -

61 4 1 号電動車」も、 民営鉄道に払い下げ後、 相手

方が長らく使用したために、 里帰りの形で「鉄道記

念物」になり得たわけである。

とはいえ、 国有鉄道の当事者だけを、 不見識と批

判するのは、 不適 切であろう。 小田急電鉄は、 開業

時に製造したモ ハ1 形を、 原型 に復して保存してい

るけれども、 それは熊本電気鉄道から買い戻 し た結

果であった。 それゆ え、 京浜急行電鉄が、 企業史を

特色 づける車両を保存し、 し かも復元工事を実施し

ているのは、 見識ある事例というべ き であろう。

注 1 • 7 • 9 ・12 日 本 交通公社 『5 0 年史 』Cl 96 2年 ）P
38 8 、 『日本鉄道史 』 下篇 C l 921 年 ） P 31

2 「開拓使」 は官庁の名称。 北海 道開拓の た めの行政
磯関とし て 、 明治 2 ( 1 96 9 ) 年に設置、 明冶 15 年に
廃止された。

3 島崎英一 「北海 道の機関車に就 て」 ( 1職関車6
( 1 95 1 年 ） P 14 - 1 9、 『 日 本鉄道史 』 上篇 C 1 92 1 年 ）

P 30 8 
4 • 5 • 15 島崎英一 「北海 道の機関車に就 て」 (2)

機関 車7 ( 1 95 1年 ） P 14- 20 
6 「 明冶大帝の御 召 車を索引 せる5 000型蒸気 機関車

を惜む」 鉄道2 の 7 ( 1 9 30 年 ） P 1 • 2 、臼井茂信 『 国
鉄蒸気 機関車小史 』 ( 1 956 年 ） P 7 9  

8 「鉄道世界」 3 の 12 ( 1 921 年 ） P 7 6
13 安保彰夫 「 ミ ニ機関卓よ みがえる」 鉄道フ ァ ン 98

( 1 96 9 年 ） P 34 •35 
14 「昔恋 し い 品川 駅へ国宝機関弔帰る」 鉄道 2 の 16

( 1 9 30 年 ） P2 9 、 佐 々 木生 「大宮工場を観 る」 鉄道
3 の 2 9 ( 1 9 31年 ） P 40 - 44 、 臼井茂信 『 国鉄蒸気
機関車小史 』 ( 1 956 年 ） P6

16 中川浩一 『 鉄道記念物の旅 一 臨地調 介の記録 』
( 1 9 7 7 年 ） P 284•5

9 海外 に お け る 鉄道文化財保存の現状

鉄道文化財の保存は 、 イ ギ リス 、 ア メ リカ合衆国

をはじめと し 、 欧 米の先進国では蒸気機関車の保存

を中心として、 広く行なわれている。

イギ リス では19 25年、 ス ト ッ ク トン ・ アンド ・

ダ ー リントン鉄道開業100周年を記念して行なわれ

た諸行事の一環 と して、 鉄道車両や諸施設を文化財

として保存 し ようとする動 き が高 まった。 当時、 ス

ト ッ ク トン ・アンド・ダ ー リントン鉄道の営業路線



であった区間を 所有していた、 ロ ン ドン ・ アンド ・

ノ ー スイー スタ ン鉄道 (L o nd on and N or th Ea

ster n Ra i ! way -LNE R)は、 1 92 8 年、 ヨ ー

クの鉄道工場内にあった建物の一棟を利 用して鉄道

博物館を開設した＊ 。 これが イギ リスにおける最初

の鉄 道博物館である。 07)

現在、 欧米の先進諸国では、 産業考古学研究の発

展 と 普及、 ならびに1 9 5 0 ~8 0年頃に進められた蒸

気機関車や路 面電車の廃止を契機として、 鉄道文化

財保存の動きは大き く 進展した。 このため、 国や地

方自治体の資金を基礎として、 多 く の鉄道ないし交

通博物館が新設され、 また科学博物館や工学博物館

などの鉄道部門の展示も強化された。 また地方史博

物館においても鉄道史は重要視され、 そこに保存さ

れる鉄道文化財も多 く なった。

旧来の博物館と1 97 0年代以降創立の大規模博物

館を比較してみると、 かっての形態が静態保存のみ

であり、 鉄道のレ ー 1レとは切りはなされた場 所に展

示されていたのに対し、 新しい形態は現在営業中の

レ ー 1レと博物館がつながっており、 必要に応じて保

存車両を営業路線の上で動かすことのできる動態保

存を目指しているものが多いことがわかる。 広い敷

地を得るために、 かっての鉄 道 工場、 車庫、 停車場

などの鉄道用地、 あるいは市場などが用地として利

用 されている。 たとえば、 1 8 3 0年に開業した リバ

プ ー 1レ ・ アンド・マンチ ェ スタ ー 鉄道 (Liver pool

a nd M a nche ster  Ra i ! way )の マンチ ェ スタ ー 側

のタ ー ミナル駅（ リバプ ー 1レ・ ロ ー ド駅） が廃止を

契機として、 大マンチ ェ スタ ー 科学技術博物館

(Grear ter M a nche ste r  Mu seu m of S cie nce 

a nd Te ch nol o gy )に転用されたのは、 由 緒ある歴

史的価値の駅の利用としてまことに適切であったと

いえるだろう。

1 9 5 0年代以降 、 相 次いで廃止される蒸気機関車

や路 面電車を有志者の手によって動態保存する方法

が各地に登場した。 それは廃止された鉄道を借入れ、

あるいは購 入して線路を 確保し、 機関車と客貨車を
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別に買入れて、 一つの独立した私鉄を開業する方法

である。 すでに路線が廃止 さ れてから長い年月が経

過し、 新たにレ ー
1レ 、 枕木、 バラストを購入して線

路を建設するものも現われた。 これを保存鉄道とい

い、 イギ リスとア メ リカ合衆国で最も 数 多 く 開業し

ている。 これらの保存鉄道は発起人有志によって線

路、 施設 ． 車両などの購入資金が調達され、 保存に

賛同する多 く の会員の支払う会費 によって維持され

ている。 また会員は休暇を利用して、 彼らの家族と

ともに鉄道の運転や維持 ・ 管理 に、 無報酬で労力を

提供している。 このような会員有志の資金、 労力の

提供によってはじめて保存鉄道の維持が可能となる

のである。

保存鉄道はそれ自身がしばしば観光資源となり、

地域社会の観光振興の一翼をになうことが多い。 ま

た、 多 く の保存鉄道が横の 連絡をとって、 情報の交

換を行なって いる。

現在 、 イギ リス最大の保存鉄道として知られてい

る セ バー ン ・ バレ ー 鉄道（Sever nVa l l ey Ra i I 

way )は、 国鉄の廃止路線を購入して、 1 9 7 0年に

開業したものである。 線路延長 2 0.5 km、 保有する機

関車は41 両（蒸気33、 ディ ー ゼ 1レ 8 )を 数える。 こ

こでは蒸気機関 車だけでな く 、 すでにイギ リス国鉄

では全機廃車された液体 式 デ ィ ー ゼル機関車2 両も

保存している。 (18)

また、 路 面電 車の保存を目的とした、 路面電車博

物館 (Na tio na l Tramway Mu seu m , Crich )の

ような博物館もある。 ＜青木栄一 ＞

＊ こ の鉄道博物館は現在の Nat i o na l Rai l way M u 
s e u m とは位置 も 規模 も ま ったく 異なる。 こ こ にあ った
文化財の大部分は 1975 年上記の新 し い 博物館の開設に
と も な っ て 、 こ れに移管 さ れた。

(17) Cossons, N .  (1967) : Ra i l  way 珈seums .
Rai l wa y  Enthusiasts' Hand boo k 1968- 9 .  
David & Charles . p p . 83 ~ 96 .  

(18) S evern Val l ey Rail way Co . L td . ( 1982) : 
S evern Valley Rai l way Colour Guide 4 t h  
edition . 



1 0  イ ギ リ スの保存鉄道の現状

イギ リスは ア メ リ カ合衆国と並んで、 現在保存鉄

道の営業運転が数多 く 行なわれている国である。 博

物館や旧機関区のなかの短い線路を使って蒸気機関

車を運転するものから、 十数マ イルの比較的長大な

路線を所有 して、 営業運転をするものまで多様の形

態が含まれる。

イギ リス最初であると同時に、 世界最初でもある

保存鉄道は、 ウ ェ ー ルズにある軌間 2 フィ ー ト 3 イ

ンチ (686 mm)の軽便線、 タ リ スリン鉄道(Talyll

yn Railway)である。 この鉄道はかつて ウ ェ ー ルズ

に多数存在 した スレー ト輸送のための鉄道の一つで

あって、 1 95 1年に廃止された鉄道を有志で組織 した

保存会が買いとって、 運転を継続 したのがはじまり

であった。

その後、 このような軽便鉄道の復活、 あるいは運

転継続というケ ー スに加えて、 1 960年以降には廃止

された国鉄線を借り入れ（のち には買いとって）、 各

地から標準軌間の蒸気機関車を買い集めてきて、 運

転を行なうものが多くなった。 1 960年代のロー カル

線や並行路線の相次 ぐ廃止、 1968年の国鉄の蒸気機

関車全廃（保存鉄道化 した軌間600 mm の中部 ウ ェ ー

ルズの軽便鉄道を除く） などはこの種の保存鉄道開

設を促進 し、 現在は数十鉄道を数える。 これとは別

に ミ ニチ ュ ア 鉄道と呼ばれる軌間15インチ (381 ミ リ）

の鉄道も一般営業中のものが 3 線あって、 蒸気列車

を運転 している。

多 く の保存鉄道は春から初秋にかけての観光 、ン 一

ズンに運転され、 毎日運転、 休日のみの運転など、

それぞれの鉄道によって異なるが、 共通 しているこ

とは、 保存会が組織され、 多数の会員が会費を払い、

家族ぐるみでボラン テ ィ ア 活動を行なって運転を維

持 していることである。 たとえば、 駅の出改札、 車

両の検査と修理、 清掃、 駅に付属する売店、 スナ ッ

クや ビ ュ フェ の コ ッ ク、 ウ ェ イタ ー などで、 売店や

スナ ッ クでは会員の奥さんが働いている例をみたこ

ともある。

経営組織の上では、 少数の有給の専従職員を雇用

して鉄道の運転と管理 にあたる鉄道会社とこれに資

金と労力を提供 して支援する保存会にわけられるの

が、 比較的規模の大きい保存鉄道の例であるが、 最

近の小規模な保存鉄道にはこのような区分のないも

の（全員 ボラン テ ィ ア ） も多い。

このような保存会 員の熱意と献身によって多くの

保存鉄道が運転できるわけで、 ここに生活のなかに

趣味活動を しっかりと定着させている イギリス人気

質をみることができる。 ＜青木栄一＞
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第 3 章 鉄道文化財保存の現状

現在保存措置のとられて いる鉄 道車両は、 付表

-1 ~4 に一覧表で示すが、 事例紹介とし て、 その

車両等の鉄 道史における意義・保存の経緯等を概説

し てゆく。 取りあげた文化財は

。 いろいろな車種・保存経緯をもつものをとりあ

げる。

。 全国的に均等になるようにとりあげる。

という観点から紹介し たものである。 従って、 紙 面

の都合もあって、 こ こ でとりあげたものが必ずし も

最も価値・意義が高 い 、 と い う こ とにはあてはまら

森林鉄道雨宮 2 1 号小型蒸気機関車

①雨宮林鉄形 ②雨宮 21 号

③昭和 3 年 ④雨宮製作 所

ず、 あくまでも事例紹介とし てみていただき たい。

掲載順序は、 おおむね北から 順に行ったが、 紙 面配

置や類似のものをまとめた都合上、 多少のく い ちが

いもある。 なお、 解説文での整理番号は、 以下の通

りとする。

1 形式 2 車両番号 3 製造年 4 製造所

5 所在地（非公開のものについ ては「非公開」 と

表示、 他は原則とし て公開）

6 交通機関

ルの上を客車を引 い て夏期の 間運転されて いる。 国

有林の山奥から 丸太を搬出する目的で造られたもの

で、 昭和55年 に保存されていた1 台だけが修復され

て甦ったのである。

日本で唯一、 軽便鉄 道用の蒸気機関車が動能保存 ⑤ 丸瀬布町い こ いの森

されているのが、 北海 道丸瀬布町い こ いの森だ。 ⑥国鉄丸瀬布町より10 km、 バスまたはタ ク シ ー の便

線路巾 76 2 宕、 国鉄よりさら に 300 素も狭 い レー あり。
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北海道鉄道記念館の保存車両 （準鉄道記念物）

①国鉄7100 形蒸気機関車 ② 7106 号（ しづか号）

③明治17年 ④ポ ー タ ー 社（ア メ リカ ）

義経号、 辮 慶号などに続いて、 幌内鉄道が6 番目

に購入 した機関車で、 手宮～ 札幌 間に使用された。

昭和2 7年に苗穂工場で復元され、 国鉄の準鉄道記念

物第1 号と して、 昭和36年10月 に指定された。

①国鉄キ600 形 回転雪か き 車 ②キ6 01 号

③大正 12 年 ④ ア メ リカ ン ・ ロコモ ティ ブ社

大正12年にア メ リカ より 2 両が購入され、 日本に

おける最初の回転

雪か き 車と して活

躍 した。 後にこれ

をモ デルと して国

産化が行なわれ、

除雪作業の機械化

に果た した役割は

大 き い。 蒸気機関

により羽根を回転

させる方式である

が、 炭水車がない

①国鉄キ800 形 か き 寄せ雪か き 車 ②キ800 号

③昭和 3 年 ④苗穂工場

線路の両側にたまった雪を、 回転雪か き 車で 遠 く

ヘ除雪するために、 線路内へか き 寄せるのが、 この

①国鉄？ 形客車 ②い号客車 （準鉄道記念物） 雪か き 車である。 回転雪か き 車の前に連結され、 線
③明治25年 ④手宮工場 路の両側 に た ま っ た雪を線路内にか き 寄 せるのがこ

北海 道炭鉱鉄道手宮工場で、 明治25年 に製造され の車両の役目、 キ8 0 0号は日本で最初につ く られ た
米国式の小型 2 軸 か き 寄せ式で 、 回転雪かき 車と組んで豪雪地帯でそ
ボ ギー 客車である。 の威力を発揮 し た。
国産とはいえ、 台

車だけは ア メ リカ

から輸入された。

しづか号などに牽

かれて走った当時

の貴賓車で、 現存

する最古の 1 等客

車と して、 準鉄道 ー· 9-99 -999-99-9• 一'●-
記念物に指定され ⑤北海 道鉄道記念館（小樽市手宮1 丁目 3 の 2 )

ている。 ⑥国鉄小樽駅よりバ ス手宮下車

- 17 -



旧 手宮機関庫（鉄道記念物） 夕張鉄道の保存車両

レンガ造りの扇形機関庫として知られる手宮機関 ①夕張鉄道 1 1 型蒸気機関車 ②14 号

庫は、 日本最古の扇形機関庫だ。 北海道の手宮と札 ③昭和 2 年 ④日立製作 所

幌の 間 に明治13年11月 に 鉄道が開通し、 こ こ に 使用 夕 張鉄道が、 急勾配区間を走らせるため、 8620型

された義経 ・ 弁 慶他の蒸気機関車の寝庫として明冶 のボイ ラ ー と9200型の足まわりを組み合わせて製造
17年に建設され たもの。 レンガで造っ てある建物の された。 11~14 号の4 両が活躍 していた。

内部に は、 8 角 形の柱を使用するなど、 構造的 に も

珍しい。 現在、 こ の機関庫は、 北海道鉄道記念館と

して再利用されており、 前項のよ う な準鉄道記念物

をはじめ鉄道資料の展示 ・ 公開をお こ な っ ている。

国鉄最初のガ ソ リ ン動車 5005号

①キハニ5000 形 ②キハニ5005 号

③昭和4 年 ④日本車輌製造

内燃機関を動力とする国鉄で最初の気動車は、 こ

のキハニ5000 形で、 昭和4 年7月 のことであった。

2 軸の 3 等荷物車で合計12両が造られた。 仙 台一塩

釜 間等のロー カ ル線で昭和15年まで使用され、 残っ

ていた う ちの1 両が、 苗 穂工場で復元された。

⑤国鉄苗穂工場（非公開）

⑥国鉄函館 本線苗穂駅下車

今 .___ _ 

あ り し 日 のNo.1 4の姿
三菱大夕張炭鉱蒸気機関車

①国鉄9600 型と同型 ②No 4 

③昭和16年 ④日立製作 所

こ の機関車は、 性能は9600型と同じだが、 後ろ向

き でも運行が可能なよ う に テンダ ー の両方を低 く し

機関士の視界を拡げるよ う に 改造されている。 同型

車はN(l 2 ~ 8 の7 台が在 した。

⑤夕 張石炭の歴史村 S L館

⑥国鉄夕張線夕張駅下車。

写 真中央 に は、 夕 張地方の駅で使用された 閉塞機

が展示されている。

あ り し 日 のNo. 4 の姿
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札幌市交通資料館の保存車両

①木製2 軸電動客車20 形 ②22 号（写真上）

③明治34年 ④名古屋電車製作 所

大正 7年8 月 、 札幌市 に最初に登場 した路面電車

（札幌電気軌道株式会社 ）。 昭和 2 年に札幌市が譲

り 受けて市電と して発足 した後、 およそ18年間、 市

民の足 と して活躍 した市電最古の型式。

①半鋼製2 軸ボギー電動客車 600 形 ② 601 号（写真下）

③昭和 24 年 ④日本 車輌

札幌市が戦後の混乱から立ち直 り 始 め、 人口 増加

と と もに増大する通 勤通学輸送に対処するために製

造された最初の大型ボギー 車。

⑤札幌市交通資料館

⑥札幌市営地下鉄南 北線自衛隊前駅下車。

（株） 鉄原室 蘭 コ ー ク ス 工場の蒸気機関車

① ? 

③昭和16 年

②S-304 号

④日立製作 所

当資料館は、 市電車両・資料保存を 目 的 と したも

のだが、 地下鉄の初期試験車や ロ ー プ ウ ェ ー 、 バ ス
等、 多 角 的な保存が行われている。

25~40 トン程 度のものが多い。 本機は日立製作 所の

30 ト ンC 形標準形で、 富士製鉄（現・新日本製鉄）

室蘭工場よ り 昭和36年に譲受け、 56年まで使用され

た。 同じ日立20 ト ン B 形のS-20 5も同 所に保存され

製鉄所や大規模工場内の専用線に用いられる産業 ている。

用蒸気機関車は昭和10年頃から 各 メ ー カー が規格を ⑤固鉄原室蘭 コ ー クス工場内 （非公開）

定めて生産を始めた。 急曲線の多い路線で用うるた ⑥室蘭本線御崎駅下車。

め全体の ホ イー ルベ ー スが小さく設計され、 重量は S - 304 号のあ り し 日 の姿
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津軽鉄道のス ト ープ客車オハ 31 1 号

①オ ハ 31 形 ② オ ハ 311 号

③昭和 2 年 ④汽車会社東京支店

鋼製客車の初期のもので、 車体や屋根の形状、 台

車、 台枠構造などは木造車の伝統を多分にのこ して

いる。 本車は国鉄オ ハ312 6 （昭24大井工場更新修繕）

を昭和35年 に譲受けたもので、 室 内 中 央部にダルマ

スト ー ブを取付けて使用、 昭和58年 廃車された。

⑤⑥津軽鉄道芦野公園 駅構 内

仙台市市民 S L 広場の保存車両

①国鉄D 51 形蒸気機関車

③昭和19 年

②D 51110 8 号

④日本車輌

D 51のなかで、 1000 番以降の車両 （当機もこれに

属する） は、 資材の簡 略化がは かられた戦時形 と よ

ばれている。

⑤仙台市市民SL 広場 （仙 台 市 ガ ス 局内 ）

国鉄 C 60 1 号蒸気機関車

①国鉄C 60 形 蒸気機関車 ②C 601 号

③昭和2 8年 改造 ④国鉄郡山工場改造

幹線の電化が進む に つれて西 に追われたC59を、

亜幹線でも使用できるよ う に 軸重軽減改造を施 した

機関車。東北・常磐線と 鹿 児 島 本線が主たる活躍場

所で、 昭和45年まで使用された。C60形の保存は、

これ 1 台だけである。

⑤仙台市西公園 ⑥仙台駅下車。

①国鉄普通寝台車スハネ 30 （改造）② スハネ30 2100号

③昭和 36年改造 ④国鉄土崎工場

戦前の 2 等車を寝台車に改造 したもので、 経済の

高 度成長時 に 全盛 と なった急行列車、 普通列車用の

寝 台 車 と して広く使用された。

⑥国鉄東北 本線仙台駅よりバス20 分、 または仙 山 線陸前原の町駅より徒歩15分

当地の保有車両群は、 3 重 連のSL 列車を思いおこすよ う に配置されている。いずれも、 東北地方 に ゆ か

りのある車両である （写真左は、 手前 からD 511108、 C58 3 65、 C11 351 、 スハ ネ30 212 2 、 オ ハ35 2004) 
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国鉄 E D 91 1 1 号 交流電気機関車

① E D 9 1 形 （ 旧 ED 45 形 ） ② E D  9 1 11 号

③昭和31 年 ④東芝

国鉄が交流電化を始めるため、 仙 山 線の作並と北

仙台が試験線として交流電化されたが、 これに 合せ

て試作された交流電機のひとつ。 特に、 位相制御 に

よる無電弧切換方式の採用に よ り 、 制御が簡単にで

きる画期的な開発に成功した技術革新車と して貴重。

⑤利府町森郷児

童遊園

⑥国鉄利府駅下

車

｀

 

丹那トンネ ル開通後の戦前の国鉄隆盛期において

高 速用流線形電気機関車として、 この E F55形が3

両製造された。 当時は、 C53 、 C55等、 流線形機関

車の全盛時で、 東京一沼津 間の特急牽引車と し て、

白帯展望車を引いて快走した。 その姿は、 新鉄道唱

歌 にも歌われた程の花形車両だった。

戦後は、 高 崎線電化 （昭和2 7年 ） に伴って、 高 崎

線の主力として活躍したが、 昭和30年 には、 東海 道

本線金谷—l兵松 間の速度試験で、 当時最 高 の1 2 0

km/h を記録した。 昭和33 年8月 に 休車となるまで

2 36 万km を 走行 し た。

⑤高 崎第二機関区 （非公開）
⑥高 崎 駅下車

国 鉄 C 1 266 号蒸気機関車

①C 12 形

③昭和 8 年

②C 12 66 号

④日立製作所笠戸工場

昭和 初期の不況時 に 、 線路規格の低い路線が数多

く建設されたのにあわせて、 軸重を小さくおさえた

タ ン ク機関車。 同タ イ プの長距離用テンダ機関車と

してC56がある。 本機は、 国鉄川 俣線 （松川一岩 代

川俣 間 ） の廃止 に 伴い、 鉄道の功績を後世に伝えよ
う とい う 地元の要望で保存された。

⑤元国鉄川俣

線岩代川俣

駅跡

⑥国鉄バス福

浪 本線油田

付近

国 鉄 E F 551 号電気機関車 （ 準鉄道記念物 ）

① E F55 形

③昭和 11 年

② E  F551 号

④日立製作所

＇プ、 I
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銚子電気鉄道デ キ 3 号電気機関車

① デキ形 ② デキ3 号

③大正11 年 ④アルゲマイネ 社（ ド イツ）

昭和16年 2 月 の入線で、 それ以前は宇部地方の炭

鉱で働いていた凸形 電気機関車。 デキ3 と付番され

たのは同鉄道のガソリオ剃関車 1•2 に続いたものである。

銚子～仲の町間貨物列車

と ヤ マサ醤油 専用線 に

使用されていた輸入機

関車と して貴重な存在

である。

⑤仲の町駅構内

⑥仲の町駅下車

日 鉄鉱業の 1 080 号蒸気機関車

①旧国鉄107 0 形 ②108 0 号

③明治33 年 ④ ネ ルソン社（ イギ リス）

イギリスネ ル ソン社製の2 B テ ンダ ー 機関車を大

正14年に 2 B 1 タ ン ク に改造 したもの。 同系に 1000

形 、 1150 形 がある。 ともに日鉄鉱業が国鉄から払

い下げを受 け 、 赤谷鉱業 所で使用 し たあと栃木県葛

生の羽鶴に移 っ た。 現在1 08 0 号が保存されている。
r 4 

⑤日鉄鉱業羽鶴 ⑥東武鉄道葛生駅下車

王子製紙の 4 号小 型蒸気機関車

①1 形 ② 4 号

③昭和10年 ④橋 本鉄工 所

王子製紙苫小牧工場の専用鉄道で使われた、 米国

ポ ー タ ー 製のサ ドル機関車をスケッチ した製品だが、

炭水車をつけ て用いられていた。 紙の博物館に 移さ

れたが、 炭水車はなく、 客車を牽くかたちで保存さ

れている。

⑤紙の博物館

⑥国電京浜東

北線、 王子

駅下車

国 鉄 C 5 7 1 35 号蒸気機関車（準鉄道記念物）

①C 57 形 ②C 57 135号

③昭和15年 ④三菱重工業

昭和50年12 月 、 室蘭 本線で国鉄営業旅客列車を牽

引 した最後の蒸気機関車。 さよなら運転の大任を果

したのち東京 に回送され、 記念蒸気機関車と して交

通博物館に保存展示さ

れている。 状態は良好

で整備すれば走行可能。

⑤交通博物館

⑥国電秋葉原・神田駅

下車
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京浜急行電鉄の保存電車
①デ 51 形

③大正 13 年

② 51 号

④汽車製造

① デ 1 形

③昭和4 年

② 1 号

④川崎車輌製造所

京 浜電気鉄道の主力 と して製造された、 日本最初

の 本格的半鋼製電車。特に窓の幅が広 く 、 明る ＜ モ

デ 1 形は、 湘南電気鉄道開業用に製造された両運 ダンな感じの電車と して人 々 に親 しまれた。

転台式セ ミ ク ロスシー ト の半鋼製ボ ギー 電動車。 当

時と しては珍 し ⑤京浜急行久里浜工場（非公開）
- -呵• → 

く コロ軸受を採

用 し た 本格的高

速電車だった。

京浜電気鉄道 と

の直通運転計画

から 600• 150 0

ボルト両用の複

電圧構造 と なっ

ていた。

*‘、

f

＼

ーL

-`

|

lI

i-

⑥京浜急行久里浜駅下車

東武鉄道の保存車両

① デハ 1 形

②大正 13 年

② デハ 5 号

④日 本車輌製造

東武鉄道の電化は大正 13年に始まる。この時8 両

の電車が新製された。 その中の1 両がデハ 5 号で、

正 面 5 枚窓の特徴ある運転室が目立つ。 現役を退い

た後は工場の入換用 と し て使われていたが、 当時の

黒塗り車体に復元された。 長さ 16 . l m 、 定員92名。

①ト ク 1 形 ② ト ク 50 0号

③ 昭和4 年 ④ 日本車輌製造

東武日光線の特急電車に 連結する展望車 と し て、

製造され、 昭和18年頃まで使用された。 戦後一部改

造されて昭和32年まで使われ、 廃車解体された。 現

在展示されているのは、 当時の姿に復元製造された

もので、 定員20名。車内は貴賓室、 随員室、 料理室

などにわ かれて いる。 なお、 復 元工事はアルナエ機

昧にて行なわれた。

⑤東武動物公圏

⑥東武鉄道東武

動物公園駅下

車
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西武鉄道 E 52 号電気機関車

① E 51 形 ② 52 号

③大正 1 2 年 ④ブラ ウ ンボベリ ィ 一 社 （ ス イ ス ）

東海 道本線の電化に際 し、 輸入された E D 12 形

(1020 形） 電気機関車。 昭和2 5年に西武鉄道に2 両と

も譲渡され、 貨物輸送に活躍。 現存する数少ない ス

イ ス 製電気機関車と して貴董。 希少価値とそ の ス タ

イ ルの良さから人気がある。 5 1号は、 保存中。

⑤ 使 用中

国 鉄 E D 1 6 1 号電気機関車 （準鉄道記念物）

① E D 16 形 ② E D 16 1 号

② 昭和6 年 ④日立製作 所

上越線（水上＿石打） や中央本線の急勾配用と し

て製造された初の国産中型電気機関車の標準 形式。

客貨両用の万能機で、 晩年は、 奥多摩の石灰石の搬

出 用に大活躍 し、 青梅、 南武両線を直通運転 し てい

た。 半世紀以上を走り続けた性能の良さが高 い評価

を得ている。

⑤青梅鉄道公

園

⑥青梅線青梅

駅下車

小 田 急電鉄モ ハ 1 0 号電動客車

①モ ハ 1 形

③昭和 2 年

② 10 号

④日本車輌

小田原急行鉄道の開業にあわせて製造された近郊

区間用の半鋼製電車。 後年、 熊本電気鉄道に譲渡 し

同鉄道 30 1 号と して活躍 していたが、 昭和57年に里

帰り し 、 小田急電鉄の創立55周年記念の事業で、 創

業時の姿 に復元された。 走行可能の状態。

⑤大野工場（非公開）

⑥相模大野駅下車

東急電鉄デハ 204 号電動車

① デハ 20 0 形 ② 2 04号

③昭和3 0 年 ④東急車輌製造

路 面電車と し て日本で初めて近代的設計をとり入

れた車両で、 超低床、 超軽量構 造の連接車。 発電ブ

レー キ、 平行カルダン駆動方式を採用 し た高 性能車。

タ マゴ形の外

観が特徴的。

⑤東急 田園 都

市線高 津駅

構内

⑥東急田園 都

市線高 津駅

下車
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江 ノ 島電鉄 1 07 号 電動客車

①106 形

③昭和 6 年

②107 号

④新潟鉄工 所

通称 タ ンコロ。 昭和 4~ 6 年に 江ノ電は、 最初の

半鋼製ボギー 車10 両を増備したが、 昭和32年以 降 連

接車に改造されてしまい 10 7号、 1 08 号の2 両のみ

原形に近い姿で昭和57年まで活躍していた。

横浜市電 523 号 電動客車

①500 形

③昭和 3 年

②52 3 号

④蒲 田車輌

⑤鎌倉海浜公園

⑥江ノ 電由比 ケ浜駅下車

川 崎市交通局 702 号 電動客車

① 700 形

③昭和29年

② 702 号

④日本鉄道自動車工業

震災間もない昭和 3 年に一挙に60両が新製された 昭和20年6月 に 東京都より購入した木造車の台車

2 軸の単車。 シンプルな デザ インながら、 華やいだ ・ モ ー タ ー を再用してつ く られたもので、 主 に 川崎

雰囲気を持った電車として親しまれた。 内幕板やス 駅から臨海工業地への通 勤用として活躍していた。

タ ンションポ ー ）レの木座などは手彫り模様で、 車内 昭和44年 3月 の市電廃止まで運転された。

の造りもなかなかこっている。 ⑤川 崎市桜川公園 内 （非公開）

⑤横浜市電保存館 ⑥川崎駅前より市営バス臨港警察署前行き桜橋下車

⑥国電根 岸駅

より市バス

2 1 、 78系統

で約 7 分
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相模鉄道の保存車両

①神中鉄道 3 形蒸気機関車 ② 3 号

③大正 15年 ④汽車会社

相模鉄道の前身神中鉄道開業直後に購入 し た 2 両

のうちの 1 両である。l C lの ス マ ー ト な タ ン ク 式機

関車で、 最後は、 小名浜臨港鉄道C3 58 号と し て活

躍。昭和41年に廃車され、 相模鉄道が譲り受け、 復

元保存。

国鉄ナデ 6 1 4 1 号電動客車 （鉄道記念物 ）

①ナデ6 1 10 形

③大正 3 年

②6 1 4 1 号

④新橋工場

①神中鉄道ハ 20 形客車 ② 2 4 号

③大正 1 5 年 ④汽車会社

神中鉄道開業時の客車。木 造 2 軸車で、 オ ー プ ン

デ ッ キに二菫屋根と古風ないでたち。三岐鉄道を経

て 昭和58年別府鉄道で廃車になるまで60余年も現役

で活躍 し た つわもの 。

⑤共 に相模鉄道か し わ台工機 所（非公開 ）

⑥相鉄か しわ台 駅下車

は茨城県の日立電鉄で沼和40年まで活躍。 昭和47年 に

国鉄が譲り受け復元保存。まさに国電が院電と呼ば

れていた時代の生き証人である。

⑤国鉄大井工場 （非公開）

国鉄自 身の手によって 造られた最古の電車で、 車 ⑥京浜東北線大井町駅下車

体は、 もちろん木造。 山手線、 中央線を走り、 最後
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①
 

小 湊 鉄道の蒸気機関車

②小湊1 号 ， 2 号 ①
 

ヤマ サ醤油 1 号機

② 

③大正13年 ④ボー 1レト ウ ィン社 （アメ リ カ）

大正14年の小湊鉄道の開通時にア メ リカのボー 1レ

ド ウ ィン社から輸入した C l C 軸配置のC タ ン ク。

千葉県指定文化 財 。

① B10形 ② B 104号

③明冶27年 ④ イ ギリスベ イ ヤ ー ビ ー コ ソ ク社

明治27年に 5500 形 550 7 号 として国鉄で使用

されてきたが， 後にテンダ ー 式から タ ン ク式に改 造

され B10 形 と なった。 小湊鉄道で昭和 21年に払 い 下

げをうけ， 同 25年まで使用された。 千葉県指定文化財。

⑤小湊鉄道五井駅前

⑥小湊鉄道五井駅下車

右 2 両 が小湊 1号，
2号 ， 左が8104号

③大正末期 ④DEUTZ O B E RU RSEL 

ド イ ツ製ディ ー ゼ ル機関車で ， 同社で昭相32~39

年に使用された。 現在国内に残存する ディ ー ゼ Iレ機

関車中最も古く ， この価値が認められて， 昭和52年

4月 より工場見学コ ー スの資料 として活用されているっ

⑤ ヤ マ サ 醤油昧第三工場（非公開）

⑥銚子電鉄｛中ノ 町駅前

輸入 電気機関車 ED 1 7 1 号

① E D17形

③大正1 2年

② E  D 171 号

④ E ,E,（英）， 大宮工場 組 立

東海 道本線東京 一 国府津 間の電化 にあわせ て輸入

された。 本格的に使用された電気機関車 と しては初

め ての形式。 当初 E D 50形 として東海 道本線の主力

と して活躍した後， E D17形 と なって ， 中 央線 ・ 身

延線の貨物用 と して昭和47年までの50年近 い 長 き に

わたって使用 さ れた。

⑥ 甲 府市舞鶴

公園

⑥国鉄中央線

甲 府 駅下車

- 27 -



ア プ ト 式鉄道

信 越本線横川 ・軽井沢 間に立ちはだかる碓氷嶺を

突破するために 66.7%( l OOOm で 66.7m登る急坂）

のアプ ト 式鉄道は， 明冶24年 に完成した。 当初、 ア

プ ト 式蒸気機関車と ラ ッ ク レー ルを ドイ ツの会社に

注文 し、 こ れを輸入 して使用。 しか し、 ト ン ネ ルの

多い区 間を1時 間10 分もかけての運転で、 乗務員も

旅客も煙になやまされた。 明治45年 5 月 に念願の第

三軌条による電化も完成、 昭和38年 9 月 ま で、 特殊

構造のアプ ト式電気機関車が4 型式登場 し、 活躍 した 。

①国鉄10000 形電気機関車（鉄道記念物） ②10001 

号 ③明治44年 ④ エ ス リン ゲ ン 社（ス イ ス）

明冶45年 5月の信越本線電化に際し、 アプ ト 式鉄

道の先駆者、 ス イス から輸入された。 アプ ト 式電気

機関車の ト ッ プバ ッ タ ー として、 貴重な存在。（のち

の E C40 )。

⑤信越本線軽 井 沢 駅 前

⑥信越本線軽井沢駅下車

①国鉄E D40 形電気機関車（準鉄道記念物）

② E D 4 01 0 号 ③大正 8 年 ④国鉄大宮 工場

輸送力増強 に伴い、 製造された国産初のア プ ト 式

電気機関車。 当時の技術の枠をつめ込 んだ無骨なス

タ イ 1レは、 独特で 、 製造 にあたっての努力と苦心が

しのばれる。

⑤国鉄大宮工場内

⑥国鉄大宮駅下車

①国鉄E D4 2 形電気機関車（準鉄道記念物）

② E D  4 21 号 ③昭和 9 年 ④日立製作所

アプ ト 式電気機関車の最後を か ざる高性能車でス

イスから輸入 した ED4 1形の電気機器を参考に製造

された。 使用時は、 列車によって異なるが、 多くは

横川 方に3 ~4 輌の重連で 連結され、 軽井沢方の1

輌とともに列車をはさ んだ形で、 運転された。 昭 和

3 8 年 アプ ト 式廃止 ま で使用された。

⑤信越 本線横川 駅前

⑥信越 本線横川 駅下車
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松本電気鉄道のハニ フ 1 電動客車

①ハ ニフ ② 1 号

③明冶37年 ④甲武飯田町工場

甲武鉄道（後の中央本

線） 中野 一 飯田町 間が明

治37年 電化された当時、

走っていた国竜創生期の

電車。 松 本電鉄が客車と

して使っていたが、 鉄道フ

ァ ンの考証により、 甲武

鉄道時代の記念すべき電

車と判り同社で保存 して

いる。 旧デ963 形 968 号

佐久鉄道のキホハニ 56 号気動車

①キホ ハ ニ51形 ②キホ ハニ56 号

③ 昭和5年 ④日本車輌製 造

国鉄小海線の前身である佐 久鉄道が購入したもの

で、 当初は米国 ウ ォ ー ケ シ ャ 製のガ ソ リン機関を塔

載していた。 技術的に完成の域に達していなかった

気動車は． この時明 に車体 ・ 台 車などの標準化が完

成した。 これを代表する車両のひとつがキ ホ ハ ニ51

形である。

⑥佐久市中込学校（教育資料館 内）

⑥小海線中込駅下車

⑤松本電気鉄道新村車庫（非公開）

⑥同鉄道新村駅下車

草軽電気鉄道のデキ 1 3 号電気機関車

① デキ12形 ② デキ13 号

③大正 9 年 ④ジ ェ フリー 社（ア メ リカ）

軽井沢と草津温泉とを結ぶ草軽電気鉄道が、 大正

13年に電化された際購入した機関車である。 もとは

発電所の建 設 工事 弔 であったものを改造 したもので、

L 字形の独特なスタ イ ルをしている。 昭和37 年 に廃

止される ま で、 地元民 や観光 客などに親 し ま れた。

⑤長野県軽井沢町中央公民館

⑥信越 本線

中軽井沢駅下車
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旧 尾小屋鉄道の保存車輌

①キハ 2

③昭和13年

②キハ 2 号

④日立製作所

昭和52年3月 に営業が廃止されたのち、 赤門軽便

鉄 道保存会 によりキハ 2 形と ホハ7 • 8 形の 2 両そ し

て小屋駅構内の約半分が買い上げられ保 存されてい

る。 2 両とも動態保存で、 同会の メ ンバーに よ り維

持 ・ 管理がなされている。

⑤旧尾小屋鉄 道構内

⑥北陸本線小松駅よ

りバス 尾小屋下車

木曽 谷森林鉄道の蒸気機関車 頸城鉄道 2 号蒸気機関車

①ボー 1レド ウ ィン形 ② 1 号

③大正4 年 ④ボー 1レ ド ウ ィン社（ア メ リカ）

木曽谷の森林を搬出するために敷かれた森林鉄 道

に当 初使用された。 大正4 年から昭和34 年まで半世

紀近く使用され、 走行距離は4 2万km。 木曽 谷の産業

革 命に多大な貢献をした森林鉄 道の花形として、 そ

の存在は貴重。 ：

⑤森林鉄 道記

念誼（赤沢自

然休養林内）。

⑥中央本線上

松駅下車

①
 

② 2 号

③ 大正4 年 ④ コ ッ ペ ル社（ドイツ）

大正 3 年の頸城鉄 道開業の翌年に登場したC形の

タ ン ク｛幾関車。 昭相41年春に廃車になるまで51年間

沿線の人 々 の足と かS` ―� 會'̀ ‘
して活躍。 後年、

西武山口線で客車

列車を牽引し人気

を博した。 昭和4 7

年6月 里帰 り。
，'’’l'’’’;：｝．ぶぐ

⑤頸城 自 動車公園

内

⑥国鉄直江津駅下車 ドへ
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大井川 鉄道の保存車輌

①国鉄C l l 形蒸気機関車 ②C l12 2 7 号

③昭和1 7年 ④日本車輌

北海 道各地の国鉄線で使用 され 、 昭和50年標津線

を最後に引退。 大井川 鉄道で動態保存。 昭和51年か

ら戦前形標準客車オハ3 5系を牽引し、 営業運転をお

こなっている。

c it; 

熱海軽便鉄道 1 号蒸気機関車（準鉄道記念物）

① ② 7 号

③ 明治4 1年 ④池貝鉄工所

明冶41年～大正12年まで熱海軽便鉄道（熱海ー 小

田 原） で活躍した日本一 小さな蒸気機関車。 （全長

36位 、 高 さ 2 祁 、 重さ3 .6 ト
ン ）。 当時としては珍しい日

本 製。 熱海の発展に寄与した鉄道文化財 と して保存。

⑤国鉄熱海
、bと 、 i 1 9 ぷ

駅前 、’,� . .•· _,_11 ,, . , ·, 、 9,

⑥国鉄熱海

駅下車

①国鉄C 56形蒸気機関車 ②C 5644 号

③昭和11年 ④三菱重工業
昭和16年タ イヘ送られたのち昭和56年12月里帰り。

C112 2 7 号 と ともに営業運転に使用。

上記の他、 旧小田急ロマンス カ ー (3 000 系 ） をはじ

め、 千頭駅SL 資料館に保存車輌 多数。 また、 イギ

リス製の転車台も保存している。

⑤⑥大井川鉄道

長野 電鉄 E D 502 号電気機関車

① E D  500 形

③昭和 2 年

② 50 2 号

④日立製作所

国産初の本線貨物用電機の第1 号といわれる国鉄

E D15形を小形にしたような容姿である。

かっては東京方 面か らの直通急行列車な どを牽引し

たこ と もある。

⑤⑥長野電鉄須坂駅構内
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明 治村の保存車輌

① 旧尾西鉄道1 2号蒸気機関車

車内の一部を仕切 っ て機関室を置き、 蒸気で走る

気動車。 国産蒸気動車の元祖。

③明冶 4 年 ④ シ ャ ープ・スチ ュ ワ ー ト製 （ イギリス） ①5号御料車 （鉄道記念物 ）

明治5 年か ら 東京 ー 横浜間を走 っ たわが国最古の ③明冶 35 年 ④鉄道局新橋工場

歴史を誇る機関車の一つ。 ハ フ11号 （明治41 年） 、1 3 昭憲 皇大后の御乗用として使用 され た。

号、 14号 （共に明冶4 5 年）を従 えて運転され て い る。

-
①蒸気動車キハ 6400 形 ②キハ 6401号（鉄道記

念物） ③大正 2 年 ④汽車会社製

① 6号御料車 （鉄道記念物）

③明冶4 3 年 ④鉄道局新橋工場

明冶天皇のお召車として使用 された。

I m コ··-7誓：＇
t孔 っ r、 - ’ ’

i i
i 

①京都市電

③ 

②1号・ 2号

④梅鉢鉄工場他

明冶 2 8年 9 月 に創業 し 昭和 3 6年まで京都堀川通を

走 っ た 旧京都電気鉄道のN 8号と N15号を復元 し た

もの。 日本で最も 古 い市街電車と し て貴重。

⑥愛知県犬山市 ⑥名古屋鉄道明治 村 口 駅からバ

ス10 分
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大阪交通科学館の保存車輌

① 1800 形蒸気機関車 ② 180 1 号 （準鉄道記念物）

③明冶 14年輸入 ④ イ ギ リ ス

営業用 と してはわが国最初のC 形タ ン ク 機関車。

京都 ー大津問等の勾配線用 と して設計されたが、 後

に支線や入替用など広範囲で使用された。 この 180 1

号は、 東 洋レ ー ヨ ン昧が石山 一滋賀 工場 間で使用し

たものである。

①マ イ テ49形展望客車 ② マイ テ492 号

③昭和 1 3年 ④大井工場

特急富士の専用展望車 と して製造された、 当 時 と

しては珍らしい 、ンングル Iレ ー フの展望車。 国鉄の展

望 車の中で、 もっ と も保存状態がよい。 毎年10月 14

日の鉄道記念日に限り内部が公開される。

① 0 系新幹線電動客車 ②2 1 - 1・22 -1・16 -1 · 35-1

① E F 52 形電気機関車 ② E F 52 1 号（準鉄道記念物） ③昭和38年 ④日本車輌

③昭和 3 年 ④日立製作 所

鉄 道省と 民 間 工場 と の協力で完成した純国産の大

型電気機関車で、 その後生産された機関車の標準 と

なった、 意義の深い車両である。 東海 道線で長い 間

使用 された後、

阪和線 に移り、

昭和48年に廃

車された。 昭

和53年には準

鉄道記念物に

指定。

日本初の高 速鉄道 と して建設された東海 道新幹線

用の電車で、 標準期間、 全線専用軌道な ど在来線 と は

まったく違った新方式を多く採用し、 最高 2 10 km運

転を可能にした。 国鉄の技術の高 さを証明した世界

に誇る高 速電車である。
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梅小路蒸気機関車館

国鉄百年を記念して昭和47年 に開棺した。 国鉄の

蒸気機関車17 形式を集め 、 一部を除き動態保存して

いるのが特徴。 扇 形庫 や タ ー ン テ ー ブ ルをはじめ蒸

気時代の施設も合せて保存されてい る。

ごし！

加悦鉄道 2 号蒸気機関車

① 2 形 ② 2 号

③明冶6 年 ④ ス チ ブン ソ ン社 （ イ ギ リス）

わが国では貴重 な ス チ ブン ソ ン社製の1 B 形タ ン

ク 蒸気機関車。阪神 間の鉄道開業 に際して輸入され

出じ＼ 
ヽ

ヽ

①国鉄C6 2形蒸気機関車 ②C 6 2 2 号

③昭和23年 ④ 日 立製作所

戦後の旅客急増 に伴い 、 製造された日本で最大の

大 形急客機。特 に特急 「つばめ」の索引機として活

躍 したのは有名。 2 号機のデ フ レ ク タ ー につ い て い

る 「つばめ 」 のマ ー ク は当時の な こり 。 晩年は函館

本線で急行ニセ コ の 牽引に当り 有終の美を飾った。

日本を代表する蒸気機関車である。

⑤ 京都市下京区 ⑥ 京都駅下車

た。国鉄時 代の形式は 120 形で車番は 124 号3 簸上

鉄道を経て加悦鉄道に移 り 、 同社のSL 広場に ド イ

ツ 製ハ プ 3 号客車な どとともに保存 ・ 展示されてい

る。

⑤加悦SL 広場

⑤加悦鉄道加悦訳構内
- ,.. 

l暑入i i f 
t ll B ii 9 , 1J ; 
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国 鉄 C 571 48 号蒸気機関車

①C 57 形

⑧昭和 15年

②148 号

④三菱重工業

静態保存されているC57形の中で最も状態の良い

のが148 号だ。 個人 所有の蒸気機関車と し て特別に

阪急電鉄 1 06 号電動客 車

①阪急電鉄1 00 形

③ 昭和 3 年

② 1 06 号

④ 汽車会社

わが国私鉄史 上における代表的 車輌で P - 6 との

国鉄か ら譲り受けただけあ っ て、 常に美 しく磨きあ

げ られている。 理想的な保存条件の中 にあ り 、 生き

た鉄道資料と して貴重な存在。

⑤共水興業 本社 ビル内

⑥大阪市営地下鉄中央線九条下車

愛称 をもつ。 超特急と呼ばれ駿足を誇った特急 「つ

ば め」を追い抜いたという伝説はあまりにも有名。

阪急電鉄の技術遺産として昭和47年に復元された。

⑤大阪府摂津 市阪急正雀1 番 2 号（非公開）

⑥ 阪急電鉄京都線正雀駅 下車
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京阪電気鉄道 6 3 号 電動客車

①60形 ②6 3 号

③昭和 9 年 ④ 日 本車輌

天満橋～大津間直通運転用 に製造 さ れ たわが国初

の連接車で 「びわこ号」 の愛称をもつ。 専用 軌道と

路面軌道共用のため ポ ー ルとハ ノ タ ク フ フ 2つの

集電装箇があるなど独特の形を し て い る。

⑤枚方パーク ⑥京阪電鉄京阪本線枚方公園駅 下車

大阪電気軌道デボ 1 形電動客車

①大軌 テポ 1 形 ② 

③大正2年 ④汽車会社 ・ 梅鉢鉄工所

大阪電気軌道 （大軌） が大阪～奈良間を結んだ時

に デ ビュ ー し た。 車体の前 に救助網を付け 、 堂 々 た

る風格を し て いる。 原形に復元 し て保存。

⑤あやめ池遊園池構内 ⑥近鉄奈良線あやめ池遊園

駅下車

国鉄モ ハ 5200 1 号電動客車

①モハ5 2形 ②モハ 5200 1 号

③昭和 1 1年 ④川 崎車輌

京阪間の急行用と し て登場 し た流線形電車で 「流

電」の愛称をもつ。 そのス ピ ー ド が伝説と し て語 り

つがれて い る新京阪 デ イ 100形とデ y ド ヒ ー ト を演

じ 、 現在とほとんど変わらない 時間で京阪神間を走

っ た 、 国鉄流線形高 速電車の I レ ー ツ 。

⑤国鉄吹 田工場 （非公開） ⑥国電吹田 駅下車

神戸市交通局 7 0 5 号電動客車

① 700形 ② 70 5 号

③昭和 1 1年 ④長岡工業

東洋ーと称 さ れた神戸市電を代表する車両で洗練

さ れ た車体のデザ イ ン は後の車両の基本となる。 ロ

マ ン ス 、ン ー ト のある路面電車と し てもよ く 知られて

し ヽ た。

⑤神戸市営地下鉄名 谷車庫（ 非公開） ⑥神戸市営地

下鉄名 谷駅下車
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大阪市電 5 号電 動客車

① ②5 号

③明治 37年 ④ 

「納涼電車」として親しま れたわが国唯一の2階

建の路面電車。 昭和 2 8年市電創業50 周年を記念して

改造復元のうえ保存されている。

①大阪 市港区八

幡屋 公園内大阪

市電保存館

⑥大阪市営地下

鉄中央線朝 潮橋

駅 下車

国鉄 71 0 1 号蒸気機関車

①7100 形蒸気機関車 ②7101号

③明和3年 ④ポ ー タ ー 社製（ア メ リ カ ）

幌内鉄灌関通時に輸入され、 明治 天 皇北海道行幸

の折、 お召列車 「開拓使号」を牽いたのをはじめ石

炭輸送などに使用されていた。 愛称 「義経号」 と呼

ばれた。 現在の

車両は昭和 27年

鉄道80年を記念

して復元された

もの。

⑥国鉄鷹取工場

（非公開）

⑥山陽本線鷹取

駅下車

南海電気鉄道 200 00 系特急用 電動客車

①20000 系 ②20001 、 20002号

③昭相 3 6年 ④帝国車輌

高野線の二 代 目 特急専用車として製造された南海

電鉄の看板電車。 豪華な車内、 急勾配用の高能性車

として人気を博した。 昭和 60年1月 に廃車となった

か、 同社の創業百周年記念事業で保存され、 「南海の

歩み記念史列車館」 と して第二の人生をお く っ ている。

⑤レジ ャ ー ラ ン ド 「みさき公園」

⑥南海本線みさき公園駅下車

阪神電気鉄道

① 1形

③昭和 2年

② 1 号

④藤永田造船所

阪神国道線に使用させて いた電車で、 大きな窓が

特徴のスマ ー ト な車体をもち、 統括制御運転かでき

るなど技術的にも高水準に あ っ た電車。 わが国戦前

型路面電車の最優秀車。

⑤阪神パ ー ク ⑥阪神電鉄甲子園駅下車
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井笠鉄道 1 号蒸気機関車 広 島 電気鉄道 1 0 0 形 電動客車

①1 形

③大正 2 年

② l 号

④ コ ッ ペ 1レ社 （ ド イ ツ ）

①1 0 0 形

③大正 1年

②1 号

④日本車輌

岡 山 県西部の笠岡市と井原市 間に約37 kmの路線を 創業時から昭和28年頃 ま で活躍してい た1 0 0 形 を

有した軌間 762 mmの私鉄、 井笠鉄道で使用された B 当時の姿その ま ま に復元したもの。二重屋根や正面

タ ン ク機関車、 頸城鉄道の 2 号機関車（本誌30ペー に取付けられた 大型の救助網 などが特徴的。台車は

ジ） とともに初期の軽便鉄道で活躍 して今なお残る 当時のものだが、 車体は、 板張風のプ レ ス 鋼板を使

代表的機関車。 西武山口線で使用された後里帰 り し、 用するなど新製に近い。原型を知る上で貴重な存在。

現在地で保存されている。 ⑤ 同電鉄白鳥線使用中

⑤井笠鉄道

記念館

⑥山陽本線

笠岡駅下車

ゞ
:
て

～
 

曹
“

”
 
五

国鉄多 度津工場の保存車輌

①国鉄2 等 客 車 口 400 形 ② 口 481 号（準鉄道記念物）

③明冶39年 ④鉄道作業局新橋工場

明治時代の代表的な 2 等車で3 2 両が製造された。

1 号車は、 大正13年から土讃本線 （須崎 一日下 間）

で使用され、 廃車後高知県佐1 1 1 町の 「列車閲覧室」

青山文庫として町民に親しま れた。 鉄道哨業1 00

年を記念して復元 ・ 保存された 。

①国鉄C 58形蒸気機関車

念物） ③ 昭和18年

② C58333 号（準鉄道記

④川 崎車輌

製造後北海 道に配属されたのちに、 昭和21年か ら

土讃本線、 高徳本線などで 活躍。 昭和44年 9月 8 日、

多度津工場を最後に出場した機関車。同年10月3 0日、

高徳本線にて 「 さ ようなら S L 」 列車を牽引。

⑤国鉄多度津工場内 （非公開）

⑥国鉄多度津駅下車
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①
 

別子 1 号 蒸気機関車（ 準 鉄道 記 念 物）

② l 号

土佐電気鉄道 7 形木造電動客車

① 7 形 ② 7 号

③明冶25年 ④ ク ラウ ス社 （ドイツ ） ③明治39年 ④日本車輌

愛媛県の別子銅 山で、 鉱山専用鉄道用として使用 土佐電鉄開業80周年を記念して復元された創業時

された 1 号機関 車である。 戦後電化されたために廃 の車両。 伊 野車庫にあった四輪台車を利用し車体は

車となり、 昭和38年国鉄の準鉄道記念物に。 自 重 8 当時の姿をそっくり伝えたレ プリカである。 昭和59

トン、 長さ5. 1 mという4 輪のタ ン ク 機関車。 年12月 の記念行事 に初めて運行。 昭和60年1月 から

⑤新居浜市別市銅 山記念館 毎土曜日に運行されている。

⑥新居 浜駅

よりバスに !
i 

て約15分

山根下車

伊予鉄道 1 号蒸気機関車 （鉄道記念物）

①
 

②1 号

③明冶21年 ④ ク ラウ ス社 （ド イ ツ）

軌 間 762 mmのいわゆる軽便鉄道は、 伊予鉄道を喘

矢とし、 明冶末期から大正にかけて各地に普及した。

この車両は、 現存する最古の軽便機関車で、 漱石の

小説に登場 し て 「坊っち ゃ ん列車」と し て名高 い。

昭和42年に鉄道記念物に指定され、 保存されている。

⑤松山市梅津寺パー ク

®伊予鉄道高浜線梅津寺駅下車

国 鉄 D 5 2 1 号蒸気機関車 （準鉄道記念物）

① D 52 形 ② D521 号

③昭和18年 ④国鉄浜松工場

日中戦争の拡大、 第二次大戦の勃発などで大量の

物資輸送が必要となり、 誕生 し たのが D52 形 。 それ

までのD5] 形 を上廻る12 00 トンの 貨物列車を牽 引

可能 に し た我国最大、 最強の蒸 気機関車。 主に東海

道、 山陽 本線を中心に活躍 し た。

⑤国鉄広 島工場

（非公開）

⑥芸美線弓賀駅

下車
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国鉄C 5 9 1 号 蒸気機関車（準鉄道記念吻）

①C59形 ②C 591 号 ③ 昭和16年 ④汽車会社

東海 道本線の輸送力増強 に 伴 い 、 C53 形の増備機

と し て製造された大形急客機。 1 号は、 汽 車 会社で

製造 し た公称 2 0 00 台目の車両で同社の記念車両に

な っ てい る。後年C62 形の登場で都落 し 、 最後は、

鹿児島 本線で特急 「みず ほ 」 など優等列車の索引に

活躍。国鉄が正規に作製 し た 旅客機関車では最後の

形式である。

⑤国鉄小倉工

場（非公開）

⑥日豊本線西

小倉駅下車

島原鉄道C 1 2 0 1 号蒸気機関車

①C 12 形 ②C1201 号

③昭和2 1年 ④日本車輌

島原鉄道は、 多数の古典蒸気機関車を保有 し てい

た。特に国鉄の 1 号機関車 (150 形 ） か昭和 5 年 ま

で島原鉄道で使用されて いたために、 現在保存する

ことがで き たのは有名。C 12 は戦後の輸送力 増 強

に 応じ、 旧形機と代

替のために 投入され、

5 両が活躍 した。

⑤長崎県 島原市霊丘

公 園

⑥島原鉄道島原駅下

車

C 1201 と同形のC1206 号

長崎電軌 1 6 8 号電動客車

①161 形 ②168 号

③明冶44年 ④川 崎造船 所

現存するただ一両の明治生まれの路 面電車。 西鉄北

九州線（旧九州 電気軌道 ） の創業に際 し て作られた

都市 間高 速路 面電車で、 2 重屋根 · ト ラス棒つ き 。

西鉄福岡市内線を経て昭和34年 長崎電軌に 移った。

芥
差
一ヽ

．．
 

=
’ ー

ここ

国鉄キハ 0 7 4 1 号気動車

①キ ハ 07（ 元キ ハ 42000 ) ②キハ 071号

③昭和12年 ④日本車輌

戦前より開発が進められてい た鉄道用大形 ディ ー

ゼ 1レ機関 D MH17を戦前型のガ ソリン動車 キ ハ

42000 に搭載 し た形式で、 10系を始めとする後のデ

ィ ー ゼ 1レ動車の起源

となった。 昭和20年

代後半 からロ ー カ1レ

線の旅客列車の無煙

化が進行するが、 そ

の初期の立役者であ

る。

⑤久大本線旧豊後森

機関庫

⑥久大本線豊後森駅

下車
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国鉄室蘭駅舎 室蘭本線）

明冶 に造 られた木造駅舎の典型。 老朽化のため内

部 は改装されているが、 外観は従来のま ま に残 さ れ

ている。

建設 ： 明治45 年移築 構造 ： 木造2階建

国鉄東京駅舎

わが国の表玄関 に ふさわしい堂 々 と し た駅。 ア ム

ステル ダムの中央駅を参考 に 設計された と い う 他 に

例をみない規漠の赤レ ン ガ造の建築で、 辰野金吾 の

代表作。 戦災で大きな被害を受け独特の丸屋根の形

が変るな どしたが、 明治 の面影をよ く 残している。

建設 ： 大正 3 年 設計 ： 辰野金吾

構造 ： 鉄骨レ ン ガ造

国鉄原宿駅舎 （山手線）

明冶 神宮の人造林を守るため、 山手貨物線を走る

蒸気機関車の機関士が黒煙を出さないよ う 苦労 し た

と い う 、 代 々 木公園の緑 に 囲 ま れた 美しい駅舎、 屋

上の塔がひ と 目 をひ く 。

建設 ： 大 正 1 3 年 （改築） 設計 ： 福 島茂

構造 ： 木造
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東京急行 電鉄田 園 調 布駅 舎

渋沢栄一の田園 都市構想による新しい町づくりの

一環として、 区画整理された宅池分譲にあわせ、 目

黒蒲田 電鉄（現東京急行電鉄） が開設、 郊外の閑静

な住宅地のラン ド マ ー クにふさわしい ド イ ッ風の駅

舎。 大正未期から昭和 初期の郊外電車駅の典型スタ

イルだったが、 現在は殆んどみることができない。

建設 ： 大正 1 3

年

設計 ： 矢部金

太郎

構造 ： 木造

国 鉄軽井沢駅舎 （信越本線）

わが国有 数の避 暑地及び別荘地の玄関 口 にふさわ

し く 、 西欧式別荘の雰囲気を盛り込んだ駅舎。 二階

には、 土地柄、 貴賓室も設けられている。 質素な造

りの中にも付け柱や彫刻など細工が旋されている。

建築 ： 大正元年 構造 ： 木造二階建

- -- ---

国鉄旧長浜駅舎（鉄道記念物） I 南海電鉄浜寺公園駅舎 （南海本線）

現存する日本最古の駅舎で、 当時の 新 橋駅を模 芦屋とならぶ関西屈 指の高 級住宅地、 浜寺、 羽衣

して造られており、 設計、 施工 は、 イギリス 人技師が 一帯の中心駅にふさわしい駅として造られた。 明治

当 っている。 昭和33年に鉄道記念物に指定。 昭和58 の面影をいま に残すハ ー フティンバー（木骨真壁造）

年4月 から長浜市直営の旧長浜駅舎鉄道資料館とし の駅舎として名高 い。

て一般公開されている。

建設 ： 明冶1 5年 設計 ： 不祥 構造 ： レ ン ガ造
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建設 ： 明冶40年 設計 ： 辰野・片岡建築事務 所

構造 ： 木造



国鉄二条駅舎 （山陰本線）

京都 ー園部間で営業していた京都鉄道の駅として明

治 37年 に建設され、 階上がその本 社として使用され

た。 御所風とも和 風宮殿風ともいうべき独特な設計

で、 窓 ・ 鉄円住など部分的に洋風のものもみられる

近鉄宇治 山 田 駅舎

近 畿 日 本 鉄道の前身、 参宮急行電鉄宇冶 山 田 市駅 と

して造られた 、 壁面のテ ラ コ ッ タ （陶板） が美 し い。

建設 ： 昭和 6年 設計 ： 久野節 施工 ： 大林組

構造 ： 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造

-t \� -

. . ヘぃ、

が、 大部分は桧の良材を使用している。 京 都御所に

近 く貴賓室も設けられ、 2駅隣の嵯峨駅とともに 、

現役で最も古 い駅舎の一つ である。

建設 ： 明即9 年 設計 ： 不祥

構造 ： 木造2階 （左右1 階） 建

国鉄奈良駅舎 （関西本線）

ヽ

古都 にふさわ し く 、 寺院 を模 した建築。 堂塔 にある

相輪 ・ 水煙が 目 に つく駅舎と しての独特の様式。

建設 ： 昭和9 年 設計 ： 鉄道省

構造 ： 鉄筋 コ ン ク リ ー ト造
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加悦鉄道旧 加悦駅舎

駅舎と し ては平凡だか、 蒸気機関車、 客車等の展示

とあわせ、 施設と し て一体化 し た意味をもつ駅舎。

建設 ： 大正1 5年 設計 ： 不祥 構造 ： 木造

\ 

国鉄西岩国駅舎 （岩徳線）

昭 和 4 年4月1 5日 、 旧岩徳線岩国駅 と し て開業 し た

当 初の建築。 当時の代表的な 洋風建築で、 錦帯橋を

模した造りが随所に 見られるのが特徴。 昭 和 17年、

麻里布駅が岩国駅に、 岩国駅（当駅） が西岩国駅と

改称され、 さら に昭和19年には、 山陽本線の Iレ ー ト

が変更されて岩徳線の駅となって現在に至る。

建設 ： 昭 和 4 年

国鉄大社駅舎 （大社線）

出雲大社への下車駅にふさわ し い大社造と呼ばれる

和風木造建築駅舎。

建設 ： 大正1 3年

構造 ： 木造

設計 ： 伊藤忠太

国鉄門司港駅舎 （鹿児 島 本線）

旧門司駅の二代目の駅舎と し て造られた ゴ ヂック

式の堂 々 たる建物。 豪華な 暖炉を備えた待合室、 ニ

階部分には、 貴賓室も設けられている。大陸交通の

起点と し て、 門 司が果 し た歴史を伝える文化遺産で

ある。

建設 ： 大正 13年 構造 ： 木造二階建
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稚内 港埠頭上家

現在の国鉄稚内駅の北側 に 位置 し、 鉄道構造物と

してはめずら しい壮大なア ー ケー ド。 か っ て樺太

（サ ハリン ） へ 向う稚泊 連絡船の桟橋に あるアー ケ

この中を レ ー ルが通 っ ており、 列 車から船

への 連絡船を容易 に する目的で建設。 稚内市指定文

ードで、

化財。
建設 ： 昭和10年

構造 ： 鉄筋コンクリー ト

設計 ： 土谷実

野辺地 防雪原 林 （鉄道記念物）

東北本線野辺地駅にあるこの防雪原 林は、 日本最古

のもので明冶26年に造林された。 当 初は、 杉 、 カラ

松合計約 3000 本だったが、 現在はその子孫の杉の

立ち木が約 700 本残り、 車窓を楽 しませてくれる。

日本初の林学者、 本多静六の提案のもと時の 日 本鉄

道の重役、 渋沢栄ーがこれをうけて採用 したものだ。

おかげで冬期の列車の安 全運行ばかりか地元民も雪

害から防護されている。

国鉄磐田駅階段柱 （東海 道 本線）

東海 道本線磐田駅 本屋と1 番線ホ ー ム 、 及び2 • 3 

番線ホ ー ムを結ぶ跨線橋の階段に、 思いがけない柱

がついている。 支柱下半分に「鉄道院」 の文字と明

冶44 年の年号が削まれており、 歴史の古さを物語る

ものである。
•

¢

 

9
,
b
.

 

9

、

集、ヮ＂ー ・
r

旧 鉄道局新橋工場

新橋駅構内に新橋工場と して建築された。 大正の

は じめ品川 に隣接 した大井に工場が移転 した際、

建設 ： 明治22 年

構造 ： 木造

この

建物も移され昭和4 1年まで約70年 間使用された。 現

在は明冶村で保存されている。

設計 ： 不祥
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旧逢坂 山 ず い道東 口 （鉄道記念物）

約3 年のエ期をかけて、 明冶13年に竣工した こ の ト

ンネルは、 日本で初めて日本人の手によってつくら

れた。 削岩機のような機械力を一さい使用 しないで

手堀りのみで完成させた 、 手づくりと ト ンネルだ。

落成を祝って取付けた時の大臣三条実美の 「 楽成頼

功 明冶庚辰七月」の大石額も文化財級だ。

起工 ： 明j’台 11

年1 0月

竣工 ： 明固3

年 6月

長さ ： 664 .8

m 

国鉄余部橋梁（山 陰本線）

わが国初のトレ ッ ス 1レ橋で規模は日本一。 山 陰本線

余部駅東側に位置し、 沿線の代表的風景としても有

名、 全長3 0.9 m高 さ41 m。

建設 ： 明治4 5

年

設計 ： P. L ゥ

碓氷峠第 3 号橋梁

横川 一軽井沢間のア プ ト 式鉄道用の橋梁の ひとつ

で、 明治4 5年製の レ ンガ 造りの4 連ア ー チ 橋。イ ギ

リス人ポ ウ ネルの設計、 指導により造られた。 美し

いその姿は 、 周 辺の景観に溶け込み、 在来線の車窓

を楽 しませてくれる。 ア プ ト 式鉄道時代の遺産とし

て近代建築学上貴重な存在。

Jレ フ ェ ル

構造 ・ 鋼鉄造

旧 九州鉄道茶屋 町橋梁

国鉄の前身、 九州 鉄 道の時代に使われた、 イギ リス

積のア ー チ 橋。 北九州 市指定文化財である。

建設 ： 不祥 設計 ： 不祥 構造 ： レ ン ガ 造

北九州 市八幡 東区槻田2 西鉄到津駅下車

. . : ＂

 

響

， 
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第 4 章 鉄道文化財保存の 問題点 と 展望
一

今後の課題 と 提言 一

1 保存体制の現状 と 問題点

鉄道卓両 や施設を保存し、 これをさま ざ ま のかた

ち で活用する試みは、 日本 において も 区欠米先進 者国

と 並んで 、 広範囲に進 められつ つ あ る。 しかし、 そ

の実態をみる と 、 保存の方法や管理のあ り方、 活用

の仕方になお多 く の問題点があ り、 それらをさまざ

まの視点から調査、 分析して解決をはかる と と もに、

よ り有効な保存体制をつ く り上げるこ と が必要 であ

る。

駅舎や橋梁その他の鉄道施設 も 現在数 多 く 保存さ

れているが、 最 も 多 く 保存の対象 と な っ ているのは

鉄道車両であ り、 ここで も 主 と してこれについて論

ずるこ と と する。

現在の 日 本 における鉄道車両の保存 と 管理の状況

を通観する と 、 次のよ う なさま ざまの問題点を指摘

するこ と ができる。

600  mm ) の タ ー ミ ナ ル portmadoc の 風景
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日本 における代表的な保存形態は、 鉄道企業が保

存車両の管理に直 接あた っ ている方式である。 これ

には大別して次のよ う な形態がみられる。

a . 企業内博物館による保存

b 企業 自 身の保存鉄道化

c , 鉄道施設内用地や、 傘下の遊園地な どに保存

d . 工場などに一時保管

日 本では車両の保存 と い う と 、 鉄道企業の経費負

担 と 管理責任を暗黙の う ちに前提条件 と する考えが

多 々 みられる。 しかし、 この形態は鉄 道企業の経営

者の思想や考え方 、 理解程度によ っ て大き く 左右 さ

れるので、 恒久的な保存方法 と しては多 く の問題点

を蔵している。

た と えば、 企業内博物館による保存( a )の例 と して

は、 国鉄の梅小路蒸 気機関車館や東京急行電鉄の電

車 と バスの博物館などがある。 この方法は保存の た

めの恒久的設備 と して高 く 評価でき、 鉄道の実務家

ボ ラ ン テ ィ ア の少年た ち が客単の洗浄を行な っ て い る
' 7 0 ,  8 , 撮影 青木栄一



. - - ． -· • 9―. •- . • ` ̀  
. - · • 一

動態保存が定着 した大井川鉄道

によって毎日の管理がなされる と いう利点がある。

しかし、 鉄道企業の経営状態や経営方針の影響を直

接受 けやすく、 管理にあたる峨員の 人事が必ずしも

適材適所に行なわれにくい面がある。 よい例は国鉄

の梅小路蒸気機関車館である。 鉄道100年記念事業

の一つ と して、 昭和4 7年 (1972 )に華 々 しく開館

し た同館は、 現在の国鉄の経営危機を迎えて 、 そ の

前途が危まれている。 この種の 営 業利 益 を 直接生

まない施設が、 企業の径営悪化 によってお 荷物視 さ

れるのは当然であり、 一つの宿命と もいえる。

企業自体の保存鉄道化(b)の好例 は 大井川 鉄道であ

る。 大井川 鉄道が蒸気列車を運転し、 多く貴重な車

両や設備を保存、 展示しているこ と は、 そ の産業考

古学的意義のよき理解に加えて、 この行為が観光資

源の創 造 と なり、 経営の 向上に役立っている と いう

認識に基いている。 同時に同社の専務取締役白井昭

氏の該博な教養 と深い理解に負うている点も忘れて

はならない。 広 島電鉄で各地からの路面電車 が活躍

し、 企業側もこのこ と を積極的に P R するようにな

った事実もこの種の望ましい例 と いえよう。 しかし、

経営者側に保存の意義についての十分の理解がなか

ったり、 理解ある経営者の引退などによって方針が

急 に変わる場合もあり、 西武鉄道山 口 線（通称 「お

と ぎ電車」） の蒸気列車運転が廃止された例にみる

ように、 観光資源 と しての意義を強凋するだけでは 、

恒久的な保存を継続するこ とはむずか し い。

鉄道の施設 内 や用地内 、 直営あるいは系列企業の

経営する遊園地に保存 (C)する例も多くみられる。 望

ましい管理や活用方法の点では、 前出の (a) ( b)にやや

劣るものもあ り 、 必ずしも公開される と は限 ら ない

と いううらみがある。 また、 工場や企業内 教育施没

で教材 と して用いられており、 事実上保存される結

果 と なっているものも少なくないが、 この種の教材

は新 し い教材と 代替される と 簡 単 に解体、 売却され

てしまう可能性が強い。

工場などにお ける一時保管 (d)は本当の 意味での保

存 と はまったく意味が異なる と考えてよい。 むしろ

解体がしばらくの 間延期されている状態 と考える方

が現実に近い とみなければならない。 かって国鉄の

工場で第二次大戦前から長期にわたって保管されて

いた貴重な車両が、 戦後次 々 と 人知れず解体されて

姿を消してしまった事実は、 まだ記憶 に新しい とこ

ろである。

一つの望 ましい保存形態は、 鉄道企業 と は独 立 し

た博物館の活用であり、 この種の博物館で行なわれ

ている車両保存の例も多 い。

これまでの鉄道車両保存に大きな役割を演じてき

たのは、 鉄道企業系の博物館であったが、 近年は地

方自治体系の博物館 も 少 なからざる貢献をするよう

になった。

博物館は本来各種の 「文化財」保存のための恒久

的な施設であり、 そ の維持、 管理も長期にわたって

期待できる。 しかし、 こ と 「鉄道 文 化材」 の保存に

保存車両に乗れる こ と も 魅力の ひ と つ （大阪交通
科学館）
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関する限り、 独立博物館の最大の欠陥は、 鉄道史や

産業考古学に関する研究組織や専門研究員を欠いて

いることである。 とくに鉄道交通を中心とした専門

博物館である交通博物館でさえ、 この種の組織と研

究員をもたず、 保存されている各種鉄道文化財の活

用や新たな保存活動に指導性を発揮することは稀れ

であった。 同博物館はまた、 かって鉄道博物館とし

て国鉄によって開設、 運営されていたものが、 第二

次大戦後に日本交通公社、 次いで交通文化振興財団

が事業を委託されて運営にあたっているという歴史

的経緯から、 今日でも国鉄から運営資金を得て経営

さ れている。 このことも現在の国鉄財政危機と関 連

して、 同博物館の積極的な活動を抑制する要因とな

っている。 その意味では、 鉄道企業内博物館と同じ

なやみをもっているといえる。

明冶期の建造 文化財の保存にあたっている博物館

明冶村はそのなかに鉄道関 連の建造物を含み、 敷地

内に線路を敷設して、 蒸気列車や電車の運転を行な

っており、 動態保存の鉄道をもつ博物館 として著名

である。 しかし、 明冶村も鉄道に関しての研究組織

や研究員をもたず、 運営は名古屋鉄道の支援のもと

に行なわれている鉄道企業系の博物館といえる。

近年、 地方 自 治体が直営あるいは運営を支援する

博物館 が各地に多数設立 さ れて いるが、 そのなかに

は、 北海 道鉄道記念館のような鉄道の専門博物館 、

夕 張石炭の歴史村のよ うに鉄道に関する展示を重視

した博物館も含まれている。 このような地方自治体

系の博物館は、 各地の地域社会と鉄道との関 連を示

す保存と展示を行なっており、 地方経済 や 文化の歴

史のなかで鉄道を考えるためのよき施設といえよう。

しかし、 ここでも専門研究員は置かれず、 文化財と

しての活用という面では不十分であって、 単 に蒸気

機関車などの鉄道車両を敷地内に置いている程度の

「保存」が多くみられた。 このことは、 鉄道企業系 、

地方自治体系以外の博物館でも同様の傾 向が認めら

れた。

昭和44 年 ( 1 969 )2 月 以 降 、 国鉄は地方自治体

彎

全国に約400両 の S Lがこの よ う なかたちで保存されてい る。

等に対して、 廃車された蒸気機関車などの無償貸与

をはじめた。 これによって、 全国の公園 、 遊園 地、

広場、 学校などに蒸気機関車の展示が急増した。 し

かし、 地方自治体や学校の管理者には鉄道に関する

知識がほとん ど なく、 機関車は文化財あるいは教材

としてではなく、 単なる場 所のア ク セ サ リ ー 程度の

認識で展示されるものが多かった。 保存の状態も一

般に悪く 、 活用 面での成果も少ない。

近年、 この種の展示には新たな問題がおきつつあ

る。 それは子供な どが車両によじ登り、 転落 によっ

て怪我をするような場合に、 管理者がその責 任をと

らされる恐れが高 まってきたことである。 そこでは

展示車両はもはや危険物であって、 「文化財」には

ほ ど遠 い存在となってしまっていた。

この他 、 個 人の篤志家が鉄道車両を購入して保存、

展示している例もいくつかある。 これには羅須地人

鉄道協会による小型軽便蒸気機関車、 赤門鉄路 ク ラ

プ による旧尾小屋鉄道の 気動車などが動態保存の例

として知られ、 いずれも有志の経済的 、 労力奉仕的

なボラン ティア活動に よって維持されている。 静態

保存では鉄道好きな人を経営者にいただく大阪の共永

興業がC5 7形蒸気機関車を良 好 な状態で保存してい

る。 しかし 、 この種の実例 は全体からみれば、 まだ

少数というべきであろう。

現在、 日本各地に「列車 ホ テル」と称し、 廃車と

なった客車 数両を蒸気機関車とともに購 入して、 列

車編成の形態で宿泊施設とした も のがある。 これは
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昭和4 0年 代後半のいわ ゆるSL ブ ー ムの産物の 一つ

である。 しかし、 これを鉄道車両の 「保存」 と考え

るのは無理であろう。

鉄道車両以外のさま ざまの鉄道施設についても多

くの保存物がある。 近年 は明治期の 建築物に対する

関心も高 まりつつあるが、 それぞれの施設の発達に

関する研究は、 車両のそれとくらべて一般に遅れて

おり、 今後、 研究者数 、 研究論文の増加 によって、

研究水準の向上が望まれる。 そしてなお一層 、 この

方 面における保存にも注意を払う必要かあると思わ

れる。

2 保存のための管理 と経費の負担

前節で述べたように、 現在の 日本における鉄道文

化財の保存は、 主として鉄道企業や地方自治体 、 お

よびそれらから支出される費用によって維持されて

いる博物館などによって管理と経費負担がなされて

いる。 しかし、 恒久的な保存とその適 切 な 運用の点

では多くの問題点をかかえていることが明らかであ

る。 また、 欧米光進諸国にみられるような有志の ボ

ラ ン ティ ア 活動によって保存がなされている例は 、

少 数にとどまっている。

鉄道企業は本来 、 安全かつ正確 、 迅速な輸送とい

う社会的任務をもち、 かつ一つの事業として若干 の

利益もあげなくてはならないという性格を備えてい

る。 このような性格の組織か 、 鉄道文化財の保存の

加悦鉄道の歴史を物語る 加悦 S L広場

ような 非営利的な事業を推進することは必ずしも容

易 な ことではない。 それは企業の経啓状態や経営者

の考え方によって、 保存事業そのものが左右される

傾向が強いからである。

それでは将来の 鉄道文化財の保存にあたって、 そ

の管理する団体や経費負担はいかにあるべきであろ

うか。

さまざまの 問遁点をもつにせよ、 鉄道企業は現実

に最も多くの車両、 施設の保存と管理にあたってい

る。 そして、 鉄道に関する知識（必ずしもそれは鉄

道史の知識 と はいえないが） や保存対象物の 取 り 扱

いの ノ ウ ハ ウ を豊富にもっているのも鉄道企業であ

る。 したがって、 前述のような問題点にもかかわら

ず、 鉄適企業は鉄道文化財の保存に今後もかなり大

きな役割を果たすであろう。 また、 鉄道企業は現実

に毎 日 車両を運転し、 諸施設の維持と管理にあたっ

ている。 したがって、 それらの保存については 、 ま

ず第一に鉄道企業当 局者の理解が得られなければ な

らない。

鉄道企業が現在使用している車両や施設が鉄道文

化財としての価値をもち、 その保存が望ましいと考

えられたならば 、 なるべく早期にその意義を認識し

てもらうことが必要である。 そして、 その保存、 活

用が企業の イ メ ー ジ ア ソ プにつながる可能性のある

ことを 、 P R することも重要である。

しかし、 鉄道企業に保存のための管理とその経費

負担のすぺてを押しつけるやり方は望ましくない。

やはり、 その ために誰が管理と費用の負担を行ない、

そして保存のための 適 当 な場 所を確保するかを考え

ることが必要である。

鉄道文化財の保存にあたる組織として、 今後活用

すぺきもの に地方自治体が考えられる。 すなわち、

地方自冶｛本に対して、 鉄道のもつ文化財的な 意義を

認識させ、 自治体系の博物館において、 この種の保

存をより積極的 に進めるための基盤づくりがなされ

ねばならない。 この場合 に重要なことは、 地域社会

の 近代化に果たした鉄道の 役割を考え、 それぞれの
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地域社会に関係の深い車両や施設を保存することで

あろう。 鉄道文化財としての価値は、 全国的な視点

だけでなく、 地方史的な視点でとらえることも大切

であり、 地方 自 治体としてもそのような認識の方が

保存事業に入りやすい環境 にあると思われる。

次に現在の日本 における保存活動で比較的手薄な

ボラン ティ ア活動をより有効 に進めるための方策が

必要であろう。 それは有志 による労力の提供と経費

の一部負担である。 日本は経済的に豊かになったと

はいえ、 なお そ の社会構造は趣味のための 余 暇利用

や資金の提供をしにくい状態にとどまっている。 国

民の大部分が中産階級意識をもっているということ

は、 換 言すれば、 日々 の生活では一応の満足に達し

ているものの、 時 間的、 資金的な余裕は十分にない

ということであろう。 そのような 日 本の社会構造の

なかでも、 大学生や鉄道の退職従業員（鉄 道につい

ての 専門的知識や技能をもっている） によるボラン

ティ ア活動は期待できるように思われ、 これらが有

効 に活動できるような方策を考えなくてはならない

と思う。

財団法人観光資源保護財団 （日本 ナ ショナ Iレトラ

スト ） はすでに多くの種類の文化財について、 保存

事業を進めてきた。 その保存 、 管理 ・ 運営 、 活用な

どについては豊富 な経験をもっている。 とくに地方

自 治体との協力、 地元ボラン ティ ア活動へのア ドバ

ィスなどの点で、 同財団の経験は十二分に生かすべ

きであろう。

同時に鉄道文 化財の意義づけには、 豊富 な鉄道史

の知識 ・ 教養が不 可欠であり、 そのためには鉄道の

実務家や研究者との協力が必要である。 鉄道友の会 、

鉄道史学 会 、 産業考古学会などの関係諸団体との交

流 、 情報交換も極めて有益であり 、 これらに よ って

鉄道文化財につい ての研究 、 調査を進め、 その保存

と活用に資することが望ましい。

鉄道の実務家や研究者、 上記関係諸団体 における

広い知識の集積と日本ナ ショナ ルトラストの経験と

行動力を結合させることによって、 日本の鉄道文化
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財の保存は有効 に進めうると考えることができよう。

保存場 所や展示場の スペ ー スを確保することは緊

急に必要である。 このためには、 現在 多 数ある国鉄

の遊休用地などの一部を政府関係省庁や地方自治体

に移管し、 博物館や展示場として活用することが望

ましい。 とくに新しい博物館や展示場は現在実際 に

用いられている線路とレー 1レがつながっていること

が望ましく、 このことは次に述べる動態保存の拠点

としても菫要なことである。

鉄道文化財の保存では、 単に個々 の車両や施設を

とりあげるだけでなく 、 鉄道全体を一つの シ ステムと
して残すことが望ましいの はいうまでもない。 ここ

に動態保存やその場を提供する保存鉄道の意義があ

る。 動態保存は静態保存と比較して、 桁違いに大き

な費用を必要とし、 運翰上や労働 、 保安上の法的規

制 も ある。 このための資金をどのようにして調達し、

鉄道の監督行政上の規制をどのように適用してゆく

か 、 さら に保存鉄道のあり方、 税制の適用などにつ

いても具体的な検討が必要である。

車両の動態保存や保存鉄道の円滑 な運営のために

は、 経営上の採算性も十分に考慮しなくてはならな

い。 そのためには観光地へのア ク セ ス交通として保

存鉄道の活用をはかるのも一つの方法であろう。 単

に蒸気機関車だけへの関心ではなく、 広い意味での

鉄道文化財を考えるための旅の演出を考えるべきで

ある。 ここにおいて、 保存鉄道自 身 か価値ある観 光

資源として機能するようになるのである。

3 鉄道文化財の認識向 上

鉄道の車両や施設を保存するには、 何 よ りも鉄道

を文化財として認識することか必要である。 残念 な

ことに、 日本における現状をみると、 欧米の先進諸

国と比較して、 この面での認識は極め て低い段階に

ある。 近年 ｀ 日本でも産業考古学に対する関心が高

まりつつあるものの、 理想には道遠しの感がある。

日本では、 近世以前の建造物や遺跡 に対する関心

は高 く、 近年は明治期のものについても関心がもた



れるようになった。 しかし、 一般に鉄道を文化財と

してとりあつかう姿勢はまだ定着しているとはいい

難い。

鉄道を含む近 代交通浅関 を文化財と認識するため

には、 まず何よりも産業考古学的な教養の普及が必

要である。 交通の専門博物館にも専門の研究組織や

研 究員がいないという現状は 、 この世界における研

究の立 ち 遅れをよく示しているといえる。博物館な

どに配置されている学芸員の教養の一つとして産業

考古学的な知識を普及させる必要があり 、 交通史 、

鉄道史の専門研究員が博物館のなかでもっと用いら

れねばならない。 博物館は鉄道文化財の保護にあた

って、 リー ダ ー シ ッ プをとる組織の一つであり 、 そ

のためにも専門研究員の配置は早急に検討されねは

ならない。 とくに交通博物館 （東京） や交通科学館

（大阪） にあっては、 このことは緊急に考慮する必

要かあろ う 。

また、 地方 自 治体系の博物館においては、 地方史

のなかに鉄道の発達を適切に位置づけることがなさ

れねばなら ず、 鉄道技術史や産業考古学的教養をも

つ研究員が養成されねばならない。

しかし、 さらに根本的には 、 学校教育のカ リキュ

ラ ム のなかに産業考古学的な教養を少しなりとも導

入することを検討すべきであろう。過去に用いられ

た事物が文化財として認識されるためには、 それら

の歴史上での位置づけが多くの人 々 の知識、 教獲の

なかに定着していなければならない。 それは結局 、

学校教育体系のなかで適切に学習する機会があった

かどうかが大きな役剖を果たしている。その意味で、

従来の社会科教育、 理科教育のなかでの交通に関す

る学習はあまりに も断片的であって、 体系化された

知識にはなり得なかった。
一般に日本では児童 • 生徒をし ばしば博物館見学

につれてゆくが、 それが通常の カリキュ ラ ム に生か

されてはおら ず、 教師もその能力を欠いている。

鉄道を文化財として認識させるためには、 学校教

育のなかに交通についての学習を適切におりこむた

めの長期計画が必要である。
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主 な 鉄 道 関 係 博 物 館 ・ 資 料 館

北海道鉄道記念館

北海道で初の鉄道が開業 した明冶1 8年に建造 さ れ

た、 現存する最古 の機関庫で鉄道記念物にもなって

いる旧手宮機関庫をは じめ、 明冶17年アメ リカ ・ ポ

ー ター製蒸気機関車 しづか号や大正12年アメ リ カ ・

ア メ リ カ ン ロ コモテ ィ ブ製回転雪かき車 キ 601 など

準鉄道記念物 6 点を含む車両や資料を展示 し ている。

●北海道小樽市手宮1 丁 目 3 番2号 ● 01 34 - 3 3 -

2523 ● 函館本線小樽駅よ りバス1 0分 ● 9 : 3 0  ~ 

1 6  : 00 ●休館 日 ＝月 曜 日 ・ 祝 日 ・11月1 日～4 月

3 0 日 ●無料

札幌市交通資料館

札幌の市営交通を中心に、 明冶 34 年製の木製2軸

ボギ ー 電車22号や北国ならではの除雪車 （路面電車

用）などの車両や資料を展示 し ている。

●北海道札幌市南区真駒内17 番地 ● 011ーあl-4880

（交通局電車事業所内） ●札幌市営地下鉄南北線

自 衛隊前駅よ り徒歩 3 分 ●1 0 :  00~1 5 : 00 ●開

館 日 ＝ 5月 ～ 9月 の 日曜 日開館 （ さ っ ぽろ雪まつ り

中も開館） ●無料

追分町鉄道記念館

地域の石炭輸送に活躍 した蒸気機関車や 、 その部

品などを展示 し ている。

●北海道勇払郡追分町青葉 l 丁 目1 69 ● 014 52-

5-208 3 （追分町教育委員会） ●室蘭本線追分駅

よ り徒歩1 5分 ●開館 日 ＝ 5 ~1 0月 の第 2 • 4 金曜

日午後のみ ●無料

阿寒町郷土資料館 ・ 炭鉱 と 鉄道館

阿寒町雄別炭鉱 の石炭輸送を担 っ た雄別鉄道の資

料や蒸気機関車 C11 6 を展示 し ている。

- 53 -

●北海道阿寒郡阿寒町1 6線3 3 番地 ● 01 54-ffi令7 64

●根室本線釧路駅よ りバス ●休館 日 ＝ 日曜 日 ・ 祝

日 ・年末年始 ●無料

北海道立青函 ト ン ネ ル記念館

世界的に評価 さ れている青函 ト ン ネ ル工事に関す

る資料や工事に使用さ れた機械などを展示 し ている。

●北海道松前郡福 島町字三岳 32番地 3 ● 01 3 94 -

717 0 ●松前線渡島福 島駅よ り徒歩1 0分 ●休館

日 ＝月 曜 日 ・ 祝 日 ・12月 3 0 日～1月 6 日 ●大人1 50

円 ・ 高校 ・ 大学生 3 0円 ・ 小中学生20円

善宝寺鉄道記念館

復元 さ れた庄内交通旧 善宝寺駅舎 ・ 庄内交通電車

モハ 3形をは じめと した山形県を中心とする鉄道車

両 ・ 資料を展示 し ている。
● 山形県鶴岡市下川関根 ● 023 5- 3 3 - 3 3 0 3  ●羽

越本線鶴岡駅よ りバス25分 ●無休 （ただ し12月 ～

3月 は土曜 ・ 日曜 日のみ開館） ●大人1 00 円 •小

人 50 円

新津市鉄道資料館

鉄道のまちと呼ばれた新津市の鉄道病院 分室を利

用 し て設立 さ れた。 明治 時代からの 鉄道に関係する

資料を展示 し ている。

●新潟県新津市南町1 番11号 ● 02502-4 - 57 0 0  

● 9  : 3 0~1 6 : 3 0 （入館は1 6 : 00まで）●休館 日 ＝月

曜 日 ・ 祝 日 ・12月28 日 ～1月 4 日 ●無料

交通博物館

わが国最大の交通関係博物館。 蒸気機関車1号 ・

1号御料車など鉄道記念物11点 ・ 準鉄道記念物1 点

をは じめ、 美術工芸品4 3 0 点 ・ 地図類2,200 点 •図

面類41 , 800点 ・ 文書 3 , 3 00 点 ・ 写真1 06, 000 点を



所蔵 し ている。

●東京都千代 田 区 神 田須田町 l 丁 目25 番地 ● 0 3 -

251 - 84 81 ● 山手線神 田 ・ 秋葉原駅よ り徒歩5 分

●休館 日 ＝月 曜 日（祝 日 ・ 鉄道記念 日 ・ 都民の 日 は

のぞく） ・12月29 日 ～1月 3 日 ●大人25 0 円 ・ 小

人1 00 円

青梅鉄道公園記念館

各地で活躍 した蒸気機関車1 0両をはじめ、 新幹線

電車0 系や展望車マイ テ 3 9 11 などの車両を展示 し

ている。

●東京都青梅市勝沼2丁 目155 番地 ● 04 28-22-

4 67 8 ●青梅線青梅駅よ り徒歩15 分 ● 9 ： 0()--,1 7 : 00 

(11月 ～ 3月 は1 6 : 00まで ） ●休館 日 ＝月 曜 日（祝

日の場合は開館） ・12月29 日～1月 3 日 ●無料

電車 とバスの博物館

東急創立60周年を記念 し て設立 さ れた。 直接手に

触れることができ る実物や模型が多数 展示さ れ てい

る。

●神奈川県川 崎市高津区二子 6 31 番地 ● 044 -822-

9 0 84 ●東急電鉄田 園都市線高津駅 ● 9 : 3 0~ 

17 : 00（入館は1 6 : 3 0まで）●休館 日 ＝月 曜 日（祝

日の場合 は 翌 日） ●大人 ・ 小人とも1 0円

小田 急鉄道資料館

旧新松 田 駅舎を利用 し 、 小田急電鉄電気機関車デ

キ1101 や小 田急電鉄の歴史 ・ 施設についての資料を

展示 し ている。

●神奈川県川 崎市多摩区長尾2丁 目 8番1 （向ケ丘

遊園内） ● 04 4 --911 -4 281 ●小田急電鉄向ケ丘

遊園駅よ りモノレー ル、 向 ケ丘遊園正 門前駅 ● 9  

: 00~17 : 0 0  ●開館 日 ＝ 不定期 ●無料（ただ し

向 ケ丘遊園大人7 00 円 ・ 小人4 00 円 の入園料が必要）

営団地下鉄資料室

わが国で は 唯一の地下鉄関係資料室。 地下鉄の歴

史や工事の最新技術についての資料を展示 し ている。

●東京都千代 田 区 神 田 須 田 町1 丁 目5 番地11 ●⑱ 

-25 3 -77 31 ●営団地下鉄銀座線神 田駅よ り徒歩5

分 ●1 0 : 00~1 6  : 00 ●休館 日 ＝ 土曜 ・ 日曜 日 ・

祝 日 ●無料

横浜市市電保存館

長く市民の足と し て活躍 した市電7 両をは じめ、

市電の付属品や各種の資料が展示さ れている。

●神奈川県横浜市磯子区滝頭 3 丁目1 番5 3号 •045

-751 -9 625 ●根岸線根岸駅よ りバス1 0分 ●1 0 :  

00~1 6 : 00 ●休館 日 ＝月 曜 日（祝日の場合は翌日）・

12月29 日 ～12月 31 日 ●大人200 円 ・ 中学生以下1 00

円

せんず S L 資料館

蒸気機関車など多くの貴重な車両を動態保存 し て

いる大 井川鉄道が千頭駅構内に設置。 蒸気機関車C

12形、 9 600 形やスイ スBRB 鉄道で使用中の ラ ッ ク

軌条をは じめと した車両 ・ 資料などが展示さ れてい

る。 とくに明冶 3 0年製の転車台は現在も使用さ れ、

他に例をみない生 き た活用がおこなわれている。

●静岡県榛原郡本川根町千頭 ● 05 4 75 9 -20 65 

●大井川鉄道大井川本線 ・ 井川線千頭駅 ●1 0 :  00 

~15 : 00 ●休館 日 ＝ 不定 ●小学生以上1 00 円

森林鉄道記念館

赤沢 目然休養林の一角に設立さ れ 、 かつての木材

運搬鉄道に活躍 したアメ リカ ・ ボ ー ル ドウ ィ ン製蒸

気機関車などが展示さ れている。

●長野県木曽郡上松町小川入国有林内 ●0264 52-

2-2001 ● 中 央本線上松駅よ りバス 35 分 ● 8: 3 0~ 

1 6 : 00 ●休館 日 ＝11月 上旬 ～4 月 中旬 ●無料
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博物館明治村

貴重な明治 時代の建造物とともに鉄道関係の車両

や施設が保存されている。 鉄道記念物の明治天皇



御料車をは じ め、 動態保存されている明治7年イ ギ

リス・シ ャ ー プスチ ュ ワ ー ト製旧尾西鉄道蒸気機関

車1 2 号や京都市電N 8 号 • N 15号などが展示されて

し ヽる。

● 愛知県犬 山市 内 山1 番地 ● 0568-67--0314 ●名

古屋鉄道小牧線明治村 口駅よりバス10分 ●10 : 00 

~17 : 00 (11月 ～ 2 月 は16 : 00まで ） ●年中無 休

● 大人1, 000 円 ・高校生900 円 ・ 小中学生 500 円

市立名 古屋科学館

名古屋市電や蒸気機関車 B6 形が展示 さ れている。

● 愛知県名古屋市中 区栄 2 丁目17番地2 2 ● 052 _ 

2 01 -4486 ●名古屋市営地下鉄東山線伏見駅より

徒歩6 分 ●9 : 30~17 : 00 ● 休館日＝月 曜日・

第 3 金曜日（祝日の場合は第4 金曜日） ・ 12月29日

~ l 月 3 日 ● 大人 300 円 ・小人150 円

旧 長浜駅舎鉄道資料館

旧北陸鉄道（現在の北陸 本線） 開業時に建造 さ れ、

鉄道記念物にもなっている現存最 古の駅舎である旧

長浜駅舎を中心に、 旧29号分岐器ポ イントや当時の

鉄道資料を展示 している。

●滋賀県長浜市北船町1 番地 5 ● 0749-62 -4091 

●北陸 本線長浜駅 ● 9  : 00~14 : 30 ●休館日＝

12月28 日～1月 3 日 ● 大人 ・ 小人とも100 円

交通科学館

交通博物館とならぶ、 わが国を 代表する交通関係

博物館。 鉄道記念物の大阪駅時鐘の他、 電気機関車

E F  52 形 など準鉄道記念物 2 点をはじめおよそ7,000

点の資料を所蔵 している。 直接乗ったり操作するこ

とので き る実物や実物大模型が多い。

● 大阪府大阪 市港 区波除 3 丁 目 ● 06 -581-5771 

● 大阪環状線 ・ 地下鉄中 央線弁天町駅より徒歩1 分

● 9  : 30~17 : 00（入館は16 : 30まで ） ●休館日

＝月 曜日（祝日の場合は翌日） ・ 12月29日～1 月 3

日 ● 大人 2 50 円 ・ 中学生 以下100 円

梅小路蒸気機関車館

鉄道創業100 年記念事業と して近代産業発展の先

駆者である蒸気機関車を動態保存するために設立。

大型蒸気機関車の動態保存はここだけのもので、 毎

日展示運転さ れているD 51 形 • C 56 形をは じ め、

17両の蒸気機関車と貴重な資料などを展示 している。

● 京都府京都市下京区観喜寺町 ● 075-314-2996 

●東海 道 本線京都駅よりバス10分 ● 9 : 30~ 17 : 

00（入館は16 : 00まで ） ●休館日＝月 曜日（祝日

の場合は翌日） ・ 1 2月29日～ 1 月 3 日 ● 2 50 円 ・

小人 150 円 ）

加悦 S Lの広場

わが国鉄道創生期の輸入 車両から現在までの鉄道

車両を展示 している。 なかでも、 加悦鉄道蒸気機関

車 2 号は阪神 間の鉄道開業に際 し輸入 さ れた貴重な

もの。 明治2 2 年 ドイツ ・ バン デルチ ー ベン製客車ハ

プ 3 号も保存展示 している。

● 京都府与謝郡加悦町字加悦 2 04 番 2 ● 07724-

2 -3186 ●加悦鉄道加悦駅 ● 日没まで ●無休

● 大人300 円 ・ 小人 2 00 円

宝塚電車館

阪急電鉄創業時の電車1 号や千里 山線に使われた

電車デロ10号などの車両や大阪市電2 階付電車の ド

イツ ・ ヘルブランド製台 車を展示 している。

● 兵庫県宝塚市栄町1 丁目1 番57号（宝塚 フ ァ ミ リ
ー ランド内 ） ● 0797-85-6306 ● 阪急電鉄宝塚

・今津線宝塚駅より徒歩5 分 ● 9  : 30~17 : 00 

●休館日＝水曜日 ●無料（ただ し宝塚 フ ァ ミ リー

ラン ド大人700 円 ・小人 350 円 の入園料が必要）

南海の歩み記念史列車館

新型車両に置き 変わった南海電鉄の 代表的な特急

「こうや」号の車両を保存 し、 その車に南海電鉄に

関係する資料を展示 している。
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●大阪府泉南郡岬町淡輪 3 9 90 ●07249 -2-100 5 

● 南海電鉄南海本線み さ き 公園駅よ り徒歩2分

●休館 日 ＝ 火曜 日（祝 日の場合は翌 日） ・ 12月 31 日 ・

1月 1 日 ●無料（ただ し みさ き 公園大人700 円 ・

小人 3 50 円 の入園料が必要）

大阪市市電保存館

かつて、 大阪市民の足と し て親 し まれた市電の代

表車両 6 両を保存 ・ 展示 し ている。 2階付電車 5号

や戦後路面電車の優秀車 30 50形などがある。

●大阪府大 阪市港区 田 中 町 3 丁 目 （八幡屋交通公園

内） ●0 6 -57 1 -0 552 ●大阪市営地下鉄中央線朝

潮橋駅よ り徒歩 5 分 ●休館 日 ＝ 日曜 ・月 曜 ・水曜 ・

金曜 日 ・ 祝 日 ・12月28 日～ 1月 3 日 ● 10 : 00 ~16 

: 00 ●無料

井笠鉄道記念館

旧新山駅舎を利用 し 、 ド イ ツ ・ コ ッ ペ ル製井笠鉄

道蒸気機関車1号をはじめと し た車両 ・ 資料を展示

し ている。

●岡 山県笠岡市 山 口 1 457 番地 8 ●0 8656 - 5 -221 8  

● 山 陽本線笠岡駅よ りバス 30 分 ● 9 : 00 ~ 17 : 00 

●休館日 ＝ 水 曜 日 ・年末年始 ●無料

直方市石炭資料館

筑豊地区の石炭産業を見直 すことを 目 的に開館 し

た。 石炭輸送に活躍 した蒸気機関車や貨車を展示 し

ている。

●福 岡県直方市山部 69 2番地 4 ●0 9 49 2-2-0 1 3 5  

●筑豊本線直方駅よ り徒歩10 分 ● 9  :00 ~ 17 : oo 
（水曜 日は12 : 00 まで） ●休館 日 ＝月 曜 日 ・ 祝 日

●大人50 円 ・ 中学 ・ 高校生 30 円 ・ 小人20 円
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付 表 ー 1 鉄 道 記 念 物 一 覧

名 称

1 号 機 関
1 号 御 料

弁 慶 号 機 関
旧 長 浜

〇 哩 標

善 光

年

4
9
13
15

造
造
治
治
治
治

製
建

口
；
□
[
膚

車
車
車
駅

製 造 所 意 義 ・ 価 値

バ ル カ ン 社 瑛） 国鉄最古 の蒸気機関車
の 1 台

国 鉄 神 戸 工 場 国鉄最古の御料車
ポ ー タ ー 社 昧） 北海道初の鉄道に使用

現存する日本最古の駅舎

識 I 明冶 3 I 英

佐賀藩製造の機関車模型 明治18 | 佐
大 阪 駅 時 鐘 明治10
旧 逢 坂 山 ず い 道 東 口 明冶13
旧 手 宮 機 関 庫 明冶17

野 辺 地 防 雪 原 林 I 明冶26

井 上 勝 の 墓 I 明治25

ウ エ プ・ エ ン ド ・ ト ム ソ ン I I 英
式 電 気 通 票 器
旧 六 郷 川 橋 鉄 橋 I 明治 4

伊 予 鉄 道 1 号 機 関 車 I 明治21 I ク

国

号 l 明和4 1 マニ ン グ ・ ワ ール ド社oo I 日 本初の私鉄 日 本鉄道
で使用

場
場

工
工

橋
橋

新
新

鉄
鉄

国
国

35
43
 

治
治

明
明

車
車

書

料
料
文

御
御
古

号
号
道

5
6
鉄

賀

国

製

藩 I 日 本最古の鉄道模型

開 拓 使 号 客 車 明治13 ハ ー ラ ンア ン ドホ リ ング
ワ ー ス 社沫

1 10 号 機 関 車 明冶 4 ヨ ーク シャ ーエ ンジン社哭

旧 長 浜 駅 29 号 分 岐 器 I 明冶13 I カ ム メ ル 社 蹄
ポ イ ン ト 部
エ ド モ ン ド ・ モ レ ルの墓 昭和 9
秋田第1号鉄道飛砂防止林 大正10

製

壱 岐 丸 の 号 鐘 1 那台37
7 号 御 料 車 大正 3 I 国 鉄 新 橋 工 場

国産初の ト ン ネ ル
日 本最古の扇形機関庫

日 本最古の防雪林

北海道開拓時の木製客
車
日 本最古の蒸気機関車

の 1 台
日 本最古の ポ イ ン ト

日 本最古の飛砂防止 林

キ ハ 6 40 1 号 蒸 気 動 車 明治45 I 汽 車 会 社 1 日 本初の蒸気動車
鉄 道 国 有 法 案 説 明草稿 明治39
2 号 御 料 車 明冶34 I フ ァ ンテルティーゞン社 陣
鉄 道 助 佐 藤 政 養 文

書

ア プ ト 式 鉄 道 明治25

ラ ウ ス 社 雌 1 日 本最古の軽便蒸気機
関車

9 号 御 料 車 大正 3 国 鉄 新 橋 工 場
10 号 御 料 車 大正1 1 国 鉄 大 井 工 場
12 号 御 料 車 大正 13 国 鉄 大 井 工 場
国 鉄 バ ス 1 号 昭和 5 東 京 瓦 斯 電 気 工 業
ナ デ 6141 号 電 動 車 大正 3 国 鉄 新 橋 工 場 1 日 本最古の電動車

所 在 地

交通博物館 （東京都）
交通博物館 （ 東京都）
交通博物館 （東京都）
北陸本線長浜駅構内 （滋
賀県）
東 海道 本 線 汐 留 駅 構 内
（東京都）
交通博物館 （東京都）

博物館明治村 （愛知県）
博物館明冶村 （愛知県）
日 本国有鉄道本社内 （東
京都）
交通博物館 （東京都）
交通科学館 （大阪府）
東海道本線大津駅付近
北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
東 北 本 線 野 辺 地駅付近
（青森県）
交通博物館 （東京都）

青梅鉄道公園 （青梅線青
梅 駅 ・ 東京都
北陸本線長浜駅構内 （滋
賀県）
横浜外人墓 地 （神奈川県）
羽 越 本 線 下 浜 ・ 新 屋 間
（秋田県）
博物館明治村 （愛知県）
交通博物館 （東京都）
交通博物館 （東京都）
交通博物館 （東京都）
信越本線軽井沢駅前 （ 長
野県）
品 川 区 東 海 寺 大 山 墓地
（ 東京都）

交通博物館内 （東京都）

中央鉄道学園三島分教所
構内 （静岡県）
交通博物館 （東京都）
読売 ラ ン ド聖地公園 （東
京都）
伊 予 鉄 道 梅 津 寺パ ー ク
（愛媛県）
国鉄大井工場 （東京都）
国鉄大井工場 （東京都）
国鉄大井工場 （東京都）
交通博物館 （東京都）
国鉄大井工場 （東京都）

指定年

昭和33
昭和33
昭和33
昭和33

昭和33

昭和34

昭和34
昭和34
昭和34

昭和34
昭和35
昭和35
昭和35

昭和35

昭和36

昭和36

昭和36

昭和37
昭和37

昭和37
昭和37
昭和38
昭和38
昭和39

昭相39

昭和39

昭和40

昭和42
昭和42

昭和42

昭和44
昭和44
昭和44
昭和44
昭和47
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付 表 ー 2 準 鉄 道 記 念 物 一 覧

名 称 ：誓年 製 造 所 I 意

し づ か 号 機 関 車 明冶17 ポ ー タ ー 社 昧）

義

い 1 号 客 車 明冶25 ::l靡追炭鉱鉄道手宮工場 日 本初の一等客車

四ソ谷 ト ンネル入 口 飾付兜 明冶26 I 東 京 美 術 学 校
噴 水 小 僧 明治35
義 経 号 機 関 車 明冶13 1 ポ ー タ ー 社 昧）
別 子 1 号 機 関 車 明冶25 ク ラ ウ ス 社 雌

大 勝 号 機 関 車 I 明冶28 1 北滋譴炭鉱鉄道手宮工場

キ 60 1号回転式雪かき車 大正12 ロ コ モ テ ィ ブ 社 昧） 日本初四頭元文雪かき 車

キ 8 0 0 号 か き 寄 せ 式 昭和 3
雪 か き 車

日 本初のかき 寄せ式雪

1800形( 1801号） 機 関 車 明冶14 キ ッ ト ソ ン 社 OO
C 591 号 機 関 車 昭和 16 汽 車 会 社 大 阪
北 海 道 鉄 道 開 通 起点標 昭和 8

車 両 更 送 発 祥 の 地
D 521 号 機 関 車 昭和18 国 鉄 浜 松 工 場
形 式 10 • 26 号 機 関 車 明冶24 ク ラ ウ ス 社 曲
キ ハ 031 号 気 動 車 昭和31 東 急 車 輌

旧 函 館 駅 所 在 地 昭和37
国 産 ア プ ト 式 鉄 道 昭和 9 日 立 製 作 所

九 州 鉄 道 株 式 会 社
株 主 総 会 報 告
九 州 鉄道 運 輸 法 規類纂

か き 車

E D  4010 号 機 関 車 大正 8 国 鉄 大 宮 工 場 国産初の電気機関車
下 関 鉄 道 桟 橋 跡
古文

書

（ 山 陽 鉄 道 1 明冶38
旅 客 事 務 通 達 類 纂）
D 5 17 4 5 号 機 関 車 I 昭和18 1 日 本 車 輌

稲 荷 駅 ラ ン プ 小 屋 I 明冶11

C 5 7 1 3 9 号 機 関 車 昭和15 三菱重工業神戸造船所

D 5 1 1 87 号 機 関 車 昭和12 国 鉄 大 宮 工 場
C 5 8 3 33 号 機 関 車 昭和18 川 崎 車 輌
D 5 14 88 号 機 関 車 昭和15 国 鉄 郡 山 工 場
C 6 2 1 号 機 関 車 昭和23 日 立 製 作 所
7 号 機 関 車 明治41

回 転 変 流 機 昭和 8 日 立 製 作 所
回 転 変 流 機 昭和 3 日 立 製 作 所

E F 5 5 1 号 電 気 機 関 車 昭 和 1 1 1 日 立 製 作 所

日 本最古の ラ ン プ小屋
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所 在 地

北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
交通博物館 （東京都）
大阪駅構内
国鉄鷹取工場 （兵庫県）
新居浜市別子町住友鉱山
記念館
北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
北海道鉄道記念館 （小樽
市元手宮駅構内）
交通科学館 （大阪府）
国鉄小倉工場 （福岡県）
北海道鉄道記念館 （ 小樽
市元手宮駅構内）
山 口県下関市竹崎町
国鉄広島工場 （広島県）
大分県字佐市宇佐
国鉄旭川工場 （北海道旭
川 市）
北海道函館市海岸町
信越本線横川駅構内 （群
馬県）
国鉄門司鉄道管理局 （ 山
口 県）
国鉄門司鉄道管理局 （ 山
口 県）
国鉄大宮工場 （埼玉県）
山 口県下関市竹崎町
国鉄広島鉄道管理局 （広
島県）
国鉄高崎鉄道管理局 （群
馬県）
国 鉄 奈 良 線 稲 荷 駅 構 内
（京都府）
中部鉄道学園 （愛知県名
古屋市）
国鉄大宮工場 （埼玉県）
国鉄多度津工場（香川県）
国鉄米子駅構内 （鳥取県）
広島鉄道学困 （ 広島県）
東海道本線熱海駅前 （静
岡県）
芦屋市芦屋変電所（兵庫県）
横須賀市 田浦変電所 （神
奈川県）
国鉄高崎第 2 機関区構 内
（群馬県）

指定年

昭和38

昭和38

昭和38
昭和38
昭和38
昭和38

昭和39

昭和39

昭和40

昭和40
昭和40
昭和41

昭和41
昭和41
昭和41
昭和42

昭和42
昭和42

昭和42

昭和42

昭和43
昭和44
昭和44

昭和45

昭和45

昭和46

昭和46
昭和46
昭和50
昭和51
昭和51

昭和51
昭和52

昭和53



名 称 製造年
建造

E F 521 号 電 気 機 関 車 昭和 3

ロ 481 号 客 車 明冶39

ジ ョ ン ・ イ ン グラ ン ドの募
ジ ョ ン ・ ダイ ア ッ ク の墓
ゼ オ ド ラ ・ シ ャ ン の 墓
チ ャ ー レス ・ キ ン グス ト ン
の 墓
ヘ ン リ ー ・ ホ ー ト ン の墓
E D  161 号 電 気 機 関 車 昭和 6

モ ハ 52001 号 電 車 昭 和 1 1

D F  5 0 1 号 デ ィ ー ゼ ル 昭和32機 関 車

製 造 所 意 義

日 立 製 作 所 国
車

産初の大型電気機関

鉄 道 作 業 局 新 橋 工 場
等
明

車
冶初期の代表的なニ

日 立 製

J I  I 崎

菱 重

作 所

車 輌

工 業

気
国産

機
第
関車

2 番 目 の 省形電

急
線

行
形電

と
車
し て活躍 し た流

初の量産
電

さ れた高出力
DL、 気式
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所 在 地 指定年

交通科学館 （大阪府） 昭和53

国鉄多度津工場（香川県） 昭和53

横浜外人墓地（神奈川県） 昭和55
横浜外人墓地（神奈川県） 昭和55
横浜外人墓地（神奈川県） 昭和55

横浜外人墓地（神奈川県） 昭和55

横浜外人墓地（神奈川 県） 昭和55
青
梅

梅鉄道公園 （青梅線青 昭和55
駅）

国鉄吹田工場 （大阪府） 昭和56

国鉄多度津工場（香川 県） 昭和58



付 表 ー 3 都 道 府 県 別 保 存 鉄 道 車 両 一 覧

本 表 は 、 既刊の刊行物に掲載 さ れ た 記事や写真、 当 財団 の 行 っ た 全国 の 鉄道事業者宛の ア ン ケ ー ト 調査 を

も と に 、 編集 ス タ ッ フ の 調査を加味 し て作成 し た も の で あ る 。 保存措置 の と ら れ て い る 全車両 を対象 と し た

が、 鉄道記念物、 準鉄道記念物 に つ い て は 、 付表 1 ・ 2 に ま と め た た め 、 再掲 し て い な い。 ま た 、 国鉄蒸気機

関 車 は 、 博物館等で良好な 保存が行われて い る も の や他の車両 と 関連 し て保存意義の あ る も の の み を と り あ

げ、 そ れ以外、 すな わ ち 、 工場内 での保管や 自 治体 に貸与 さ れて単に公園等に展示 さ れて い る だけ の も の は

付 表 ー 4 に ま と め た。 車庫内 に 放置 さ れて い た り 、 “廃車体が た ま た ま 残 っ て い る ” と い う た ぐ い の 車 両 に つ

い て は 、 対象外 と し た。

調査不備や時間的制約が重な っ た た め 、 記載 も れの も の や 、 逆 に す で に 廃棄 さ れ た り 移設 さ れて し ま っ て

い る も の も 多 い と 思 わ れ る 。 ま た 、 空欄や統一性 に 欠 け る 記載 も 多 く な っ て し ま っ た。 そ れ ら に つ い て は 、

今後の 調査課題 と さ せて い た だ き 、 お 気 づ き の点や新 た な 情報等 を お も ち の方 は 、 当 財団宛 ご一報願え れ ば

幸 い で あ る 。

種別

S L  

EC 
99 

99 

S L  
" 
" 
99 

SC 
I9 

S L  

注 1 ) 車両種別 に つい て は 、 次の通 り と す る。
S L ： 蒸 気 機 関 車 E C ： 電 車 S W ： 地 下 鉄
E L ： 電 気 機 関 車 p C : 客 車 T R ： 軌道線用電車
D L : 内 燃 機 関 車 F C ： 貨 車 S C ： 除雪 ・ 排雷車
D C : 内 燃 動 車 K C : ケ ー プ ル カ ー、 モ ノ レ ー ル

2 ) 車両番号 ・ 形式 ・ 使 用 事業 者 は 、 最終使用時のを示す。 ただ し 、 保存 に際 し て前歴 の車両番 号 に つけ かえ た も
のは 、 そ れに該当 す る も のを記す。

3 ) （動） は動態保存車両を示す。 こ の場合 、 使用事業者欄 は 、 現在 の使用事業者を記す。
4 ) 製造年 ・ 製造所欄 の （ ） は 、 改造 ま た は復元時を 示 す。
5 ) 所在地欄 に （非 ） を記 し た 場所 は、 原則 と して非公開の場所を示す。 た だ し 、 （非 ） を記 し な く と も 、 工場や車庫

に つ いては 、 見学 で き な い場合 も あ る 。

車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所
l 

北 道

49678 国鉄 9600 日 曹炭鉱 大］0 川崎造船所

10 モ ハ 10 旭川電気軌道 大 1 5 梅鉢鉄工所

101 " 昭24 日 本車輌東京

1001 " 昭30 " 
C 57201 C 57 国鉄 昭22 三菱重工業

29638 餅600 " 大 7 国鉄小倉工場

D 516 D 51  " 昭 1 0 川崎車輌

59601 9600 99 大10 川崎造船所

キ 91 1 キ 900 " 
キ 604 キ 600 99 

D 51398 D 51 99 昭 1 5 日 本車輌

所 在 地
l 

豊富町森林自然公園

旭川 市内の喫茶店

上川郡東川町郷土館

旭川市立郷土博物館
旭川

館
市

神
立

居
郷

古
土源博分

物
館

II 

99 

名寄市立博物館
’’ 
II 

99 

備 考

天塩鉱業所専用鉄道用 、 元国鉄

1!1/lil

車

｝
マ ッ ク レ ー 4 両組のキ マ ロ キ

ロ ー タ リ ー 除雪編成

機関車

" 3 3 十勝鉄道 大 9 " 帯広市緑ケ丘公園
" 4 99 大 9 99 帯広市立図書館
" 22 北海道拓殖鉄道 昭 3 汽車会社 鹿追町運動公園 国鉄8620 と 同形、 自 社発注

DC 浜中町営軌道 浜中町茶内中学校 8 ト ン レ ー ルバス

S L  103 雄別炭磯鉄道 大 ］ l コ ッ ペル 苫小牧市小樽
ノ
フ一可、ノ' ド c形タ ン ク 機

II C 1 165 C I I  99 昭10 川崎車輌 阿寒町郷土資料館 元国鉄C 1 1 65  
II 58629 国鉄 8620 羽幌炭磯鉄道 大1 1 汽車会社 羽幌町児童会館 元国鉄58629
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

S L  15  国鉄 10 明冶広叢 明27 ク ラ ウ ス 沼田町本願寺 元国鉄15
99 21 （動） 丸瀬布町 昭 3 雨宮製作所 森林公園 い こ いの森 元丸瀬布営林署所属

P C  （動） II 99 元木曽森林鉄道

F C  （動） 99 99 99 

S L  14 1 1  夕張鉄道 昭 2 日 立製作所 夕張石炭の歴史村
99 No. 4 9600 大夕張鉄道 昭16 " 99 国鉄9600 と 同形、 自 社発注

P C  ナハニフ 1 51 ナノこフ150 夕張鉄道 昭12 日本車輌東京 " 車内に乗客モ デル展示

S L  25 国鉄9600 " 大10 川崎造船所 長沼町馬追 コ ミ ュ ニ 元国鉄49694

テ ィ ー ・ セ ン タ ー

99 2 41 10 美唄鉄道 大 8 三菱造船所神戸 美唄市元東明駅構内 国鉄4 1 1 0 と 同形、 自 社発注
99 C5898 C58 国鉄 昭14 、汽車会社 深川市桜 川公國 内

S L ホ テ ル
99 D51312  D51  99 昭14 日 立製作所 II 

P C  オ ロ ネ102058 オロネ10 99 昭38 II II 

" オ ロネ102068 " 99 昭38 日 本車輌 ‘’ 

" ナ シ207 ナシ20 99 昭 39 II II 

D C  キハ081 キハ08 国鉄 （昭36) （国鉄苗穂工場） 北海道鉄道学園 客車オハ622改造
99 キハニ5005 キハニ5000 99 昭 4 日本車輌 国鉄苗穂工場 （非） 国鉄初のガソ リ ン動車

T R  22（復元） 20 札幌市交通局 明34 名古屋電車 札幌市交通資料館 木製 2 軸電動客車
99 601 600 99 昭24 日本車輌 99 半鋼製 2 軸ボギー車
99 32 1 320 " 昭32 ナ ニ ワ工機 99 

99 TCl 99 昭36 日本車輌 99 MlOl （現役） と組んだ親子電車
" D l 041 D ! 040 99 昭39 東急車輌 99 路面デ ィ ー ゼルカ ー最終形
99 A801 -A802 A800 99 昭38 日本車輌 99 2 連連鮭疇客車

S C  8 99 昭26 交通局工場 " プルー ム式
" 1 1  99 昭33 99 " プ ラ ウ式
99 DSB l " 昭36 札幌総合鉄工 99 プルー ム式ディ ー ゼル除雪車

S W  すずかけ " 昭42 川崎重工業 99 高速電車第 4 次試験車
SC " 昭41 " 高速電車試験除雪車、 ブルー ム式

99 " 昭44 99 99 真空式

S L  C 126 C 1 2  国鉄 昭 8 汽車会社 北海道鉄道記念館
" C5550 C55 99 昭12 " 99 

99 C623 C62 " （昭23) （ 日 立製作所） " 北海道内最後の C 62、 D52改造

D C  キハ821 キハ82 99 昭35 富士重工業 " 
99 キシ8012 キシ80 99 昭36 日本車輌 99 

S C  キ718 キ700 II " 広幅式雪かき 車
" キ270 キ 1 00 " 99 

" キ 1567 キ550 99 " 

T R  3 1 2  函館市交通局 昭 1 1 函館船梁 函館市梁川交通公園

S L  S-304 昭16 日 立製作所 昧鉄原室蘭
”

コ ー
クス

(
胡
”)

杓
99 S-205 昭13 II 
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考
S L  D51320 DSl  国鉄 昭 14 日 立製作所 追分町鉄道記念館

青 森 県

P C  オハ311 オハ31 津軽鉄道 昭 2 汽車会社 津軽鉄道芦野公園駅 元国鉄オハ 3126

岩 手 県

S L  209 富士製鉄 昭 1 7 立山重工業 釜石市小川体育館 釜石専用線で使用
99 17 国鉄10 明冶鉱業 明27 ク ラ ウ ス 遠野市伝承園 元国鉄17

E C  デハ3 デハ l 花巻電鉄 大14 雨宮製作所 花巻市材木町の公圏

宮 城 県

E L  ED9111 ED91 国鉄 昭31 東芝 利府町 国鉄初の交流E L 、 仙山線で試験

S L  D51 1 1 08 D 51 " 昭19 日 本車輌 仙台市民 S L広場
" C58365 C 58 99 昭19 川崎車輌 99 

" C 1 1351 C l l II 昭21 日 本車輌 " 
P C  スハネ 302122 スハネ30 II 昭 1 2 新潟鉄工所 99 元スハネ31国鉄初の 3 等寝台車
" オハ352004 オハ35 II 昭14 日 本車輌 99 

E L  E D 20 E D 20 栗原電鉄 昭25 三菱重工業 栗原電鉄若柳車庫 凸形、 762mmか ら改軌

T R  1 （復元） モハl 仙台市交通局 大15 川崎造船所 仙台市交通局車庫 創業時の木造単車
" 31 モハ30 99 昭 9 日 本車輌東京 馬場正夫 （個人） 宅 半鋼製単車

E L  E D 7 1 37 ED71 国鉄 昭35 船岡駅前 東北本線電化進展時の主力 E L

P C  オハフ 612527 オハフ 61 " 昭30) （国鉄大宮工場） II 

SL C 108 C 10 ラ サ工業閥： 昭 5 川 崎車輌 宮 古 市

P C  松山人車軌道 仙台 市仙台放送誅 仙台 市交通局で復元

秋 田 県

S L  2 北海道庁 秋田市仁別森林公園
" K 121 K 2 形 旧 陸軍 昭 19 川崎車輌 国鉄土崎工場 （非）
II 11 同和鉱業 大15 雨宮製作所 小坂鉄道小坂駅前 C 形 タ ン ク 機

P C  ハ 1 " 大 5 日 本車輌 99 32人乗 り 貴賓客車

E C  デハ3 デハ l 羽後交通 昭 2 蒲田車輌 羽後元西保育園 疇釦直開業当初 よ り 使用、 木造
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

E L  EB 1 1 1  秋田中央交通 昭27 日本鉄道自動車 伍城目町五城目小学校 元越後交通長岡線 E B 111 

P C  ナハフ20 ナハフ 10 II 昭 9 新潟鉄工所 " 国鉄キハ 41085を改造

D L  DF901  DF90 国鉄 昭31 日 立製作所 東能代機関区（非）

山 形 県

E C  モハ3 モハ1 庄内交通 昭 5 日 本車輌 善宝寺鉄道記念館
II モハ5 ’’ " 昭 4 99 そば処

（鶴
大

岡
松

市
庵

郊外）II モハ8 モハ8 " 昭17 ’’ 元京王帝都電鉄デハ 2405

E L  E D l  ED l 山形交通 昭 4 川崎車輌 高畠町鉄道記念館

E C  モハl モハ1 ’’ 昭 4 日本車輌 ’’ デハニ 1 を改造

F C  ワ ム 204 ワ ム 201 II " 
E L  E D 2  ED l " 大14 憫山交 ラ ン ド

E C  モハ2 モハ1 " 昭8 日本車輌 " デハニ 2を改造

福 島 県

P C  三春馬車鉄道 郡山市三春公民館 レ プ リ カ

茨 城 県

S L  4 竜ケ崎鉄道 大14 川崎造船所

E L  ED 151  E D 1 5  国鉄 大15 日 立製作所 国鉄最初の国産E L
99 日 本鉱業 99 

P C  スエ383 ス エ 38 国鉄 （ 昭37) カ ニ 29 を改造

栃 木 県

E L  EF577 E F 57 国鉄 昭 17 日 立製作所 宇都宮市東公園

D L  13  住友セ メ ン ト 葛生町会沢小学校

F C  " 99 鉱車、 人車

S L  1412 関東鉄道 明29 ク ラ ウ ス おもち凶）町ト ミ ー刀易 元国鉄 1412 → 鹿島参宮鉄道

" 5 II 大10 日本車輌 お も ち ゃ の町駅前 C形タ ン ク 機

E L  足尾銅山 足尾銅山観光 鉱山用 E L

F C  99 " 鉱車

S L  30 B 3  東武鉄道 大 3 B ・ ピー コ ッ ク 葛生町 2 B形テ ン ダー機
99 58 B l  99 明30 " お も ち ゃ の町 元国鉄 5551
" 1080 1 070 日 鉄鉱業羽鶴 明33 ネ ル ソ ン 元国鉄 1080 → 日鉄鉱業赤谷
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鰤JI 車 両 番 号 形 式 使用事業者 包造年 I 製 造 所 I 所 在 地 備 考

群 馬 県

E L  EF 1628 EF 16 国鉄 （昭32) （国鉄大宮工場） 水上町町営駐車場 I EF 15を改造、 水上一石打問補機

S L  D 51561 D 51 昭16 国鉄苗穂工場 川 場村 S L ホ テ ル

P C  ナハネ 2074 ナハネ 20 99 昭38 日 立製作所
99 ナハネ 2086 ナハネ 20 99 昭 38 " 99 

” i ナハネ 2078 昭 38 II II 

N I ナハネ 2085 昭 38 II II 

" I ナハネ 2066 昭 35 99 II 

" I ナハネフ22503 ナハネフ22 " （昭43) （ 国鉄大宮工場） // 1 ナハ フ2052 （昭 34• 日立製） を改造

" I オロ ネ 1088 オ ロ ネ 10 昭40 日 本車輌 長野原町
II 列車 ホ テ ル

" I 才ロ ネ 1 090 昭40 /I ‘’ 

／， オロネ 1 091 " 昭40 I ‘’ 

S L  5 B l  東武鉄道 明31 B ・ ピ ー コ ッ ク 館林市分福セ ン タ ー 国鉄 5500 と 同形、 自社購入

T R  デハ27 平形医院 （渋川市） 伊香保軌道線で使用
S L  3 営林局 大10 ボ ー ル ド ウ ィ ン 利根村林業機械化 置戸営林署で使用

セ ン タ ー

D L  MO形 大15 ホ イ ッ ト コ ム II 

" DB lO II 昭30 協三工業 II 

P C  B 形 II 

F C  II II 

埼 玉 県

S L  6 B l  東武鉄道 明31 B ・ ピー コ ッ ク 東武動物公園 国鉄 5500 と 同形， 自 社発注

E L  ED 5052 ED 5050 昭32 日 立製作所 1 台 1 モ ー タ ー 両軸駆動 E L

E C  デハ5 デハl 昭 3 日 本車輌東京 東武電化時の第 1 陣電車
99 ト ク 500 ト ク 500 特別車 ・ サ ロ ン カ ー 、 レプ リ カ車

T R  203 200 II 昭29 汽車会社 日光軌道線用連接車
E C  モハ7329 モハ7300 II 昭34 日 本車輌 電気部品はモハ7301 よ り流用

車
、

体新
T R  6219 6000 東京都交通局 昭29

S L  37 B 4  東武鉄道 明31 シャーフヌチュアート 志本市立教高校 元国鉄5652
99 40 99 明31 川越市はつか り 公園 元国鉄5655

D C  キハ2002 キハ2000 昭29 東急車輌 妻沼町中央公民館 熊磁泉G屈武 哨←錢卜電化 で恨罪

D L  建設省 栗橋
建設

町
省工事事務所 河川工事用車両

F C  II II 

S L  4 西武鉄道 明19 ナス ミスウィルソン 所沢市ユ ネ ス コ 村 元国鉄403
" 527 K 2 形 川 崎重工業 c形タ ン ク 機
" 537 K 2 形 II 99 E 形 タ ン ク 機

E L  E61  E 61 II 大12 G. E .  元国鉄 E D l l l

P C  31 ~ 38(8両 II 西武鉄道
山

口線用客車
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腫ll 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

E C  デハ236 デハ230 京浜急行電鉄 昭 4 川崎車輌 川

越
口市

市

児

角

童

栄

文

幼
セ

化

稚
ン

園
タ ー

元湘南電気鉄道 デ 6

S L  205 200 雄別炭鉱鉄道 大12 コ ッ ペル J I I  

II D 5196 D 51 国鉄 昭13 汽車 会社 長瀞町 S L ホ テ ル
P C  ナ ロ ネ21 153 ナロ ネ21 99 昭38 日 立製作所 II 

99 ナハネ2058 ナハネ20 " 昭34 ’’ II 

" ナハネ2056 " 99 昭33 ／／ II 

" ナハネフ22502 ナハネ フ22 99 （昭43) （国鉄大宮工場） ’’ 元 ナハフ 205 1 昭34 • 日 立製作所）

東 牙． 都

S L  9856 9850 国鉄 明45 ヘ ン シ ェ ル 交通博物館 マ レ ー形、 急勾配用
99 C 57135 C 57 99 昭15 三菱重工業 " 国鉄最後の旅客列車牽引 S L

P C  松山人車軌道 99 人車軌道用客車
" （昭45) " 最古客車、 レプ リ カ

S L  2221 2120 国鉄 明38 ノ ースブリティッシュ 青梅鉄道公園
" 5540 5500 " 明30 B ・ ピー コ ッ ク " 
99 8620 8620 99 大 1 、汽車会社 " 
99 9608 9600 " 大 2 川崎造船所 " 
" C 1 1 1  C l l  99 昭 7 、汽車会社 " 
99 E l02 E lO 99 昭23 " 99 急勾配用 、 国鉄最後の新造 S L
99 C 51 5  CSl  " 大 9 国鉄浜松工場 " 
" D51452 D S l  99 昭14 、汽車会社 " 

P C  マイ テ39 1 1 マイ テ39 " 昭 5 国鉄大井工場 99 桃 山式内装
S L  34 B 3  東武鉄道 大 3 B ・ ピー コ ッ ク 大田区萩中交通公園 2Bテ ン ダー機、 自 社購入
" 39 " 明31 シャ—フヌチュアート 東京交通短大（、池袋） 元国鉄 5654
” 3 西武鉄道 明24 ダプス 昭和鉄道学園 元国鉄220→ 多摩鉄道
/, 5 II 明29 ナス ミ スウィ ルソン 保谷職員養成所 元川越鉄道

" 6 西武建材 玉川上7渇応丘 ＜
" 7 西武鉄道 明30 ピ ッ ツ バー グ 品川区東品川公園 元阪鶴鉄道 →国鉄2850
" K2 99 昭19 川 崎車輌 保谷職員養成所

E L  E 12 " 大12 ウェスチングバクス 保谷車両管理所（非） 元武蔵野鉄道

P C  ハフ l 99 明27 三田製作所 " （非）

E L  EB 101  EB l O  国鉄 昭 2 芝浦製作所 府中市交通遊園 元蓄電池棚関車 ABlOl

P C  スハフ 322146 スハフ 32 " 小金井市小金井公園

E C  デハ2410 デハ2400 京王帝都電鉄 昭17 日 本車輌 多摩動物公園 京王線で使用

T R  34 デハ30 東京急行電鉄 昭 2 汽車会社 世田谷区二子王川園 元玉川線専用車両
99 70 デハ70 II 昭17 川崎車輌 99 II 左右非対象
" 91  デハ80 99 昭27 東急車輌 世田谷区総合運動場 II 鋼体化改造車

E C  クハ3662 クハ3600 99 昭22 川崎車輌 府中市斉藤病院 戦災復旧車
99 モハ1406 モハ1400 小田急電鉄 昭 4 II 小田急経埋：教習所

- 65 -



種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

EC デハ1601 デハ 1600 小田急電鉄 昭17 川崎車輌 清瀬市円福寺

SW 1001 モハ1000 営団地下鉄 昭 2 日 本車輌 営団綾瀬車庫 （非） 日 本初の地下鉄車両

T R  22 20 東京都交通局 嬬区神闊電車庫跡
II 6003 6000 " 昭22 日 国工業 " 
II 6001 6000 99 昭22 99 北区飛鳥山公園
" 5501 5500 99 昭28 ナ ニ ワ 工機 台東区上野公園 日 本初の PCC カ ー

S L  1 有田鉄道 明45 コ ッ ペル 板橋区城北交通公園 8.5 ト ン B形タ ン ク 機
” 4 王子製紙 昭10 橋本鉄工所 紙の博物館 苫小牧工場で使用

E L  E F 5891 E F 58 サ ッ ポ ロ ビ ー ル
恵比寿工場

昭31 東芝 渋谷区恵比寿 ビ ア ス テ ー シ ョ ン恵比寿

神 奈 J I I 県

EC 10 モハ l 小田急電鉄 昭 2 日 本車輌 小田急大野工場（非） 小田急開業時の電車、 後に熊本電
気鉄道へ移籍 （デハ 300 形）

99 1 105 デハ 1 100 " 昭 2 " 99 （非）
II 2201 デハ2200 " 昭29 " 99 （非） 小田急初の高性能電車、通称 ‘ネコ ”

99 2218 " 99 藤沢市辻堂海浜公固 " 
E L  ED l O l l  デキ 1010 99 昭 2 川崎造船所 小田急鉄道資料館
T R  106 江 ノ 島電鉄 昭 6 新潟鉄工所 鎌倉市極楽寺
" 107 99 昭 6 ‘’ II 由比ケ浜公園
" 108 " 昭 6 99 江ノ 島駅構内
II 702 700 川 崎市交通局 （昭29) （ 日 本鉄道自動車） 交通児童公園 都電木造電車を改造
99 706 700 99 （昭29) ( " ） 川崎市桜川公園 （非） " 
99 523 500 横浜市交通局 昭 3 蒲田車輌 横浜市電保存館
" 1007 1000 " 昭 3 99 99 横 浜市交通局 初 の ボギー 車
II 1 104 1 100 99 昭 1 1 梅鉢鉄工所 " 
" 13 1 1  1 300 II 昭22 、汽車会社 99 

II 15 10 1500 II 昭25 日立製作所 99 

II 1601 1600 " 昭32 横浜市交通局 99 横浜市交通局最後の新造形式

FC 10 10  " 99 無蓋， 補修資材を運般

T R  1 205 1200 99 昭17 木南車輌 横浜市本牧市民公園
II 1518 1500 " 昭26 日 立製作所 ” 野毛山動物園
99 204 デハ200 東京急行電鉄 昭30 東急車輌 東急高津駅 元玉川 線専用平行 カ ル ダ ン 車

EC デl デl 京浜急行電鉄 昭 5 川崎車輌 京浜急行
久里浜工場（非）

99 デ51 デ51 " 大13 汽車会社 ” 
’’ 249 デハ230 " 昭 5 川崎車輌 三浦市油壷

マ リ ンパ ー ク
99 250 デハ230 " 昭 5 " 99 

’’ 601 デハ600 99 昭31 東急車輌 逗子市第一運動公園

S L 3 神中鉄道 大15 汽車会社 相模
電
鉄

車
道基か

地
し

（
わ
非

台
） 

PC ハ20 99 大15 " II 

S L  1 1 2  日 本鋼管 昭14 川崎車輌 日 杢尽鋼浜管
製鉄所 （非）

EC 21 20 箱根登山鉄道 大10 II 箱根登山鉄道強羅駅
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種別 I 車 両 番 号 I 形 式

3

5

 

ー

1

l

l

 

”
 

c
 

E
 

モハ3

使用事業者 i岬
1

製 造 所

箱根登山鉄道 昭10 川崎車輌

昭10 1 ”  

所 在 地
箱根登山鉄道

入生田車庫

備 考

千 葉 県

S L 『 小湊鉄道 大13 ボー ル ド ウ ィ ン 小湊鉄道五井車庫 千葉県指
定

文化財

" 2 II 大13 II 
” 

" B 104 II 明27 B ・ ピ ー コ ッ ク ’’ ” 
D L  ヤ マサ醤油 ド イ ッ 製 ヤ マサ醤油第三工場

T R  206 デハ200 東京急行電鉄 昭32 東急車輌 野田市清水公園 I 却i i線専用咋カル ダ ン車

S L  NUS 5 川崎製鉄 昭28 川崎車輌 千葉市千葉公園

" NUS6 II 昭28 ” 菰池公園

11 NUS7 " 昭28 ” 稲毛海岸

PC キハ2003 キハ2000 東武鉄道 昭29 東急車輌 東

船橋

船橋

市
駅～付以近

セ翌
の

農喜
熊谷

線（東武唯一の非電化）
FC 2 両 ア メ リ カ製

で使用

D L  木曽森林鉄道 酒井製作所 習志野市森林公園 I 5 ト ン

PC B 形
II ノ ヽニフ 106 九十九里鉄道 昭 2 雨宮製作所 鴇ケ峰幼稚固

DC ケハ107 大14 丸山車輌 片貝幼稚園

E L  デキ 3 デ キ 銚子電気鉄道 大11 ア ルゲ マ イ ネ 銚子電鉄仲の町駅

山

E L I ED !615 

11 I ED 171 

S L l 3 

梨 県

E D 16 国鉄

E D 17 I " 

三井埠頭

昭 6 日 立製作所

大12 I E .  E .  

甲府市若草町
総合会館

甲 府市舞鶴公園
富士急ハイ ラ ン ド

長 野 県

E L デキ 13 デキ 12 草軽電気鉄道 大 9 ジ ェ フ リ ー 軽井沢町中央公民館 L 形

" E D422 E D 42 国鉄 昭9 東芝 " 東部小学校 ア プ ト 式 E L

" 1 E D 191 ED 19 大15 ウェスチングンウス 箕輪町郷土博物館 最も遅く ま で残 っ た輸入 E L

DC キホハニ56 キホハニ51 佐久鉄道 昭 5 日 本車輌 佐久市中込学校 別府鉄道へ移籍 し 、 廃線（昭59)
（教育資料館） ま で活躍

EC モハ1001 モハ1000 長野電鉄 昭23 日 本車輌 長野電鉄須坂駅構内
" デハニ201 デハニ200 II 大15 汽車会社

E L  ED 502 E D 50 昭 2 日 立製作所
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年

T R  1 503 l SOO 横浜市交通局 昭26

PC ノヽニフ 1 松本電気鉄道 明37

D L  No.93 木曽森林鉄道

PC " 
S L  1 99 大 4

D L  C 4 形 " 
II No. 120 " 

PC /9 

99 99 

D L  99 

PC 99 

D L  99 

PC " 
S L  2 " 

II C 5696 C 56 国鉄 昭 1 2

PC オロネ 102008 オ ロ ネ 10 II 昭34
II オ ロ ネ 102071 オ ロ ネ 10 " 昭38
II オ ロ ネ 102016 オ ロ ネ 10 " 昭34
II オ ロ ネ 1069 オ ロ ネ 10 99 昭38
" オ ロ ネ 1028 オ ロ ネ 10 99 昭35

新 潟 県

S L  2 東洋活性白土 昭31

// 1 " 
II 3 羅須地人協会 昭14
II 2 頸城鉄道 明44
" 1 信越化学 昭 2

SC ラ キ 1 頸城鉄道 ⑲ 2心

PC ホハ3 II 大 3
II ハ5 明44

EC クハ181-45 ク ハ 181 国鉄 昭 40
’’ ク モニ83001 ク モニ83 " 昭42)

D L  DD21 1  DD21  99 昭39

EC サハ306 サハ300 越後交通

製 造 所

日 立製作所

甲武飯田 町工場

酒井製作所

ボ ー ル ド ウ ィ ン

酒井製作所

ボ ー ル ド ウ ィ ン

日 本車輌
” 
II 

‘’ 

” 

日 立製作所

協三工業

楠木工業
コ ッ ペル

日 本車輌

（頸城鉄道工場）

日 本車輌
" 

汽車会社

（国鉄盛岡 工場）

日 本車輌
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所 在 地 備 考

松
北

長
碑本
野

霜巾気H
長

村鉄
野

民

営道新

林

プ
局村亜

ー

庫前
ル

元院電デハ 968→信濃鉄道客車

" 

上松町森林鉄道
記念館

99 

99 

99 理髪車
99 特製C形客車

上松駅前
99 

王滝村滝越 や ま ば と 号
99 II 

木曽福島駅近 く
野辺山高原

S L ホ テ ル
II 

II 

’’ 

II 

II 

糸

糸

頸
台

東

魚

洋魚
湾

城

活
／

／
廷

自

1

1

件
|

|

市

市

隆
動

白

車

美

谷

炭

＋

（
村山予
f

砿
本

T

定建

公

這

社

場

よ

園
） 

設

前

内

り

6 ト ン B形 タ ン ク 機
5 ト ン B形タ ン ク 機

3 5 ト ン B形ボ ト ム タ ン ク 機

上越市五智交通公函 B 形 タ ン ク 機

東洋活性白土工場内

頸城村大養小学校

新潟市自然科学館 元
魚

沼鉄直→国鉄 ケ ハ 3 7 1

国鉄新津車両管理所（非）
" ( II ) モ ハ 7 2 1 1 9 を改造

II ( ,, )  

ド ラ イ ブイ ン観音山



厨JI 車 両 番 号 形 式 使用 事業者 邑造年 製 造 所 1 所 在 地 I 備 考

富 山 県

D C  5 EM - D  富山営林署

D L  MRT 20 ‘’ 

S L  3 中越鉄道

E C  モハ 7542 富山地方鉄道

T R  5027 デ501 0 加越能鉄道
99 5028 

E C  クハ123 クハ 1 20 富山地方鉄道
" モハ7531 モハ 7530 " 

S L  D 5 1 260 D 5 1  国鉄

P C  オハ352370 オハ35

” オハフ 352193 オハフ 35

" I ナハネ 2071 ナハネ 20

” i ナハネ 2064

” l オ ロ ネ 1089 オ ロ ネ 10

石 J l l  県

S L  C i 55 尾小屋鉄道

D C  キハ3

P C  ハフ3

D L  DC 1 22 II 

P C  ホハフ 7

D C  キハ2

D L  DC 12 1  " 

P C  ホハフ 3
" ホハフ 8

D C  キハ l

P C  ハフ l

” ノ ヽフ 2

福 井 県

E L  E D 701 E D 70 国鉄

岐 阜 県

E C  モ 767 モ 750 名古屋鉄道

S C  キ 1 32 キ 1 00 国鉄

D L  木曽森林鉄道

P C  II 

F C I 

昭 29 ナス ミス ・ウィルソン

昭 1 1 日 本車輌 東京

昭25 日 立製作所

昭 6 日 本 車輌

昭 16 II 

昭 14 国鉄長野工場

昭35 日 立製作所 I 

昭 35 ’’ 

昭40 日 本車輌

昭24 立山重工業

昭29 汽車会社

大 7 名古屋電車

昭33 協三工業

大 1 3 日 本車輌

昭 1 3 日 立製作所

昭27 協三工業

大10 梅鉢鉄工所

大 1 3 日 本車両

昭 1 2

大 7 名古屋電車

大 7

昭32 三菱重工業

昭 3 日 本車輌
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立山風土紀 の丘
資 料 館

II 

砺波市園芸試験場 中越鉄道 （通称 ｀｀
中越弁慶 ’' ）

太閣山 ラ ン ド → 国鉄 1 052

滑川市行田公園

滑川市
東福野自然公園

滑川
園

市内東
S
福L野

ホ
自

ア然Iム\ レ

II 

II 

’’ 

II 

99 

元尾小屋鉄
99

尉、屋駅

小松市小松児童会
粟津公固

II 

” 

II 

ド ラ イ プイ ン北国

敦賀第二機関区

（動）赤門軽便鉄道保存会所有

( " )  ” 

( II )  ” 

最初の量産実用交流 E L

蓑老町投老 ラ ン ド I 元瀬戸電ホ 100 形

高山市昭和児童公園
高 山市宮峠の

ド ラ イ ブ イ ン
II 

II 



腫別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

静
l 

岡 県

S L  C 1 1 227 C 1 1  （動） 大井川鉄道 昭17 日 本車輌 金谷一千頭間運行
" C 5644 C 56 （動） 99 昭 1 1 三菱重工業 " 

E C  3001 デハ3000 （動） 99 昭32 日 本車輌 " 元小 田急 S E 車 1 編成
" 3002 " （動） " 昭32 " 99 II 

II 3003 99 （動） 99 昭32 99 99 II 

" 3004 99 （動） 99 昭32 " 99 II 

" 3005 99 （動） " 昭32 II " II 

P C  オハ352022 オハ35 （動） 99 昭14 ” 99 

" オハ352149 99 （動） 99 昭15 国鉄小倉工場
" 

" オハ352435 " （動） " 昭16 日 本車輌
99 

" オハ35459 99 （動） 99 昭16 ’’ " 
" オハ352559 99 （動） 99 昭 17 99 

" オハ352857 " （動） " 昭21 99 

II オハフ 332215 オハフ 33 （動） " 昭16 川 崎車輌 " 
" オハフ 33469 " （動） 99 昭23 日 立 製作所 " 
99 オハ472081 オハ47 （動） 99 昭27 99 

99 スハフ 422286 スハフ 42 （動） " 昭29 99 

S L  1275 1275 （動） " 大 1 1 コ ッ ペ ル 千頭ー川根両国
運
間

行
元新潟臨港開発 A 1 ---,!国鉄 1275

" l （いず も ） （動） " II 99 元一畑軽便鉄道 4 →住友セメ ン ト
99 49616 国鉄 9600 大井川鉄道所有 大 9 川崎造船所 せんず S L 資料館
" 2109 " 2100 99 明24 ダ ブ ス 99 

" C !2164 " C 1 2 99 昭 ］ 2 日 本車輌 99 

E C  モハ301 モハ 300 " 大 1 1 汽車会社 " 元国鉄モハ 1 035 →ヨ言鉄道デ 3ITT
" モハ305 II 99 昭 3 新潟鉄工所 99 元富士身延鉄道 モハ 1 13 →国鉄
99 モハ306 II " 昭 3 ” " モハ 93009

元富士身延鉄道 モハ 1 10 →国
" クハ 5(J7 99 昭 3 川 崎造船所 99 鉄 モハ 93OOO

元西武鉄道 ク モ ハ 160
D L  DB lO 千頭森林鉄道 大井川鉄道千頭駅前
" G M l O  " 99 

F C  ( 2 両） " 99 

D L  " 昭30 岩崎 レ ー ル工業 寸又峡温泉
P C  99 " 
T R  6181 6000 東京都交通局 昭 25 熱海市熱毎城内

99 6189 99 " 昭 25 99 

" モハ65 静岡鉄道 昭 1 1 汽車会社 清水市清水港湾資料館 清水市内線用車両
E C  21 -59 国鉄 富士市新通町公園 新幹線用
S L  ケ91 ケ 90 " 大 7 大 日 本軌道 浜松市児童会館 元東濃鉄道 2 →国鉄
" B 15 静岡鉄道 静岡市児童文化会館
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厨l1 車 両 番 号 1 形 式

愛 知
S L I  1 

使用事業者 i製造年I 製 造 所 I 所 在 地

県
尾西鉄道

1 ---, 

明29 I プル ッ ク ス I 博物館明治村

備 考

" 1 9  

" 1 1 2  

P C ハフ 1 1
" I ハフ 13
" I ハフ 14

T R I Nu l  

" I Nu2 

E C モ401
” モ766

E L デキ202

E C モ 583
” モ852

" I モ3501

" I ク 2351
” ク 2501

E L デキ201

E C モ805
” ク 2313

S L I B  1 1  

" I B 1 2  

E C モ565

E L デキ 251

E C ク 81

T R モ 3602
” モ3901

E C モハ14

E L デキ201

F C ワム21

S L I  2412 

T R l 1475 

F C l 2  

T R I 1603 

,, 1 1638 

,, 1 1814 

日 本鋼管鶴見 明45 ボ ー ル ド ウ ィ ン I ” 

尾西鉄道 明 7 シャプスチュアート I ” 

羽後交通 明41 天野工場 I ” 

” 大 l 新宮鉄道 1 ” 

” I 大 1 ” 99 

狭軌 1 形 I 京都市交通局 I | | ” 

モ 400 名古屋鉄道 （昭27) （ 日 本車輌） 岡崎市南公園

モ750 /， 昭 3 日 本車輌 瀬戸市市民公園

デキ 200

モ580

モ850

モ 3500

ク 2300

ク 2500

デキ 200

モ800

ク 2300

B 10 

モ560

ク 80

モ3600

モ 3900

モハ 10

2400 

T R I  1401 1 1400 

,, 1 3003 1 3000 

VON A (A車

1400 

1 600 

1 600 

1800 

E C I クモハs2004 I クモハ52

K C  

北恵那鉄道

豊橋鉄道

石原産業

国鉄

上野モ ノ レ ー ル

昭 3 | ” 
昭30 ”

昭12 I ,, 

昭17 ”

昭12 I ”

昭] 7 I " 

昭 3 I " 

昭 J O I " 

昭13 I " 

昭49 協三工業

昭49 ”

昭 2 日 本車輌

昭 1 1 日 本車輌
昭1 2 日 立製作所

昭23 新混鉄工所

大14 日 本車輌

明37 | ハ ノ マ ー ク I 名古屋市立科学館 I 元国鉄 241 2

名古屋市交通局 I 昭 ］ l | 日 本車輌

昭19 I 木南車輌

名古屋市交通局 I 昭16 I 日 本車輌

（大15)

昭25 日 本車輌

昭26 ”

昭28 I " 

昭J2 I " 

南知多 ビー チ ラ ン ド I 岐阜 市内線用

豊橋市鞍ケ池公園

幡豆町児童公固
（愛知 こ ど も の国）

飛鳥村 レ ス ト ラ ン
エ ルザ

（動）

（動）

（動）

（動）

（動）

（動）元N電 8 号

（動） ” 15号

谷汲鉄道開業時の車両

流線形、 通称 ‘‘ な ま ず”

Il蜘内の ラーメ ン店 1 元名古屋麟 72290形

豊橋市子供自然公園 元三重交通神都線 モ 542

元名古屋市交通局 1 1 73

設楽町奥三河郷土館 1 田口線用 、元豊川鉄道モハ14→国鉄

渥美フ ラ ワーセ ンタ ー

戦前最後の連接車

新交通 ンヽス テ ム

名古屋市兎且叙令公園 1400 形 ラ ス ト ナ ンバー

” 電動貨車、 元 2 号を改造

刈谷市交通公園 名古屋市電最多両数 (76両） 形式

春日井市交通児童公園 ” 

豊田市交通公園

日本胴麟訓工堺非） I 流線形、 飯田線で活躍

” （非）
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

D L  石原産業 豊橋市地下資源館 坑内パッ テ リ ー ロ コ
" DB 5-76 木曽森林鉄道 豊橋市こ じ ま 保育園

P C  99 99 

F C  99 99 

S L  ケ 90 ケ 90 国鉄 大 7 大 日 本軌道 国鉄中部鉄道学園 元東濃鉄道 1 →国鉄

滋 賀 県

重 県

E C  モニ226 モニ220 近畿日 本鉄道 昭 6 日本車輌 四日市市ス代ーツランド 八王子 ・ 内部線用 ナ ロ ー 電車
S L  7 北沢産業 長島温泉 刃 ニヽランド

99 1 5  日 本鋼管 99 

99 122 " 99 

" 236 明 治鉱業 " 
99 C l lOl C l l 日 本炭 砿高松 昭 1 6 日 立製作所 99 元 日 産化学

E L  ED 222 三岐鉄道 大14 ウェスチンクシ ウス 大安町運動公園 元信濃鉄道→国鉄ED 222

牙 都 府

S L  8630 8620 国鉄 大 3 汽車会社 梅小路蒸気機関車館
" 9633 9600 " 大 3 川崎造船所 99 

99 B 2010 B 20 99 昭21 立山重工業 99 

99 C l  164 C 1 1  99 昭10 川崎車輌 " 

99 C51239 C 5 1  99 昭 2 汽車会社 99 

99 C 5345 C53 99 昭 3 99 99 

99 C 551 C55 99 昭 9 川崎車輌 " 
99 C 56160 C56 99 昭14 99 " 
99 C 581 C58 " 昭13 汽車会社 99 

99 C 59164 C59 " 昭19 日立製作所 99 

II C612  C61  99 （昭23'. （国鉄浜松工場） 99 

99 C622 C62 " （昭23 （ 日立製作所） " 
99 D 50140 D50 " 大15 日立製作所 " 
99 D 5 1 1  D51  99 昭10 川崎車輌 99 

II D 51 200 " " 昭15 国鉄浜松工場 99 

" D 52468 D52 " 昭21 三菱重工業 99 

T R  No.2 狭軌 l 形 京都市交通局 平安神宮 N電
99 No.6 " " 京都市大宮交通公園 ” 、 児童文庫に利用
99 1860 1 800 99 （昭43) 99 児童文庫に利用

S L  C-160 加悦鉄道 昭 1 7 李江機械製乍折 99 元 日 本治金工業

" 2 ’’ 明 6 ス チ ブ ン ソ ン 加悦 S L の広場 元国鉄 123 →簸上鉄道 1 23
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者

S L  4 加悦鉄道
99 126 1  99 

" C57189 C57 国鉄
99 C58390 C58 II 

P C  ノ ヽブ2 加悦鉄道
99 ノ ヽブ3 99 

99 ノ ヽ 10 99 

’’ ハ 4995 国鉄

S C  キ 165 キ 100 99 

F C  サハ 3 1 04 加悦鉄道

T C  ヨ 2047 II 

99 ハ プ 3 99 

大 阪 府

S L  223 国鉄
" D512  D51  " 
99 C6226 C62 " 

E C  16-1 0系 " 
99 2 1 - 1  9/ 99 

" 22-1 9/ 99 

" 35-1 9/ " 
D C  キハ 813 キハ 81 II 

P C  ス シ28301 ス ・ン28 " 
99 ナシ2024 ナ シ20 " 
99 マ ロ ネ フ 591 マ ロ ネ フ 59 " 
99 マイ テ 492 マイ テ 49 " 

D L  DF5018 DF50 " 
99 DD5433 DD54 " 

ML-500 99 

K C  No.6 1  サンフランシスコ

T R  5（復元） 5 大阪市交通
市
局営

" 25 散水車 99 

" 30 1 1  ’’ 
" 528 501 " 
" 1644 1601 99 

II 3050 3001 " 
99 3045 3001 " 
99 801 801 99 

99 2201 2201 99 

99 644 601 II 

製造年 製 造 所

大 1 1 川崎造船所

大12 日本車輌

昭21 三菱重工業三原

昭21 汽車会社

大 5 名 古 屋電車

明22 ハンテルチーゞン

大15 梅鉢鉄工所
明26 国鉄新橋工場

昭13 国鉄土橋工場

大14 藤永田造船所

明35 汽車会社

昭10 川崎車輌

（昭23) （川崎車輌）
昭39 日 本車輌東京

昭39 99 

昭39 99 

昭39 9/ 

昭36 日 本車 輌

昭34 日 本車 輌

昭1 3 国鉄鷹取工場

昭 13 国鉄大井工場

昭33 三菱重工業

昭41 99 

（昭28)

大14 藤永田造船所

明45

明44

昭 4

昭31 日 立製作所

昭31 ’’ 
昭 7 ) （交通局工場）

昭29

大 3 梅鉢鉄工所
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所 在 地

加悦S L の広場
99 

99 

" 
99 

" 
" 
" 
" 
" 
99 

99 

交通科学館
99 

" 
" 
" 
99 

99 

II 

99 

99 

" 
99 

" 
99 

" 
" 

大阪市電保存館
99 

" 
" 
" 
99 

虚市八幡屋交通公園

虚歳疇
郡

鴨lo)
II （非）
" （非）

備 考
元長野電鉄 4

元簸上鉄道 6 →国鉄

元伊賀鉄道ハ 1 1

元伊賀鉄道ハ プ 2

国鉄ハ 4995→加悦鉄道ハ 20

元東京急行電鉄

新幹線電車
99 

99 

99 

初の特急用 デ ィ ー ゼル動車

リ ニ ア モ ー タ ー カ ー

大1鴻町20号 ( 2 階電車） を改
距

土

完全形で残っ た戦前の散7虹肛

2 期線開業後に大量製造、 元 285

大阪市電初のボギー車

大阪市電初の鋼製大形低床ホ キ、ー車
大阪市電最後の新造形式

" 
木造 1001 形 （大10製） の鋼体化



別 車 両 番 号 形 式 使用事業者

SW 105 100 大阪市交通局

EC 63 60 京阪電気鉄道
" モハ1261 モハ 1251 南海電気鉄道

E L  5107 

T R  モ 212 モ 205
II モ 223

EC サハ1895 " 

S L I C 1238 C l 2  国鉄

11 C5698 C56 

" I C5848 C58 

" 1 C5866 

" C57148 C57 

E L  EH 1061 EH lO 
" EF15120 EF15 

D L  DF504 DF50 

EC 21-2 
99 22-2 

T R  モハ229 モ 205 阪堺電気軌道

EC モハ52001 モハ52 国鉄
" 116 デイ 100 阪急電鉄

" 1 900 900 

" 1 20001 20000 南海電気鉄道

" 1 20002 9/ ’’ 

奈 良 県

T R  1 （復元） デボl 近畿日本鉄道

和 歌 山 県

T R モ 217 モ 205 南海電気鉄道
" 321 

,, Iモ 226 モ 205 ’’ 

" I モ 227 II ’’ 

製造年 製 造 所

昭 5 田 中 車輌

昭 9 日 本車輌

昭 1 3 梅鉢鉄工所

大12

（昭13) （南海鉄道）

（ 昭13) ( 99 ） 
昭25 富士車輌

昭 8 日 立製作所

昭 1 2 日 本車輌

昭13 川崎車輌

昭13 " 
昭15 三菱重工

昭32 東芝

昭29 三菱重工業

昭32

所 在 地 備 考

市拒斤俳

枚方市枚方パー ク I 日 本最初の連接車、 びわ こ 号

高石市浜寺公園

堺市さ やま 遊固

堺市賢明学院幼稚園 木造 1 形を 自 社工場で鋼体化

東大阪市鴨高田神社

堺市中百舌鳥
グ リ ー ン パー ク

共永巽業

大阪城公園 [S .58 . 9 共永興業→大阪市に寄贈レ ス ト ハ ウ ス
共永興業
東淀川区東淡路公園

大阪市新在家緑地

東淀川区豊中西
第 4 号公園

昭39 日 本車輌東京 吹田市関西鉄道学園 新幹線電車

昭39 " " 

（ 昭13) （南海鉄道） 大阪産業大学 木造 1 形を 自 社工場で鋼体化

昭 10 川 崎車輌 国鉄吹田工場 （非） 流線形

昭 3 汽車会社 摂津市阪急正雀工場 元新京阪鉄道

昭 5 川崎車輌

昭36 帝国車輌
I
南海の歩み記念史 特急 「 こ う や」 号に使用

列車館
／／ 9/ ” ”  

大 2 汽車会社

l

良市あやめ一 元大阪電気軌道 1 号車

（昭1 3) （ 南海鉄道） 和歌山 市交通公園 I 木造車 1形 を 自 社工場で鋼体化
9/ 岡公園

（昭13) （南海鉄道） 四恩学園 木造車 1形を 自
‘
社
’

工場で鋼体化

（昭13) ( ’’ ） ’’ 
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腫別1 車 両 番 号 1 形 式

兵 庫

E L  I EF527 I FF52 

E C クハ181- 1 クハ181 I " 

” 602 600 1 阪急電鉄
" I 1 I I " 

" 1 10 テロlO(P-4) 1 " 

,, 1 301 
E C l 2  

T RI No.5 

S L I  103 

,, 1 550 

S L 若鷹

DC キハ101

E C l 206 

P C I  ( 3 両）

F C I C 4 両）

K C I  ( 4 両 1 編成）

T Rl 705 

S L l 7  

,, I No.535 
E C I  1 

” 215 

岡

D C
I
ホ ジ9

S L l 2  
11 I 1 

P C ホハl

F C ワ フ l

D C キハ 3001

E C クハ5

F C  

E C  

広

T R
I
10l 疇

" 1 156 

" 1 157 

狭軌 1 形 ［ 京都市交通局

東洋 レ ー ヨ ン

阪急電鉄

阿波鉄道

キハ 101 別府鉄道 昭 9 川崎車輌

200 山陽電気鉄道 OOl D （川崎車輌）

頸城鉄道自動車

550 

700 

1 

210 

山

島

使用事業者 I製造年I 製 造 所

県

国鉄 昭 3 I川崎車輌

昭23 川崎重工業 ／9 

大14 川崎造船所 ” 日 本最初の 金鋼製車

阪急宝塚電車博物館 元箕面有馬電気鉄道 1
昭 2 （半鋼化） の状態 に 復元

” 元新京阪鉄道、 新迪寺冴犬態に復元
／， 大13 汽車会社

能勢電気軌道 大 2 関西車輌

大 4 ポ ー タ ー

昭23 ナ ニ ワ工機

姫路市交通局

神戸市交通局 昭12 長岡工業

井笠鉄道 大14 コ ッ ペル

所 在 地 I 備
| | 

川崎重工業兵庫工場 ！ 国産初の大形 E L

ア ルナエ機

国鉄鷹取工場

別府町中島公園
山陽鉄道東二見

工場 I 元兵庫電軌28号の鋼体化
曽我部光明（神戸市
灘区、 個人） 宅

‘’ 

姫路市交通局車庫罪

交通局名谷車庫（非）

姫路市内

台
湾

製糖 宮崎建認朋石屯魚住〗
阪神電気鉄道 昭 2 藤永田 造船所 阪神パ ー ク

” 昭18 汽車会社 ” 

県

井笠鉄道 昭 6 梅鉢鉄工所 笠岡市交通公園

大 2 コ ッ ペル 池田動物園

大 2 I ,, 井笠鉄道記念館

大 2 日本車輌

大 3 I " 

岡 山臨港鉄道 昭12 加藤車輌 岡山港近 く

下津井電鉄 昭 6 日本車輌 下津井駅構内

大 3 内田鉄工所

大 2 I 日本車輌

県

（動）広馬電鉄 大 1 日 本車輌 広島電鉄江波車庫 1 冬期以外運行

広島電鉄 大14 梅鉢鉄工所 ” 

大14 広島市交通公園

阪急最初の半鋼製車

考

N 電

元長門鉄道 101 →山陽電軌

元中国鉄道キハニ 200 →国鉄

カ ハ S ( DC) を改造

備前長船モ ー テル I 元西大寺鉄道の車輌 を 改造
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別 車 両 番 号 1 形 式 1 使用事業者 巴造年1 製 造 所 1 所 在 地 備 考

鳥 取 県

S C キ 182 キ 100 国
99

鉄 国鉄後藤工場（非）

D C キハ391 1 キハ391 昭47 国鉄大宮工場 国鉄技術研究所 I ガス タ ー ビン試験車

沖ノ 山森林鉄道 智頭町山形小学校

P C l 50 I フ 50 1 日 の丸自動車 明20 バー ミ ン ガム 米子市米子城跡 1 法勝寺線 2 軸客車

島 根 県

山 ロ 県

S L
I
C571 C57 （動）国鉄 昭12 川崎車輌 小郡機関区 山口線小郡一津和野間運行

" D601 D60 国鉄 昭26) （川崎車輌） 山口県立博物館 D50 を改造

" 1 2  防石鉄道 明27 ク ラ ウ ス 防府市迫戸児童公園 元川越鉄道 2

海軍 明40 石川 島造船所 下松市下松工業高校

香 J I  I 県

徳 島 県

P C  オハ472276 オハ47 国鉄 昭29 汽車会社 川島町 ク ロ ス
”

座席
99 オハ472281 昭28 新潟鉄工所

愛 媛 県

E L  ED 1 04 住友別子鉱業所 昭25 日 立製作所 月1仔鉱山記念館
99 6 ト ン ト ロ リ ー電車

P C  かご電車

F C  大形 4 輪鉱車

P C  ハl 伊
予

鉄道 松山市正宗寺子規堂
/9 ハ31 ” 梅津寺パー ク

S L l II ” 伊予鉄道本社前 I レプ リ カ

高 知 県

S L I C 1 1 1 17 I Cll 国鉄

P C オハ61728 オハ61 I 11 

" I オハ61856 I " 

T Rl 7  1 7 

昭10 I川崎車輌

昭30)

中村駅前 S Lホ テ ルI

” 
”

「
昭30)

I
土佐電気鉄道 （昭59) （土佐電鉄工場） 土佐電鉄知寄町車庫 1 土佐電創薬涛の車両 ・ レフ゜ リ カ （ 動 ）
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種別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

福 岡 県

E L  ED721 ED72 国鉄 昭36 東芝 北九州市老松公園 九州最初の交流E L
" EF 1035 EFlO  " 昭16 99 99 大里公園
99 EF301 EF30 II 昭35 三菱重工業 " 勝山公園 関門 ト ン ネ ル用ス テ ン レス 製 E L

S L  C l ll31  C l l  " 昭8 汽車会社 直方市石炭記念館

F C  セム 1 99 

S L  32 貝島炭鉱 大14 コ ッ ペル " 日 本iゴ會入された最大のコッペレ機

F C  ロ ト 22 99 99 

E L  99 炭鉱用凸形

P C  スハ32349 スハ32 国鉄 福岡市貝塚公園

S L  5 豊国セ メ ン ト 昭22 日 立製作所 苅田町苅田小学校 25 ト ン C 形 タ ン ク 機
" 1 西 日 本鉄道 明44 コ ッ ペル 北九州市到津遊園地 元大川鉄道 4 →西鉄 1

T R  323 " 昭31 東洋工業 99 北方線用車両

S L  59684 9600 国鉄 大 1 1 川崎造船所 田川市石炭記念館

F C  セ 1208 三井三池港務所 明44 " 

佐 賀 県

S L  268 230 国鉄 明43 汽車会社 島 栖市役所前

長 崎 県

T R  168 160 長崎電気軌道 明44 川崎造船所 長崎電気軌道車庫 元九州電軌35号→西鉄、 （動 ）
99 1 62 160 " 明44 ’’ 長崎市あやめ幼稚園 99 6 号 →西鉄

S L  C 1 201 C 1 2  島原鉄道 昭23 日本車輌 島原市役所 戦後初の私鉄御召列車牽引機

熊 本 県

S L  15  三井三池港務所 明40 ポ ー タ ー 荒尾市三井
グ リ ー ン ラ ン ド

D L  森林鉄道 酒井製作所 矢部市内大臣

P C  99 " 車掌車

D L  熊本営林局 昭36 熊本市監物台樹木園

大 分 県
D C  キハ0741 キハ07 国鉄 昭12 旧豊後森機関区
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腫別 車 両 番 号 形 式 使用事業者 製造年 製 造 所 所 在 地 備 考

宮 崎 県

S L  1 宮崎交通 明45 コ ッ ペル 宮崎市宮崎大学

EC 国鉄 東都農駅 リ ニ ア モ ー タ ー カ ー実験車

鹿 児 島 県

S L  1 A形 鹿児島交通 大 2 ハ ノ マ ー ク 元鹿
加
児島

世
交通

" 2 A形 大 2
田駅構内" II II 

" 4 C形 " 大15 日 本車輌 ’’ 
" 5 5 " 昭 5 汽車会社 II 

沖 縄 県

S L  C57 87 C57 国鉄 昭14 日 立製作所
今リ ソ帰ー仁ト

村沖縄

PC ナシ206 昭35 日 本車輌
ステーシ ョ 乃亦‘’ II 
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付 表 ー 4 都 道 府 県 別 保 存 国 鉄 蒸 気 機 関 車 一 覧

車両番号 I 所 在 地 I 車両番号 I 所 在 地 l 車両番号 I 所 在 地

D51 157 上 川 町 自 然 公 園 C l ! 367 東北本線 小 牛 田 駅 前 公 園
D51 159 岩 内 町 運 動 公 園 C58 19 古 川 市 児 童 遊 園 地

7106 （静） 北 海 道 鉄 道 記 念 館 D51 237 国 鉄 苗 穂 工 場 C58 1 1 4 岩 出 山 町 城 山 公 園
71500<猥1� " I DSl 286 小 樽 市 朝 里 川 湿 泉 C58 1 22 築 館 町 薬 師 公 園
B20 1 岩 見 沢 市 総 合 公 園 D51 297 滝 川 市 郷 土 館 C58 228 石 巻 市 児 童 公 園
C l !  133 苫 小 牧 市 青 少 年 セ ン タ ー D51 31 1 留 辺 薬 町 公 民 館 C58 328 三 春 町 緑 地 公 園
C l l  17 1 標 茶 町 富 士 公 園 D51 312 深 川 市 一 己 町 桜 山 公 園 C58 354 利 府 町 森 郷
C l l  207 静 内 市 交 通 公 困 D51 320 追 分 町 鉄 道 記 念 館 C58 356 陸 羽 東 線 中 山 平 駅
Cl 1 209 中 標 津 町 郷 土 館 前 D51 327 森 町 赤 井 川 白 樺 荘 C58 365 仙 台 市 市 民 S L 広 場
C l l  224 標 津 町 公 民 館 D51 333 白 老 町 ポ ロ ト 公 園 C60 1 仙 台 市 西 公 園
C12  2 札 幌 市 円 山 公 園 D51 337 和 寒 町 郷 土 資 料 館 C61 1 東 北 鉄 道 学 園

|
 北 海 道

C l 2  6 
48624 
C55 30 

北 海 道 鉄 道 記 念 館 D51 397 士 別 市 つ く も 水 郷 公 園 I D51 1 1081 仙 台 市 市 民 S L 広 場

国 鉄 釧 路 工 場 1 D51 398 名 寄 市 立 博 物 館
北 海 道 鉄 道 記 念 館 D51 444 北 見 市 美 芳 町 広 場

秋 田 県

C55 49 稚 内 利 尻 ド ー ム D51 560 室 曲 市 青 少 年 科 学 館 C l l 372 鷹 巣 町 児 童 公 園
C57 144 岩 見 沢 市 は ぎ ぞ の 公 園 D51 566 赤 平 市 赤 平 公 園 C51 44 国 鉄 土 崎 工 場
C57 201 旭 l 肺郷土博隣部賑詰澤分館 D51 859 遠 軽 市 遠 軽 公 園 D51 232 秋 田 市 大 森 山 公 園
C58 33 清 里 町 児 童 公 固 D51 947 七 飯 町 グ リ ー ン ラ ン ド D51 270 横 手 市 横 手 公 園
C58 82 美 幌 市 柏 ケ 丘 公 園 D51 953 豊 浦 町 東 雲 町 民 公 園 D51 370 秋 田 市 土 崎 港 児 童 公 園
C58 98 深 川 市 桜 山 公 園 D51 954 富 良 野 市 市 立 郷 土 館
C58 106 釧 路 市 幸 町 公 園 D51 1052 キ リ ン ビ ー ル 千 歳 工 場
C58 1 19 北 見 市 美 芳 町 広 場 D61 3 留 朋 市 見 晴 公 園
C58 139 湧 別 町 郷 土 館 D62 3 北 海 道 鉄 道 記 念 館
9643 
1 9603 
1 9671 
29638 

39628 
49600 
49643 
59601 
59609 
596 1 1  

59614 

59683 
69644 
7961 5  
796 16  
D50 25 
D51 6 
D51 1 1  
D51 47 
D51 95 

苗 穂 サ ッ ポ ロ ビ ー ル 園
日 高町 レク リ エ ー ショ ン広場
帯 広 市 緑 ケ 丘 公 園

青 森 県

山 形 県

68691  山 形 市 十 日 町 都 市 公 圏
C58 231 上 山 市 市 民 の 広 場
C58 304 新 庄 市 金 沢 公 園
9632 酒 田 市船場町海洋 セ ン タ ー

旭 I I市郷土博物館神居古澤分館 C l l 167 む つ 市 運 動 公 園
滝 上 町 滝 上 公 園 Cl l 210 野 辺 地 市 愛 宕 公 園 C l ! 63 喜 多 方 市 第 2 小 学 校

美 珂 町 中 町 公 園 48640 鯵 ケ 沢 町 役 場 前 Cl l 244 只 見 線 会 津 柳 津 駅 前
網 走 市 中 央 公 園 D51 1 13 三 沢 市 中 央 公 園 Cl l 254 会 津 線 荒 海 駅 前
名 寄 市 立 博 物 館 D51 663 十 和 田 市 西 公 園 C!2 60 元 川 俣 線 岩 代 飯 野 駅 前
三 笠 市 総 合 運 動 公 園 D51 762 八 戸 市 長 根 総 合 公 園 C12 66 元 川 俣 線 岩 代 川 俣 駅 前

大 樹 町 柏 林 公 園 D51 892 弘 前 市 こ ど も 王 国 78693 国 鉄 郡 山 工 場 内
小 樽 市 朝 里 川 温 泉

岩 手 県
C50 103 原 町 夜 の 森 公 園

斜 里 町 町 民 会 館 C57 46 福 島 市 児 童 文 化 セ ン タ ー

紋 別 町 南 が 丘 七 丁 目 C58 103 ー 関 市 体 育 文 化 会 館 C58 16 磐 越 西 線 会 津 若 松 駅 線
倶 知 安 市 文 化 セ ン タ ー C58 239 盛 岡 市 交 通 公 園 C58 215 会 津 坂 下 町 坂 下 小 学 校
日 高町レク リ エ ー シ ョ ン広場 C58 342 北 上 市 天 満 宮 境 内 C58 244 只 見 町 開 発 セ ン タ ー

北 見 市 常 盤 公 園 9625 宮 古 市 磯 鶏 公 園 C58 328 三 春 町 緑 地 公 園
旭川市郷土博桝棺神居古灌分館 D51 68 雫 石 町 小 岩 井 農 場 D51 264 郡 山 市 開 成 山 公 園
札 幌 市 農 試 公 園 D51 946 い わ き 市 松 ケ 岡 公 園
岩 見 沢 市 は ぎ ぞ の 公 園

宮 城 県

上 川 郡 新 得 狩 勝 峠 Cl ! 351 1仙 台 市 市 民 S L 広 場

福 島 県

茨 城 県
J_ 
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車両番号 I 所 在 地 I 車両番号 I 所 在 地 I 車両番号 I 所 在 地

C12  187 
78653 
C58 275 
9667 
D51 515  

栃

49671 
C 1 1  275 
C50 123 
C58 5 
D51 18 

群

C12  49 
C61 20 
D51 498 
D51 724 
D51 561 
D51 745 
D51 916 

埼

C l l  304 
Cl 1 322 
C12  29 
C12 85 
C56 1 10 
C57 26 
C58 363 
9687 
39685 
D51 1 18 
D51 140 
D51 187 
D51 885 

大 子 町 大 子 小 学 校
日 立 市 神 峰 公 園
笠 間 市 児 童 公 園
高 荻 市 運 動 公 園
水 戸 市 緑 町 歴 史 館

木 県

真 岡 市 伊 頭 県 民 公 園
大 田 原 市 交 通 公 園
小 山 市 東 中 央 公 園
宇 都 宮 市 総 合 運 動 場
宇 都 宮 市 常 盤 公 園

馬 県

桐 生 市 桐 生 ケ 丘 公 圏
伊 勢 崎 市 華 蔵 寺 公 園
上 越 線 後 閑 駅 前
渋 川 市 駅 前 児 童 公 園
川 場 村 S L ホ テ ル

高 崎 鉄 道 管 理 局 前
前 橋 市 交 通 公 固

蕨 市 交 通 公 園
鴻 巣 市 民 会 館
大 宮 市 役 所 前

和 光 市 第 四 小 学 校
草 加 市 氷 川 児 童 公 園
行 田 市 水 城 公 園
吹 上 町 吹 上 小 学 校

川 口 市 児 童 文 化 セ ン タ ー

与 野 市 市 役 所
所 沢 市 北 野 公 園

熊 谷 市 荒 川 公 園
国 鉄 大 宮 工 場

深 谷 市 厚 生 会 館

東

150（如贔I 交
1 292（善光）
7 1 0 1 (#慶
1 1 0 青
9856 交
2221 青

王

京

通 博

県

都

物

99 

梅 鉄 道 公
通 博 物

梅 鉄 道 公

2851 
5540 
C l l I 
C l  I 292 
C l l 368 
C ! 2  7 
E I O  2 
8620 
C50 75 
C51 5 
C56 139 
C57 57 
C57 66 
C57 135 
C57 186 
C58 395 
C58 407 
9608 
D51 231 
D51 254 
D51 272 
D51 296 
D51 428 
D51 451 
D51 452 
D51 502 
D51 513 
D51 60 1 

D51 684 東 村 山 市 運 動 公 園
D51 853 北 区 飛 鳥 山 公 園
D51 862 町 田 市 中 央 公 園

神

千
」-

品 川 区 戸 越 公 園
青 梅 鉄 道 公 園

" 
東 海 道 本 線 新 橋 駅 前
中 野 公 会 堂
品 川 区 戸 越 公 園
青 梅 鉄 道 公 園

” 
足 立 区 中 央 公 園
青 梅 鉄 道 公 園
中 央 鉄 道 学 園
世 田 谷 区 大 蔵 公 園
大 田 区 大 森 西 公 園
交 通 博 物 館
小 金 井 市 小 金 井 公 園
羽 村 町 は む ら 公 園
豊 島 区 大 塚 台 公 園
青 梅 鉄 道 公 園
国 立 科 学 博 物 館
杉 拉 区 児 童 交 通 公 園
世 田 谷 区 世 田 谷 公 園

府 中 市 健 康 セ ン タ ー

大 田 区 東 調 布 公 園
昭 島 市 昭 島 公 園
青 梅 鉄 道 公 園
葛 飾 区 砂 原 公 園
板 橋 区 城 北 公 園
国 立 科 学 博 物 館

奈

葉

J I l 県

C l l  245 藤 沢 市 鵠 沼 運 動 公 園
DSI 408 川 崎 市 生 田 緑 地
DSI 516 横 浜 市 本 牧 市 民 公 園
DSl 1 1 1 9 厚 木 市 中 町 福 祉 会 館 前

館 | D52 70 御 殿 場 線 山 北 駅 構 内
D52 235 相 模 原 市 鹿 沼 公 園
D52 403 平 塚 市 文 化 セ ン タ ー

町 D52 72 元 国 府 津 機 関 区 扇 形 庫

館

園
県

C12  287 
18688 
58680 
58683 
C57 1 29 
C57 198 
C58 217  
D51  14  
D51 1 25 
D51 324 
D51 385 
D51 405 
D51 453 
D51 609 

山

君 津 市 小 櫃 駅 脇 公 民 館
銚 子 市 前 宿 町 公 園
茂 原 市 交 通 公 園
総 武 線 佐 倉 駅
野 田 市 清 水 公 園
君 津 市 児 童 公 園
旭 市 児 童 公 園
流 山 市 総 合 運 動 公 園
船 橋 市 郷 土 資 料 館
習 志 野 市 文 化 セ ン タ ー

鎌 ケ 谷 市 記 念 公 園
松 戸 市 ユ ー カ リ 交通公園
柏 市 明 原 第 1 公 園
成 田 市 栗 山 公 園

梨 県

C!2  5 甲 府 市 舞 鶴 公 園
C56 126 小 渕 沢 町 文 化 会 館
C56 1 49 高 根 町 民 俗 資 料 館

長

Cl2  67 
Cl2  171  
Cl2  199 
C56 94 
C56 96 
C56 10 1  

C56 1 24 
C56 129 
C56 144 
C56 150 
9646 

D51 59 
D51 155 
D51 172 

D51 209 
D51 238 
D51 245 
D51 260 
D51 351 
D51 401 
D51 402 
D51 486 

D51 549 

野 県

茅 野 市 民 会 館
下 諏 訪 町 青 少 年 広 場

楢 川 村 奈 良 井 公 民 館
大 町 市 西 公 園
南 牧 村 自 然 公 園
佐 久 市 旧 中 込 中 学 校
明 科 町 水 産 指 導 所
飯 山 市 南 町 緑 地 帯

小 諸 市 児 童 公 園
白 馬 村 観 光 会 館

豊 野 町 中 央 公 民 館
辰 野 町 小 山 公 園
塩 尻 市 児 童 公 園
松 戸 市 ア ル プ ス 公 園
伊 那 市 市 民 会 館
木 祖 村 民 俗 資 料 館
坂 城 町 文 化 セ ン タ ー

辰 野 町 小 山 公 園
南 木 曽 町 秋 菓 神 社
須 坂 市 交 通 公 園
飯 田 市 市 営 動 物 園
国 鉄 長 野 工 場
長 野 市 教 育 セ ン タ ー
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車両番号 I 所

D51 769 麻 績 村 聖 高 原 博 物 館
D51 775 中 央 本 線 木 曽 福 島 駅 前

D51 787 信 越 線 御 代 田 駅
D51 824 諏 訪 市 湖 岸 通 り
D51 837 駒 ケ 根 市 共 楽 園
D51 921 篠 ノ 井 市 市 民 会 館
D51 1001 更 埴 市 市 民 セ ン タ ー

新 潟

C l l  40 
C l !  46 
Cll 325 
C!2  88 
C57 19 
C57 180 
9644 
29622 
29657 
69690 
D51 75 
D5! 5 1 2  
D 5 1  735 

2272 
C56 123 
C56 159 
C58 140 
C58 325 
D51 388 
D51 522 
D51 822 

福

28651 
C58 17 1  
C58 212  
D51 481 
D51 607 

在

県

地

湯 之 谷 村 児 童 公 固
99 

水 原 町 安 野 小 学 校

糸
魚 川 市 七 間 小 学 校

新 潟 市 鳥 屋 野 交 通 公 固
新 津 市 第 1 小 学 校
聖 籠 村 公 民 館
守 門 村 白 石 遊 園 地
新 潟 市 総 合 情 報 セ ン タ ー

中 条 町 総 合 グ ラ ン ド

上 越 市 五 智 交 通 公 園

新 発 田 市 諏 訪 東 公 園
荒 川 町 町 民 体 育 館

富

Cll 217 高
9628 富

石

山 県

岡 市 古 城 公 園
山 市 城 跡 公 園

J I I  県

国 鉄 松 任 工 場
七 尾 市 御 抜 公 園
志 雄 町 子 供 の 広 場
押 水 町 今 浜 海 岸
金 沢 鉄 道 学 園

北 陸 本 線 松 任 駅 前

金 沢 市 中 央 広 場
国 鉄 松 任 工 場 横

井 県

和 泉 村 中 央 民 俗 館
小 浜 市 児 童 公 園
敦 賀 市 児 童 公 園
今 庄 町 役 場 前
福 井 市 運 動 公 園

車両番号
| 

静

C50 96 
C57 30 
C58 49 
C58 322 
C58 389 
D51 101 
D51 146 
D51 243 
D51 943 
D52 136 

愛

ケ 90
Cl 1 265 
Cl l 296 
C12  69 
C12  230 
58623 
C57 139 
C62 17 

D51 89 
D51 201 
D51 266 
D51 688 
D51 718 
D51 777 
D51 792 
D51 823 
D51 849 
D51 827 

岐

Cl l 155 
C12 74 
C12  163 
C12  208 
C12  244 
C58 280 
19648 
D51 470 
D51 266 

所 在 地

岡 県

焼 津 市 小 石 川 公 園
富 士 市 元 吉 原 小 学 校
掛 川 市 中 央 公 固

＿ 島 市 楽 寿 園
二 俣 線 遠 江 二 俣 駅

島 田 市 中 央 公 園
静 岡 市 駿 府 公 園
天城湯ケ島町立総合セ ンタ ー

富 士 市 入 山 瀬 公 園
沼 津 市 高 沢 公 固

知 県

中 部 鉄 道 学 園

半 田 市 市 民 ホ ー ル

幡 豆 町 児 童 公 園

安 城 市 総 合 運 動 公 園
西 尾 市 西 尾 公 園
日 本 車 輌 豊 川 工 場
中 部 鉄 道 学 園
名 古 屋 市 東 山 総 合 公 園

豊 橋 市 子 供 自 然 公 園
蒲 郡 市 市 民 会 館
中 津 川 市 文 化 会 館
岡 崎 市 若 松 町 南 公 園
一 宮 市 大 平 島 公 園
刈 谷 市 交 通 公 園
春 日 井 市 児 童 遊 園
稲 沢 市 駅 前 公 園
豊 田 市 交 通 公 園
甚 目 寺 町 山 田 泰 平 宅

阜 県

大 垣 市 中 部 公 園
恵 那 市 役 所
七 宗 町 児 童 公 園
養 老 町 養 老 公 園
明 智 町 明 智 小 学 校

美 濃 加 茂 市 古 井 小 学 校
高 山 市 飛 騨 体 育 館
岐 阜 市 梅 林 公 園
中 津 川 市 文 化 会 館

車両番号」 所 在 地

滋 賀 県

C57 128 大 津 市 市 立 科 学 館
D51 403 栗 原 町 手 原 駅 前 公 園
D51 409 甲 西 町 自 然 公 園
D51 793 長 浜 市 児 童 遊 園 地
D51 739 旧 長 浜 駅 前 公 園
D51 1 149 多 賀 町 多 賀 S L パ ー ク

C l l  312 
C50 154 
C58 51  
C58 359 
C58 414 

C58 418 
D51 1 92 
D51 499 
D51 831 

B2010  
Cl l 64 
8630 
9633 
C51 239 
C53 45 
C55 I 
C56 160 
C57 1 
C58 1 
C59 164 
C61 2 
C62 2 
D50 140 
D51 1 
D51 200 
D52 468 
Cll 324 
C57 56 
C57 189 
C58 56 
C58 113 
C58 390 

重

都

県

松 阪 市 内 ド ラ イ ブ イ ン

関 町 観 音 山 公 園
松 阪 市 営 グ ラ ン ド

亀 山 市 城 跡 児 童 公 園
王 城 町 田 丸 小 学 校
熊 野 市 下 平 公 園
長島町長島温泉 スパー ラ ン ド

津 市 偕 楽 公 國
伊 賀 市 余 野 遊 固 地

府

梅 小 路 蒸 気 機 関 車 館

” 
田 辺 町 児 童 公 園
加 茂 町 泉 川 中 学 校

加 悦 町 加 悦 S L の 広 場
福 知 山 市 三 段 池 公 園
舞 鶴 市 市 民 グ ラ ン ド
加 悦 町 加 悦 S L の 広 場
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車両番号 所 在 地

D51 66 精 華 町 川 西 小 学 校
C l l  180 宇治市太陽ケ丘

山城総合運動公園

大 阪 府

車両番号
寸

所 在 地 車両番号 I 所 在 地

233 
1801 
C59 166 
C62 26 
D51 2 
D51 51 
D51 469 

C58 66 
C l l  218 
D51 764 
D51 831 
D51 882 

C56 1 1 1  
C56 135 
C57 5 
C57 11 
C57 93 
C58 170 
D51 8 
D51 25 
D51 211 

交 通 科 学

奈 良 県

78675 五 条 市 史 跡 公 園
C57 160 三 郷 町 三 郷 小 学 校

館 I DSl 691 天 理 市 田 井 庄 公 園
DSl 895 王 子 町 児 童 公 園” 

関 西 鉄 道 学 園
交 通 科 学 館

” 
枚 方 市 中 央 広 場

高 石 市 浜 寺 公 園

大 阪 城 公 園
堺 市 民 芸 肉 料 理 店
吹 田 市 万 博 記 念 公 園
羽 曳 野 市 余 野 遊 園 地
茨 木 市 真 竜 寺

兵 庫 県

7105 （義経 国 鉄 鷹 取 工 場
C l l  41 太 子 町 太 子 山 公 園
C l l  240 赤 穂 市 赤 穂 城 南 公 園

C l l  311 西 宮 市 月 見 里 公 圏
C l l  331 加 古 川 市 鶴 林 寺 公 園
C 12 167 加 美 町 中 央 公 民 館

宝 塚 市 雲 雀 丘 学 園
清 野 町 中 央 公 民 館
姫 路 市 交 通 公 園
豊 岡 市 中 央 公 國
生 野 町 生 野 小 学 校
日 高 町 日 高 小 学 校
尾 崎 市 大 物 公 園

ー 田 市 役 所
神 戸 市 王 子 動 物 園

和 歌 山 県

C l l  96 新 宮 市 松 山 公 園
C57 7 田 辺 市 会 津 公 園
C57 110 和 歌 山 線 橋 本 駅 前
C57 119 和 歌 山 市 岡 公 園
C58 353 那 智 勝 浦 町 役 場
D51 930 海 南 市 み な と 公 園
D51 1085 紀 勢 本 線 藤 並 駅 前

岡

D51 300 山 陽 町 殿 町 児 童 公 園
D51 拐8 新 見 市 井 倉 洞 前
D51 889 総 社 市 石 原 公 園
D51 917 岡 山 市 下 石 井 公 園

広

C 11 189 
48650 

C56 106 
C57 76 
C59 161 
C62 1 
D51 422 
D51 720 
D51 860 
D52 1 

鳥

C l l  75 

D51 195 

D51 303 

D51 620 

D51 488 

島

山

山

島

県

県

可 部 線 三 段 峡 駅 前
三 次 市 尾 関 山 公 園
府 中 市 児 童 公 園
三 菱 重 工 業 三 原 製 作 所
広 島 市 中 央 公 園
広 島 鉄 道 学 園
尾 道 市 児 童 公 園
広 島 市 瀬 野 川 公 園
福 山 市 曙 公 園
国 鉄 広 島 工 場

取 県

倉 吉 市 児 童 公 固

米 子 市 飯 山 カ ン ト リ ー

鳥 取 市 砂 丘 こ ど も 王 国
大 山 町 大 山 西 小 学 校
米 子 鉄 道 管 理 局 横

根 県

C56 108 木 次 町 体 育 館 前
C56 131 松 江 市 未 次 公 園
C57 156 益 田 市 運 動 公 園
C57 165 浜 田 市 東 公 園
D51 194 津和野町青野山荘国民宿舎
D51 774 大 社 町 出 雲 大 社

ロ 県

C50 125 柳 井 市 児 童 公 國
C58 36 美 弥 線 美 弥 駅 前
C58 65 光 市 市 民 ホ ー ル

D51 18 
D51 103 

D51 395 
D51 463 
D51 592 
D51 768 
D51 813 
D60 1 

香

Cll  195 
58685 

C58 12  
C58 295 
C58 333 
D51 828 

徳

C l l  66 鳴 門 市 第 三 公 園
C12 280 小 松 島 市 児 童 公 園
68692 徳 島 市 徳 島 公 固

愛

C12 231 
C12 259 
C57 44 
79642 

C58 312 

高

宇 部 市 常 盤 公 園
岩 国 市 児 童 公 園

徳 山 市 市 立 動 物 園
防 府 市 三 田 尻 公 園
下 松 市 国 民 宿 舎
下 関 市 一 里 山 公 園
小 郡 町 公 民 館 前
山 口 市 山 口 県 立 博 物 館

J I I  

白 鳥 町 福 栄 小 学 校

国 鉄 多 度 津 工 場

高 松 市 番 町 公 園
坂 出 市 児 童 公 園

国 鉄 多 度 津 工 場

高 松 市 民 家 博 物 館 四 国 村

島

媛

内 子 町 内 子 駅 構 内

宇 和 島 市 和 霊 公 固
西 条 市 市 民 公 園
八 幡 浜 市 王 子 の 森 公 園
五十崎町 レジャ ー ラ ン ド五十崎

知

県

県

県

県

C11  1 17 中村線中村駅前S L ホ テル

C58 335 高 知 市 交 通 安 全 セ ン タ ー

福

C l l  61 
C 11 131 
C 11 257 
Cll  260 
C 1 2  222 
48696 
78626 

C57 158 
C59 1 

岡 県

黒 木 町 黒 木 公 園
直 方 市 石 炭 記 念 館
須 恵 町 皿 山 公 園
中 間 市 垣 生 公 國
福 岡 市 和 白 小 学 校
大 牟 田 市 延 命 公 國
遠 賀 町 児 童 公 園

北 九 州 市 大 里 公 園

国 鉄 小 倉 工 場
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車両番号 所 在 地 車両番号 所 在 地 車両番号 所 在 地
19633 筑 豊 本 線 若 松 駅 前 D51 485 I 延 岡 市 大 瀬 町 公 圏
29612 志 免 町 役 場 前

鹿 島 県
49627 福 岡 市 貝 塚 公 園

児

59634 粕 屋 町 中 央 公 民 館 C I 2  225 牧園町杉島高原国民休養地

59647 直 方 市 い こ い の 村 C51 85 国 鉄 鹿 児 島 工 場
59684 田 川 市 石 炭 記 念 館 C55 52 吉 松 町 鉄 道 公 園
D51 10  行 橋 市 市 民 会 館 C56 91 西 之 表 市 若 狭 公 園
D51 225 直 方 市 い こ い の 村 C56 92 出 水 市 文 化 会 館
D51 244 北 九 州 市 文 化 セ ン タ ー C56 99 杉島町杉島高原ユース ホ ス テ ル

D 5 1  923 久 留 米 市 中 央 公 園 C57 151  鹿 児 島 市 平 川 動 物 固
D60 27 立 花 町 総 合 グ ラ ン ド C58 112  志 布 志 町 運 動 公 圏
D60 46 飯 塚 市 勝 盛 公 園 D51 714 指宿市国際 、ジャ ングルパー ク

佐 賀 県 沖 縄 県

C l l  259 武 雄 市 児 童 公 園 D51 222 那 覇 市 与 ｛義 公 園
2961 1 大 町 町 杵 島 炭 鉱 専 用 線跡 C 5787 今 帰 仁 村 沖 縄 リ ゾ ー ト

69608 唐 津 市 児 童 遊 園 ス テ ー シ ョ ン跡

D51 206 佐 賀 市 市 役 所 前
D51 456 鳥 栖 市 市 民 公 園

長 崎 県

88622 芦 辺 町 総 合 グ ラ ン ド
C57 95 諌 早 市 運 動 公 園
C57 100 長 崎 市 中 央 公 園
D51 1142 佐 世 保 市 中 央 公 園

熊 本 県

C l l  284 熊 本 市 蓮 政 寺 公 園
C 1 2  241 高 森 線 高 森 駅
58654 肥 薩 線 矢 岳 駅
59670 ー の 宮 町 保 善 セ ン タ ー

69665 熊 本 市 熊 本 公 園
D51 170 肥 薩 線 矢 岳 駅

大 分 県

C 1 1  270 玖 珠 町 児 童 公 園
58689 三 璽 町 児 童 公 園
C55 53 大 分 市 若 草 公 園
D51 1 76 日 田 市 中 央 公 園

宮 崎 県

C l l  191 宮 崎 市 福 祉 セ ン タ ー

C 1 2  64 都 城 市 立 郷 土 館
C57 175 宮 崎 市 青 少 年 セ ン タ ー
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